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デー タベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割 を果たす もの と期待 されて

いる。今後、デー タベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成

が期待 される。 さらに海外に対 して提供可能なデータベー スの整備 は、国際的な情報

化への貢献お よび 自由な情報流通の確保の観点からも必要である。 しか しなが ら、現

在 わが国で流通 しているデー タベースの中でわが国独 自の ものは1/3に すぎないのが

現状であ り、わが国デー タベースサー ビスひいてはバ ランスある情報産業の健全 な発

展 を図 るためには、わが国独 自のデー タベースの構築お よびデー タベース関連技術の

研 究開発 を強力 に促進 し、デー タベースの拡充を図る必要がある。

この ような要請 に応 えるため、(財)デ ー タベース振興センターでは 日本 自転車振興

会か ら機械工業振興資金 の交付を受けて、デー タベースの構築お よび技術 開発につい

て民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経

済的、国際的に重要で、また地域お よび産業の発展の促進 に寄与す ると考 えられてい

るデー タベースの構築 とデー タベース作成の効率化、流通の促進 、利用 の円滑化 ・容

易化な どに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当た って、当財団に学識経験者の方 々で構成 され るデー タベー ス構

築 ・技術開発促進委員会(委 員長 前山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 してい る。

この 「情報収集 ロボ ットによるInternetで のWWW所 在検 索デー タベースの構築」

は平成7年 度のデー タベースの構築促進お よび技術開発促進事業 として、当財 団が 日

外アソシエーツ株式会社 に対 して委託実施 した課題の一つである。 この成果が、デー

タベースに興味をお持 ちの方 々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成7年 度デー タベースの構築促進お よび技術開発促進事業で実施 した課題

は次表の通 りである。

平成8年3月

財 団法人 デー タベ ー ス振興 セ ン ター



平成7年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1法 的 デー タベース における多 分野 データベースの統 ㈱ 日本法律情報センター

合一体的管理 とオフ ・オンラ インの融合化 に関す る

社 会 調査、研 究

2新 聞記事分類キーワー ドの標準モデル構築と自動付 ㈱ エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ

与に関する調査研究 リ ー

3パ ソコンを用いた地図 デー タベースの基礎構築 ㈲ 朝 日デー タサー ビス

4景 観 シ ミュレー シ ョン用樹 木のデー タベ ース構築 ㈱ ス トゥデ ィオサ カイ

5包 装機械デー タベースの構 築 (社)日 本包装機械工業会

中小企業振興 6新 規事業創出支援のためのデータベース構築に向け ㈱ 日本 インテ リジェ ン トトラス

地域 活性 化 た基礎調査 ト

7高 効率化先進材料 フ ァク トデータベースのパ ッケー (財)次 世代金属 ・複合材料研

ジ化 究開発協会

8阪 神 ・淡路大震災の情報デ ジタル ・アーカイブ 神 戸 マ ル チ メ デ ィ ア ・イ ン タ ー

ネット協議会

9Mosaicの 利 用 に よ る マ ル チ メ デ イ ア デ ー タ ベ 日本電子開発㈱

一ス検索 システムの構築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式の ㈱日本総合研究所

技 術 調査

11モ ーパイルデー タベ ースシステムに関す る調査研 究 ㈱ イ フ ・ア ドバ タ イ ジ ン グ

12情 報収集 ロボ ッ トに よるInternetで のWWW所 在検 口外 アソシエーツ㈱

索デー タベー スの構築

13イ ンハ ウスデ ータベ ース用CGI作 成の調査研 究 日本電子計算㈱
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1概 要

近 年 、 イン ター ネ ッ ト(lnternet)と い う世 界 的規模 のネ ッ トワー クが広 く知 られ る

よ うにな った。 イン ター ネ ッ トは全 世界 の少 くとも81か 国以上 、200万 台 以上 の コン

ピュー タが接続 され てい る1'2)。今 まで は学術研 究分野 で主 に使 われ て きた が 、最近 は

科学 技術 分野 だけ で はな く、人 文科 学 を始 め とす る大 学教 育全般 を始 め 、小 ・中 ・高等

学校 を も巻 き込 ん だ普及 ・展 開 が されて きてい る。更 に 、企 業 ・団体の参加 の増加社 数

は群 を抜 いてお り、 これ か らの通信 情報伝 達手段 と して 、大 きな期 待が持 たれ てい る。

特 に最近 注 目を浴 び て い るのは 、WWW(WorldWideWeb)と 呼 ばれ る 、マ ル チ メ

デ ィア対応 の情報 蓄積 ・検 索 シス テムで あ る。 これ は 、 イ ン ターネ ッ トに接 続 され て

い るホ ス トマ シ ン(多 くはUNIXが 利 用 され てい る)上 に 、HTMLと 呼 ばれ るSGML

ベ ー スの言語 で記 述 され てい るデ ー タを、PCを 始 め とす る多 くの ク ライア ン トシス テ

ム か ら呼 び 出 して見 る こ とが でき る もので あ る。HTMLで は 、 リン ク と呼 ばれ る仕 掛

け に よ って 、世 界 中 どこのホ ス トに あるデー タも直接 参 照 す るこ とがで き 、 これ が新

しいデ ー タベ ー ス の基 本 構造 と して認識 され始 めてい る。

WWWで は、膨 大 な 量のデ ・一・・一タに直接 ア クセ スで き る メ リッ トが あ るが 、一 方 、求

める情 報 を捜 し当て る こ とがなかな か難 しい とい われ て い る。この よ うな状 況 か ら、希

望 す る情報 を素 早 く捜 し当て る手 立 て を講 じる必 要が あ る。

本 報 告 は、上記 の よ うな要 求に答 え 、イン ター ネ ッ ト上のWWWサ ー バ(HTMLに

よ る情 報 を蓄積 し提 供 す るホ ス トマ シ ン)を 自動 的 に ソ フ トウエ ア に よ る ロボ ッ トを

使 って網羅 的 に探 索 し、URL(UniformResourceLocator)と 呼 ばれ るWWWの 所 在

情報 と、そ の 中に含 まれ る情 報 を抽 出 ・整理 して検索 用 の キー ワー ド情 報 を作 り出 す

ため の基 礎調 査 を行 い、な らび にそ の結果 を利用 したWWWペ ー ジ検 索用デ ー タベ ー

スの プ ロ トタイプ を構 築 す る もの で ある。

1.1目 的

WWWペ ー ジを探索 す る既存 の ロボ ッ ト(ソ フ トウエ ア)は 、学術 分野 では既 にい く

っか の試行 が行 われ てい る6'7'3)。 まず これ らの調査 ・分析 を行 い 、利 用 で き る技 術 や

シス テ ムの確認 と調 査 を行 う。

既存 の ロボ ッ トで ラ イセ ンス関係 の問題 が無 く、ベ ー ス と して使 えそ うな もの が あ

れ ば改 良試 作 を行 い 、 日本 語 での運 用動 作 につ いて確 認 す る と ともに 、今 後 の拡 張 に
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ついても評価する。特に 日本語による世界中の主要WWWペ ージの探索情報を作成す

るすることを最終 目標 とし、そのための基礎デー タを収集することを目的 とす る。

ロボ ットによって収集 したHTMLデ ー タの評価 ・分析 を行い、今回の実行結果 を

WWWブ ラウザか ら検索できるように して見 る。 このプロトタイプデー タによる情報

検索サー ビスを試行 してみ る。 これは将来、有料サー ビスへの移行 を検証す るもので

ある。

1.2実 施 内容

1.2.1ロ ボ ッ トの ベ ー ス シ ス テ ム

現 在 イン ター ネ ッ ト上 で ロボ ッ トと称 され て い る シス テ ムは か な り多数 にの ぼ る。

MartijnKoster氏 の 「ListofRobots」 とい うWWWの ペー ジ3'4)に は世 界 中の ロボ ッ

ト関係の システムの一覧 表 がある。また 、NTTの 「SearchEnginesinJapan」 ペ ー ジ5)

に は・ 日本 の検 索 シス テムや リン クペ ー ジの 情報 が あ る。 これ らの 内 、 ロボ ッ トと し

て認識 で き る もの を表1に ま とめた。

日本 で研 究 され て い る、WWWペ ー ジを検 索す る既 存 の ロボ ッ ト(ソ フ トウエ ア)で

は 、早稲 田大学 の千里 眼 な どが知 られ て い るが 、今 回 は ア メ リカの コロ ラ ド大 学 で開

発 ・公 開 され て い るハ ーベ ス ト(Harvest)8'9'10)に 注 目 した 。Harvestの 最新 版 はV1 .4

で あるが、論文8)に もある よ うに、 さま ざまな基 本 的 な機 能 を実現 して い る'。今 回 は こ

のHarvestを ベ ース シ ステ ム と して採用 す るこ と とす る。

1.2.2日 本語情報 に対 応 す るた めの拡 張

HarvestはWWW上 で提供 され て い る情報 を収集 し、それ をデー タベ ース化 す るた

めの、ソ フ トウェア ロボ ッ トであ る。Harvestは 欧米 語 と くに英 語 で書 かれ た もの のみ

を対 象 として い る。 このた め 、 日本 国 内で提 供 され てい る情報 を収集 し、デ ー タベ ー

ス化 す るた めに 、 日本語 を扱 える よ うに拡 張 を行 った 。

Harvestで は、収集 した各ペー ジか ら、デ ー タベ ー ス に収録 した い文 書構造 のみ を抽

出 し、その特 定の文書構造 に含 まれ るテ キス トか ら、デー タベー ス を作 る ことが 可能 で

あ る9)。た とえば 、個 々のHTML文 書 中に含 まれ る 、<H1>,<H2>...<H6>の ヘ ッ

ダー情報 と、<TITLE>を デ ー タベ ー・・スに収録 し、そ の他 は収録 しな い とい うよ うな
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システム名 作者 または管理者 記述言語

JumpS励on JonathonFletcher<j.fletcher@sUrl加9.ac.uk> Per14,C.C++

RBSESpider DavidEichmann<eic㎞ ㎜@rbsejsc.nasa.gov> C,Oracle,WAIS

webCrawler BrianP口1kerton<bp@webcrawle箒 ◎om> C

TheNo紬LStarRobot 日edBaπie<baπie@unr.edu> 一

W4(口 鳩WbrldWideWebW{mderer) MatthewGray<皿kgray@miしedu> 一

6shsea㏄h PaulDeBra<debra@wm.tue.nl> C

ThePythonRobot GuidovanRossum<Guido.van.Rossum@cwi.n1> 一

htm1_analyzer-0.02 JamesE.Pitkow<p"kow@aries.◎olorado.edu>
一

MOMspider RoyTFieldm9<nel(近119@ics.uci.edu> Ped4

HTMLgobble AndreasLey<}ey@皿.um-karlsruhe.de>
一

WWWW－ 也eWORU)WΦEWEBWORM OUverMcBryan<mcbryan@pipeLcs.coloradρ.edu>
一

W3M2 Chns⑩pheTronche〈tronche@旭 丘〉 Perl4,Per15,C++

websnarf CharlieS加ss<charles@fma.com>
一

ThewebfbotRobot

LycOS

ASpider(AssociativeSpider)

SG-Scout

E皿LinkVerifierRobOt

NHSEWebForager

WebLinker

Emacs-w3SearchEllg口1e

Arac㎞ophilia

MacWWWWonn

chur1

笛rspider

ThePereg血a⑩r

Ch㏄kbot

webwalk

Harvest

KatiPO

InfOSeekRobOt1.O

GetURL

OpenTextCorp()rationRobot

TheTkWWWRobot

ATclW3RobOt

CS-HKUSTWWWIndexS釘ver

SpryWiZardRobot

weblayers

webCopy・

S◎ooter

Aretha

WebWatch

ArchitextSpider

HI(HTMLIndex)Seardh

explorer

Senrigan

F㎜elweb

TheJubii匝dexmgRobot

Jobot

DeWeb(c)Katalog伽dex

WebCore!Roots

RobotFran◎oroute

Duppies

lncyWTmcy

IBM.Planetwide

Nomad

UCSDCrawl

webfetcher

libertech－ ⑰over

HTDig

BlackWidow

Pioneer

ODIN

TrTAN

RCAAU

LeeMcLoughlin<LMcLoughlin@doc.ic.ac.uk>

D正MichaelL.Mauldin<血zzy@clnu.edu>

FredJohansen<fred@nvg.ullit.no>

PeterBeeb㏄<pthb@ai.miしedu,beeb㏄@parc.xerox.com>

JimMcGuire<mcguire@e".COM>

RobertOlson<olson@mcs.an1.gov>

JamesCasey<jcasey@mat血s.tcd.ie>

WilliamM.Perry<wmperry@spry.◎om>

V血 ㏄Taluskie<taluskie@utpapa.ph.叫exas.edu>

Sebastien.Lemieux<iemieuse@ERE.UMontreal.CA>

Jus血YUnke<yunke@umich.edu>

OlafSdhreck<chak1@負i-berlin.de>

JimRichardson<jimr@maths.su.oz.au>

HansdeGraaff<jj.degn娠@twi加delft.ni>

RichTestardiatHP

hardy@bnlno.cs.colorado.edu

MichaelNewbery<Michael.Newbery@vuw.ac.nz>

SteveKirsch<stk@inf()seek.◎om>

JamesBurton<James@Snark.apana.org.au>

TimBray<tbray@opentext.com>

ScottSpetka<scoロ@cs.sunyit.edu>

LaurentDemailly<dl@hplyot.obspm.fr>

Bu(∬YUwono<yuwono-b@cs.usしhk>「

Spry<血fo@⑨pry.com>

LoicDachary<loic@afp.◎om>

VTictorParada<vparada@inf.utfsmcl>

LOUisMonier<monier@padec.oom>

DaveWeinerdavew@well.oom>

JosephJanos<janos@specter.com>

ArchitextSoftware<spider@atext.◎om>

RazzakulHaiderChowdh岬<a94385@cs.ait.ac.th>

PaulBourke<pd.bOurke@auckland.ac.nz>

TAMURAKent<kent@muraoka.info.waseda.ac.jp>

DavidEagles<eaglesd@pc.com.au>

JakobFaarvang<jakob@jubii.dk>

AdamJack<ajack@◎orp.lnicrognosis.com>

MarcMielke<dewebmaster@orbit.de>

CarlosBaquero<wc@di.un血ho.pt>

Marc-AntoineParent<maparent@crim.ca>

LarryBurke<lburke@aktiv.com>

SimonStObart<simon.stobart@sunderland.ac.uk>

EdCostello<epc@www.ib皿com>

RichardSonnen<so皿en@cs.colostat.edu>

AdamT皿ghman<atilghma@mib.org>

ontvpittSburgh,Lp.<webmaster@ontv.◎o皿>

AnilPeres-da-Silva<adasilva@libertech.◎om>

AndrewScheΨbier<andrew@sdsu.edu>

KevinHoogheem<khooghee@marys.smumn.edu>

MicabA.Williarns<micah@sequent.uncfsu.edu>

原 田 昌 紀<harada@graco.c.u-tOkyo.ac.jp>

titan-admin@isserv.tas.ntt.jp

infocom-w3-search@ac.

(finitememOrymodel)

CGIscript

HTML,CGIscript

Per15

Lisp

Hype1℃ard

Per15

C

C,Per14,Perl5

C

Python

ARexx

Tck/nc

Tcl

C

Per15

Per140rs

C

Macs

C++

Per15andC

Perls

C++

C

C,C++

VisualBasic4.O

Perl4

Per14

Per15

Perl5,Sqlplus

C++

Per15

Perl4

Per14

C++

C-

C+←

C,C++

C

表1:InternetRobot－ 覧 表
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指 定がで き る。 これ らの情報 の抽 出に は 、SGMLの バ ー サ を使 ってお り、まず は これ

の 日本語 化 を行 った 。

Machine IBMRiscSystem6000model43P-133

OS AIXRiscSystemVersion4.1.4

Memory 64MB

HDD total9.4GB(illcludinginternalIGBHDD)

表2:開 発実行環境

また 、開発 ・テ ス ト実 行環境 と して 、表2の よ うな環 境 を用意 した。 このた め 、AIX

環 境で再 コンパ イル す る際 に必 要 に な った 、AIX固 有 の ロー カル な修 正 も行 った 。修

正 箇所 の主 な部 分 を下記 に列 挙 す る。

・SGMLバ ー サ で あ る"sgmls"を 日本 語 化 した。

・xfreeO関 数 内で 呼び 出 してい るfreeシ ス テム コール が 正 し く動 作 してい ない こ

とに対処 した。

・ 実行 時の仮想 記 憶 容 量 を1.3GBと した 。

1.2.3得 られ る デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

日本語化 され たHarvestに よ り収集 され たHTMLデ ー タは、表3に よ りHTMLの タ

グか らHarvestで 採 用 され てい るデー タ記 述 方式 で あ るSummaryObjectInterchange

Format(SOIF)の フ ィール ドに変 換 され る。具 体的 には 、表4の よ うな フ ォー マ ッ トで

検 索デー タが得 られ る こ とに な る。

デー タは 、◎FILE{_}の 形 式 を して い る。 この デ ー タをDBMS化 して検 索 に利

用 す るこ とにな る。形 式 は単純 なの で 、 さま ざま なDBMSやGUIに 対応 す るこ とが

で きる。

1.2.4デ ー タ ベ ー ス の 日本 語 化

抽 出され たSOIFフ ォーマ ット情報 を、デー タベー ス化 す る際 に、日本 語 による検 索が

出来 るよ うに しなけれ ばな らな い。Harvestで は 、gl▲mpse,waisな ど、様 々なindexing

メカニズ ム をサ ポー トして い る9)。 日本語 で検 索で きる よ うにす るため に、実験段 階 で
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－
HTMLの タグ タグの意味

lSOIFフ ィー ノレド1

AHREF リン ク先 url.references

ADDRESS ア ドレス/著 作権表示 address

B ボ ール ド体 keywords

EM 強 調(イ タ リ ック体) keywords

H1 ヘ ッダ行(レ ベ ル1) headings

H2 ヘ ッダ行(レ ベ ル2) headings

H3 ヘ ッダ行(レ ベ ル3) headings

H4 ヘ ッダ行(レ ベ ル4) headings

H5 ヘ ッダ行(レ ベ ル5) headings

H6 ヘ ッダ行(レ ベ ル6) headings

1 イ タ リック体 keywords

META:CONTENT メタ情報 $NAME

STRONG 強調(イ タ リック体) keywords

TITLE タ イ トル title

TT タ イプ ライター 体 keywords

表3:HTMLタ グ とSOIFフ ィール ドの対応 表
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@F工LE{http://harvest.cs.colorado.edu/harvest/user-rnanual/node99 .html

update-tirae{9}:793962520

Time-to-Live{7}:9676800

Last-Modification-Time{1}:O

Refresh-Rate{7}:2419200

Gatherer-Narne{57}:Netwarked工nformationDiscoveryandRetrieval

Gatherer-Host{21}:bruno.cs.colorado.edu

Gatherer-Version{3}:1.0

Update-Time{9}:

Type{4}:

File-Size{4}:

MD5{32}:

author{42}:

WedFeb15

keywords{68}:

nikosthisuser

13:27:56MST

781478043

HTML

2551

c2fa35fd44a47634f39086652e879170

DarrenHardy

ig95

aboutdocumentdrakosharvesthtm1

url-references{274}:

node98.html

node3.htm1

user-rnanual.htm1

indexlatexmanua1

Partia1-Text{601}: Aboutthisdoc㎜ent

Title{84}・mFRese征chGr。up。nRes。urceDisc。very

工RTFResearchGrouponResourceDiscovery

Keywords{121}:adva皿cedagencybowmandanzigdarrenhardyharvestmanbermic

michaelpeterproblemsprojectsresearchschwartztalkudi

}

表4:SOIFデ ー タ フ ォー マ ッ トの 雛 型
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はMWAISi1'12)を 利 用 したが、最 終 的 には任 意のWWWサ ーバ ー(httpd)で も検索 処

理 がで きる ように、評価 試 験用 の検索 システ ム を作 成 した。

12.5WWW検 索用 イ ンター フ ェース

WWWの ブ ラウザ を利 用 して検索 す るための インター フェース を作 成 した。検索 シ

ステ ム の概 要 を図1に 示 す。 また、検索 を行 う際 のブ ラウザ に よるGUIの 例 を図2に

示 す。

SOIF

file

西

ム

行

う

実

グ

川
索

ロ

陪
検

プ

㏄

検索結果表示

鴇馨㌍闘㍑京畿'

2.URL:http:〃www.xxx._

・内 容 の 一 部 を表 示 す る

3.URL:http:!ANww.xxx_.

・内 容 の 一 部 を表 示 す る

t羅 濃笛㍑ 京畿'

図1:検 索 インター フェ ース概 要
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口外アソシエーツWebペ 一端 索 システム

、腐 熟 癒

議 態薄漬だ匙い。、

図2:WWWブ ラウザ に よる検 索 イ ン ター フェー ス
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2検 討結果

2.1ロ ボ ッ トに よ るデ ー タ の 収 集

まず、ロボ ットをどのURL地 点か ら走 らせるかを検討す る必要がある。学術研究用

のURLを 効率的 にた どるために、あ らか じめ下準備 として、早稲田大学の村岡研で収

集 したURLデ ータを利用 した。

データの収集は、学術系のWebサ ーバが集中 しているつ くば市地域 を対象 として行 っ

た。表5にWWW上 の情報 を収集 した機 関名 とドメイン名の一覧表 を示す。

ロボットによる検索 は、長時間に渡って大量の トラフ ィックを発生 させ るので、実際

に実行す る際には十分注意 しなければならない。今回は、PowerPC+AIXの ハ ードウ

エア環境 を用意 し、1 .5Mbpsの 高速回線 を利用す ることで、毎秒1回 の割合で検索要

求を出 したが、より低速の回線では過大 な負荷 となるので注意すべ きであろ う。試行

で収集 したデータのサ イズ を表6に 示す。 「

各サ ーバ ーの探索方法には、表3の ような方法がある。それぞれに特徴があるが、今

回の ような探索では幅優先の探索が適 している。幅優先 とすることによって、指定 した

複数のスター トポイン トか ら、均等に深 さを徐 々に深 くして検索するので、各ス ター

トポイントか ら満遍 な く情報 を取得す ることができる。

採集 したデータのリス トを付録Aに 添付す る。

9



▽

噛

4

深 さ優先

幅優先探索

深さ優先探索

各 ス ター トポ イン トか ら同 じ深 さで徐 々に降 りて くる

最初のスター トポ イン トを見終わ ってか ら順々に他 を探索する

図3:各 サーバ ー の探 索方 法
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1機 関名1ド メイン名1

国立研究所および政府関連機関

通産省鉱業技術院 aist.gojp

科学技術庁防災科学技術研究所 bosai.gojp

建設省国土地理院 gsi-mc.gojp

文部省高エネルギー研究所 kekjp

気象庁気象研究所 mri-jma.gojp

宇宙開発事業団 nasda.gojp

環境庁国立環境研究所 nies.gojp

科学技術庁無機材質研究所 nirim.gojp

科学技術庁金属材質技術研究所 nrim.90JP

建設省土木研究所 pwri.gojp

科学技術庁研究交流センター statci.gojp

農林水産省農業生物資源研究所 abr.affrc.goJp

農林水産省農林水産技術会議事務局 cc.affrc.gojp

農林水産省果樹試験場 fruit.a仕rc.9・jp

農林水産省森林総合研究所 jircas.affrc.gojp

農林水産省国際農林水産業研究センター jircas.affrc.gojp

農林水産省農業研究センター narc.affrc.gojp

農林水産省食品総合研究所 nfri.affrc.gojp

農林水産省農業環境技術研究所 niaes.affrc.gojp

農林水産省家畜衛生試験場 niah.affrc.gojp

農林水産省蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 nises.affrc.gojp

農林水産省農業工学研究所 nkk.a冊c.gojp

教育機関

東京家政学院筑波短期大学 kasei.acjp

筑波大学 tsukuba.acjp

筑波技術短期大学 tsukub缶tech.acjp

図書館情報大学 ulis.acjp

っ くば市立桜肉小学校 ounan-es.tsukuba.ibarakijp

非営利機関

新情報処理開発機構 rwcp・o「JP

社団法人 農林水産先端技術産業振興センター sta任orjp

一般企

筑 波研 究 コン ソー シア ムltrc-11et.cojp

表5:機 関名 と ドメイン名 の対応 一 覧表
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機関名
提供 している情報量

,

ペー ジ数 バ イ ト数 サーバ数

通産省鉱業技術院 2863 6611059 1

科学技術庁防災科学技術研究所 106 140002 3

建設省国土地理院 1796 2888405 2

文部省高エネルギー研究所 十1797 十9338589 十33

気象庁気象研究所 156 315963 1

宇宙開発事業団 1237 2289395 8

環境庁国立環境研究所 1670
1

4495317 1

科学技術庁無機材質研究所 30
`

236777 1

科学技術庁金属材質技術研究所 674 1619592 2

建設省土木研究所 141
1

153147 1

科学技術庁研究交流センター 73 173076 1

農林水産省農業生物資源研究所 12
1

26051 1

農林水産省農林水産技術会議事務局 197 393463 5

農林水産省果樹試験場 一 『 一

農林水産省森林総合研究所 197 689171 1

農林水産省国際農林水産業研究センター 137 363434 1

農林水産省農業研究センター 2 2859 1

農林水産省食品総合研究所 9 10610 1

農林水産省農業環境技術研究所 259 654323 1

農林水産省家畜衛生試験場 849 4876288 2

農林水産省蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 35 70587 1

農林水産省農業工学研究所 一 一 一

東京家政学院筑波短期大学 13
1

110128 1

筑波大学 十2477 3803491 十53

筑波技術短期大学
1

107 150243 4

図書館情報大学 1652 4615636 7

っ くば市立桜肉小学校 95 77273 1

新情報処理開発機構 738 15819352 1

社団法人 農林水産先端技術産業振興センター 100 868384 1

筑 研究コンソーシアム17325901

合 計 十16439+60825205+137

表6:機 関名 とWWWで 提供 している情報量
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3今 後 の課題

3.1Harvestの 問 題 点

Harvestは あ る特 定の話題や 、本来 ある限 られ た範囲の情 報 を収集 す るこ とを 目的 と

した ソ フ トウェア ロボ ッ トで ある9)。 このた め、広 い範 囲 の情報 を収集 し、デー タベ ー

ス化 す るの に は若 干 工夫 す る必要 が あ りそ うで ある。今 回 の計画 で は 、「日本 国 内で提

供 され て い る情報 す べ て」 とい う広 い範 囲の情 報 をこの ソフ トウ ェア ロボ ッ トを利 用

して収集 しよ うと した が 、 この点 につ いて は再 度検討 を行 って実 際の 運用 方 法 を考 え

なけれ ば な らな い。

3.2漢 字 コ ー ドの 文 字 化 け に つ い て

付録AのSOIF形 式 のデ ー タに も見 られ るよ うに、若干 で は あ るが 、漢 字 コー ドの

一 部が壊 れ て解 読不可能 にな って い る部分 があ る。これ は、該 当URLの フ ァイル 自身

が壊 れ て い た可能 性 を否 定 で きな いが 、転 送後 の フ ァイル 変 換 で の問題 で あ るか も知

れ な い。

Harvestは 基本 的に は8ビ ッ トスル ーで デー タを収集 す る。 このた め、元 フ ァ イル が

JIS、EUC、SJISな どで記述 され てい る と、そ の コー ドの まま ひ とっ の フ ァイル にま

とめ て集 積 を行 う。 この フ ァイル を入力 コー ドを仮定 して処 理 す る と、誤 変 換 が 多 く

発 生 して しま うた め、今 回は行毎 に漢字 コー ドを判定 して変換 を行 った 。

これで普通で あれ ば正 し く変換で きるはずであ るが、誤 変換 してい る部分 は更に詳細 な

追試 を行 う必 要 があ りそ うであ る。WWWペ ー ジに 日本 語 を掲載 す る場 合 は 、ISO2022

に基 づ く言 語環境 シ フ トコー ドを伴 ったJISコ ー ドを使 うこ とが推奨 され て い るが、ま

だ 直 接SJISコ ー ドで 書 かれ て い るペ ー ジ も多 く見受 け られ る 。 この よ うな問題 は 、

webmasterと 呼 ばれ るWWW管 理者 の教育 や 、専門職 と しての認 知 と処遇 がまだ まだ

浸透 してい な い こ とに よる面が あ る よ うに思 われ る。

3.3動 作 環 境 の増 強

今 回のつ くば地域 での試 行 で 、約6MB弱 のデー タを採集 した。全 国的 な規模 で行 う

と、1,000倍 以 上 のデー タ量 とな る ことが予想 され るので 、更 に大規模 なサ ーバ ー と太

い 回線 を用 意 す る必 要 が あ りそ うで あ る。
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3.4今 後 の検 索 デ ー タベー ス に求 め られ るポ イ ン ト

Harvestを 用 いて広 い範 囲の情報 を収集 しデ ー タベ ース化 す るには 、主題別 に各 々の

複 数のデー タベ ー ス を作成 し、それ らを一 つの フロ ン トエ ン ドで検 索す る よ うな形 で

行 うのが 良 さそ うで あ る9)。

但 し、今 後WWW上 で提供 され てい る情報 がます ます多 くな ってい くるこ とを考 え

る と、あ らか じめ決 め られ た特 定 の情報 のみ を収 集 し、デー タベ ー ス化 をす る ソフ ト

ウ ェア ロボ ッ トが必 要 にな って くる と予測 す る。

現在 は主 に人 間に よ るチ ェックによ って インデ ックス別 に集 め られ たURLを 羅 列 す

るサー ビス が行 われ てお り、 日本 で はNTTの ものが 良 く知 られ て い るが 、今後 は 、主

題別 に整 理 され た情報 を ロボ ッ トで も集 め られ る よ うにす る必要 が あ りそ うで あ る。
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付録A ロボ ッ トに よ る収 集デ ー タの例

次 に ロボ ッ トで収集 したSOIF形 式 の生 デ ー タの一部 を添付 す る。

@FILE{http:/!9v9・d1.uli8.ac.jp/DLjournal/No _4!matsuda/matsuda.html

Update-Time{9}:823701369

Descripti。n{56}:電 子 図 書 館 一 ベ ン ダ ー と の パ ー トナ ー シ ップ ー

Last-Hodification-・Time{9}:812878061

Time■to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Ho8t{18}:

Gatherer-Ver8ion{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{5}:11542

HD5{32}:

address{390}:

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis.ac.jp

1.O

ac854b403a30013fbfc832941cea7496

松 田 和 之

丸 善株 式会 情 報図 書館 シス テ ム営 業部

〒103東 京都 中央 区 日本轍 僑 魁 椎后 濫 押ll萎 据 軟 吋 局=

Phone:.

03-3272-0336,Fax:03-3271-8680,E-Hail:kazu@maruzen.co.jp

KazuyukiHatsuda

Library&InformationSystemsDivision,HARUZEN

CO.,LTD.

9-2,Nihombashi3-chome,chuo-ku,Tokyo,103,JAPAN

Phone=+81-3-3272-0336,Fax:+81-3-3271-8680,E-mai1:

kazu@maruzen.co.jp

body{10069}:
ぐ

イ ン ター ネ ッ トを基盤 とす るグ ローバル ネ ッ トワー ク時 代 の到 来 を迎 え、

図書 館 のス タン スは コ レクシ ョンか らア クセ ス に変 わ りつ つ ある 。

電 子 出版 とネ ッ トワー クの融 合 は 、

情 報 の生 産 流通 過 程 の変 革 を もた ら した 。

従 来 、'

著 とエ ン ドユー ザ ー との 間 に位 置 した 出版 、

ら

書 店 、

図 書館 に 対 して も機 能 の変 革 を求 め 、

それ ぞ れ のサ ー ビス形 態 を も多様 化 させ た 。

近 年 、

コン ピュー タに よ る図 書館 シ ス テム の導 入や 、

デ ジ タル化 され た2報 の収集 と蔵 書 のデ ジ タル 化 、

著作 権 を考 慮 した 電 子情 報 の有 効 活用 が 、
「電子 図 書館 を指 向す る従 来 の図 書館 に と

って は付 加 され る べ き最 も重 要な課 題 で あ る。

CALIS図 書 館 シス テ ム 、

DIALOG、

UnCover、

日本

図 書館 との問 題 意識 の上 に 画 かれ て い る。

図 書館 とベ ンダー 間 のパ ー トナー シ ップ とア ラ イア ン ス の重 要性 は今後 高 ま るば か りで あ る。

イン ターネ ッ ト、

電子 出版 、

ベ ン ダー 、

デ ィス ト リビ ュー タ、

電子 図 書館 、

デ ジ タル 化 、

パー トナー シ ップ、

ア ラ イア ンス

Vith

thearrivaloftheglobalinformatioRnetworkba8edonInternet ,all
a8pect80flibrarysysterns・fromacquisitionstoacce8s,arebeginning
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tochange・

Thisrevolutionintheinformationindustryiscausinga

fusionbetweenelectronicpublishingandnetgorks・Untilnow・the

publisher,distributor,bookseller,andlibraryseparatedtheauthor

fromtheenduser,butbecauseofthesechangesintheindustry,each

oftheirrespectiveservicesarebeingforcedtochange.The

developmentsinlibrarycomputersystemsfirstbeganuiththe

digitizationofsecondaryinformation.Thee】 【tensionofthisintothe

digitizationofthθprirnaryinformation,narnelythelibrarycollections

themselves,bringsforthdifferentissues.Primaryarnongtheseis

copyright.Howthisisaddre8sedandvhichdirectionslibrariestake

willbethemostimportantissuesinthefuture.FromHaruzen,s

position,theCALISLibrarySystern,DIALOG,Uncover・Japanesedocument

processingsystems,electronicpublishingandotherofferings,

representdifferentvaysinghichdigitizedinforrnationcanbe

connecteduithlibraryfunctions.Librariesandbusinessesmustwork

togethertoassurethee】 【istenceofhighqualityinformation,andfrom

abusinesspointofvie91ibrariesthatareaimingtogardtotal

digitizationhaveco㎜ 。ngoalsthatneedtobedefinedandrealized.

Thepartnershipandallianceoflibrariesandvendorsisanimportant

issue,andbothpartiesneedtogorktogetherinordertoassuretheir

future.

internet,electronicpublishing,vendor,distributor,digital

library,

digitization,partnership,alliance

現 代 の 文 明 は 紙 の 上 に 成 り立 つ と言 わ れ て き た 。

印 刷 技 術 の 発 明 と進 歩 が 人 類 の 知 的 資 産 の 記 録 一 存 。

製 お よ び 伝 達 方 法 を 変 化 させ を 変 え た 。

同 様 に 今 日の 情 報 処 理 技 術 は 、

伝 達 の パ タ ー ン 、

ス ピ ー ド、

処 理 方 法 を 画 期 的 に 変 革 し 、

そ の ス ピ ー ド は 今 な お 加 速 され て い る 。

貸 出 管 理 か ら 始 ま っ た 大 学 図 書 館 の 機 械 化 は 、

発 注 ・け 入 れ 、

図 書 管 理 、

逐 次 刊 行 物 管 理 、

間 塞=複 線 作 成 な ど 、

図 書 館 業 務 に 変 化 を も た ら し た こ と は 周 知 の 事 で あ る 。

オ ン ラ イ ン 情 報 検 索 サ ー ビ ス が 登 場 し 、

CD-ROMに よ る 三 盆 鴎 菌 根 報 の 提 供 が 開 始 され 始 め る と 、

「メ デ ィ ア は 情 報 そ の も の で は な い 」 と 思 い つ つ も 、

戸 惑 わ れ た 図 書 館 員 も 多 か っ た の で は な い だ ろ う か 。

今 イ ン タ ー ネ ッ トの 時 代 を 迎 え 、

電 子 情 報 を り扱 う こ と の 必 要 性 は 、

図 書 館 の 規 模 の 大 小 や レベ ル を 問 わ ず 、

全 て の 図 書 館 に お い て 高 ま っ て い る 。

利 用 は 冊 子 体 と い う概 念 に と らわ れ る こ と な く、

CD-ROMの 場 合 と 同 様 に 図 書 館 員 の 介 在 な し に 直 接

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 複 合 化 ・国 際 化 に よ り 、

収 集 す べ き 情 報 を 全 て 一 カ 所 で 管 理 す る こ と は

電 子 図 書 館 構 築 へ 向 け て の 具 体 的,

今 、

図 書 館 は 電 子 図 書 館 へ の 指 向 の 有 無 に か か わ らず 変 革 を 迫 られ て お り、

そ の 壁 が 既 存 シ ス テ ム と融 合 さ せ な が ら も 、

着 に り払 わ れ て い き つ つ あ る 。

米 国 電 子 図 書 館 へ の り組 み の な か 、

な か な か

(1)膨 大 な 費 用 。

(2)図 書 館 サ ー ビ ス へ の 要 求 が 多 す ぎ る 。

(3)生 涯 教 育 、

通 信 教 育 等 、

新 規 需 要 が 増 加 して い る 。

(4)り 組 み 方 と し て 、

ト ップ ダ ウ ン で は な く
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(8)図 書館の評価が、

デー タベースの大きさ、

便利 さ、

ドキュメント ・デリバリーのス ピー ド等ではな く、

蔵書の量によっている。

(9)図 書館員 の評価システムが、

リス クを冒 した り、

資源の相互利用をさせないようになっている。

(10)図 書館員の春楡

マルチメデ ィアを包括 した一纏鵤離妊畝織観宗 砒報 との融合 と活用、

さらには インターネ ットとの接棟嚇=⇔ 召電の問題意識の上にた っている。

将来、

それもごく近い将来、

学術情報の流通に関 して次の ような変化が起こ りうることが予測 され る。

[4]

(1)図 書館では、

学術 系資料の紙による印刷物の収集は減少する。

(2)図 書館では、

印刷 体の 目楊漫録歳徳浸綴侶分街愼==掲 澆気諸橋=(3)ド キュメン ト ・デ リバ リーが増加する。

(4)全 文テキス トや電子ジャーナルへのアクセスが必要になる。

(5)コ ンピュータのハー ドや ソフ トの メンテナンス予算が増加する。

(6)現 状予算の組み直 しが必要になる。

(7)電 子情報の り組みついて、

組織 内外 の専門家や業 とのつなが りが強 くなる。

このよ うな予測に対 して、

丸善内部においては書籍雑誌部門 、

電子 計算機部門、

出版部門、

情報サービス部門等それぞれスタンスは異なっている。

インターネ ットへの対応において も同様である。

図書館や他のベンダーの=昧 瑛佑任呂覆い世跨 △==イ ンターネ ット時代の情報流通の在 り方、

情報管理や著作権 、

電子商、,

人材育成等解決すべき課題 は多い。

しか し我 々は、

既存サー ビスの多 くがイン ターネ ットを通 じてよ りよい形で置き換え られ もの と認識 してい る。

既に一部のサー ビスは丸善VHHサ ーバを介 して公 開中である。

(図2

へ

図3)

ftpに よる顧糊劫箸梁春未僚餌錺如露晋魎后複牧園味腺姥裡達腺園咤軍=法=elnetに よる書籍 オンライン ・オーダー システ

ム、

CALISに よるHeb対 応OPAC、

E-Hai1で のメ ッセージ交換、

日本模疑現饅萢=轡 好謄櫨砲K簡=鮎 僅織轡好謄ff=](図4

)、

さらには電子ジャーナルの開発も開始 した。

我 々が経験する全てのノウハウと、

図書館の持つ ノウハ ウの融合によ り電子図書館へのアプ ローチ も確 なもの となると思 われる。

ピーター ドラッカーは、
「これからの教育の役割は、

知識労働 を生み出す ことである」と述べている。
「教育ある人とは、

知識 を持 っている人ではな く、

いかにして知識を得るかを知ってお り、

生涯学び続ける人の ことである」とも述べている。

[6]

まさに今後の図書館 の方向性 を示唆 している。

図書館は所蔵する本榎鮫纏複靴秦 ヒ砲重餅穆か ら、

利用へのサー ビスに重点をおいた情報提供の役割 を担 うことになる。

サー ビスは重要な資源であ り、

それ を行 う図書館員は所蔵するコレクションより重要な資源であるといえる。

企業 とて同様である。

図書館 とベ ンダーの間にはどのよ うな協力体制が望ま しいのだろうか。

今後 、
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電 子 図 書 館 を 指 向 し 図 書 館 が 変 貌 を 遂 げ て い っ た と し て も 、

図 書 館 員 が 情 報 の 中 の ナ ビ ゲ ー タ ー で あ る こ と は 変 わ らな い 。

利 用 の 要 求 は 増 す ば か りで あ る 。

知 的 環 境 の 創 造 を 企 業 理 念 と す る 我 々 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ベ ン ダ ー に と っ て も 急 激 に 変 貌 す る 情 報 へ の 対 応 は 同 様 で あ る 。

特 に 電 子 情 報 に 関 し て は 、

組 織 内 の 専 門 家 や 外 部 ベ ン ダ ー と の つ な が り が りが 一 層 深 くな り、

ネ オ ギ ル ド の 成 立 も 不 可 欠 で あ ろ う 。

高 度 情 報 化 ・ネ ッ トワ ー ク で あ る と は よ く言 わ れ る が 、

そ れ 以 上 に 高 度 人 間 化 で あ る こ と を 常 に 心 して い くべ き で は な い だ ろ うか 。
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Previ。us:複 数 の コ ネ ク シ ョン で の 転 送

筑 波 大 学 と の 間 の 専 用 線 に よ る 転 送

筑 波 大 学 と の 間 の 転 送 速 度 の 測 定 は,

本 横 挽 離 噴 好 箸 任 △=sama(SONY

NUS-5000「 『F:100HIPS:64HB)お よ びkelp(SONYNWS-3720=17HIPS:

32HB)と 筑 波 大 学 構 造 工 学 系 の ホ ス トdamin(SONYNVS-5000SB=80HIPS

:48HB)の 間 で 行 っ た.

この 間 を 通 過 す る ネ ッ ト ワ ー ク を 図'

に 示 す.

_64>

図:筑 波 大 学 と の 接 棟 碍 疎=こ の 専 用 線 の 帯 域 幅64kbpsに 対 し て,

転 送 速 度 はasama,

kelpの 性 能 に よ る差 は 見 ら れ ず ど ち ら も約50～55kbpsで あ った.

ping

コ マ ン ド に よ り伝 送 遅 延 を 測 定 し た と こ ろ,

往 復 で 約40ミ リ 秒 で あ っ た.

HaedaAkira

HonApr2419:23:57JST1995

images{269}:http:!/cb1.1eeds、ac.uk/nikos/figsノ/next _motif.gif

http://cb1.1eeds.ac.uk/nikos/figs//up_motif.gif

http:!/cb1・1eeds・ac・uk!nikos/figs/!previous _motif.gif

http:/!cbl・leeds・ac・uk!nikos!figs!!contents _motif.gif

http:!!cb1.leeds.ac.uk!nikos/figs//cross_ref_motif.gif

img9・gif

keygords{38}:akira

ap「

ghbg

jst

lmq

maeda

mon
コ

P■ng

1995)byHasahiro

title{39}:筑 波 大学 との間 の 専用線 に よ る転 送

ur1-references{56}:

node23.html#fig _64

node23.html#fig_64

}

node23.html#fig_64

@FILE{http://冒 日日.ulis.ac.jp:9090/%7eb215/kokai143.html

Update-Time{9}:823700113

Last-Hodification-Time{9}:

Timo-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}=

Gather6r－ 日ame{4}:

Gatherer-Ho8t{18}:

Gatherer-Version{3}=

Type{4}:HTML

File-Size{3}:429

HD5{32}:

815639636

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis.ac・jp

1.0

be3219d55080c82f8cbcd904d2654edf

20



head{321}:3)

古 典 テ キス トの全 文デ ー タベー ス テキ ス ト処 理 や 自然 言語 処 理 の研 究者 の間 で 、

個 々に作 成 した研 究材 料 用 の全 文 デー タベ ース を 互 い に交換 ・共有 しよ う とい う動 きが あ り、

そ のた めの組 織 、

Text

Encoding

Initiativeが1987年 に設 立 され た。

これ まで の とこ ろ、

全 文デ ー タベー ス の対 象 は 著作権 の 問題 が ない 古 典 テ キス トが 中 心で あ る。
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822620035
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ftp(filetransferprotocol)

とは、

フ ァイル を送 受信 する た め のプ ロ トコル で す 。

異 機 種OS間 で の相 互 通信(主 と して ファ イル 転送 な ど)が で きま す。

ア クセ ス す るた め には ユー ザ の ログ イン名 とパ ス ワー ドを入 力 す る必要 が あ ります 。

1.ま ず 、'

ロー カル ホス トに ログ インす る。

2.次 に そ こ で 、

ftp

ホス ト名

と入 力 。

この ホス ト名 とは リモ ー トホス トの名 前 で あ る。

3、 す る と、

nameとpasswordを 入 力 す る よ う指 示 が 出 るの で入 力 す る。

4.す る と

ftp>>

と出 るの で

5.次 に 、

フ ァイル の 受信 の 時 は

getリ モ ー トフ ァイル名 ロー カル フ ァ イル 名

送信 の 時 は

putロ ー カル フ ァイル 名 リモ ー 「トフ ァ イル 名

と入 力 す る。

成 功 して いれ ば5行 ほ どの文 が 出 て くる 。

7.成 功 した ら

bye

と入 力 す る。

す る とg。odbye>〉 と出 てftp終 了 。

わか りに くい と思 った方のために 、

次に例を示 します。

例)sunとrn。 。nを 用 い て 、

21



sunにm。onか らフ ァ イル を転 送す る場合 。

1.sunの 自分 の端 末 を 開け た らコマ ン ド ツール にftp

m660と 入 力 。

2.す る と

nane:

とで て くるの で 、

自分 のidを 入 力。

3.す る と

pa88冒ord:

と出 て くる の で 、

自分 のsunのpassuoradを い れ る 。

4.す る と

ftp>>

と出るの で 、

その 後 に

getプ アイル 名.dat

と入 力 して くだ さい 。

便 利 根 に 戻 る

headings{54}

ftpの 使 い 方

key冒ords{t27}:便 利 根 に 戻 る

便 利 帳 に 戻 る

ち ょっ と は 真 面 目な 事 も(堀 ち の ホ ー ム ペ ー ジ)へ 戻 る

ち ょっ と は 真 面 目な 事 も(堀 ち の ホ ー ム ペ ー ジ)へ 戻 る

title{12}:ftpmanual

ur1-references{62}:http://vuu.ulis.ac.jp:9090!'sekiguch!zerni/benricho

.!zemi.html

}・

成功 すれ ば5行 ほ どの文 が 出 ます。

失敗 した らエ ラー 文 が 出ま す ので や り直 して くだ さい 。

5.成 功 した と思 った ら、

byeと 入力 して下 さい 。 ・

す る とgoodbye>〉(ケ ッ トケ ッ ト)に 戻 るの で1。goffし て 下 さい 。

受信 され た フ ァイル は テキ ス トエ デ ィタとな って入 ってい る はず で す。

ち ょっ とは真 面 目な事 も(堀 ちの ホー ム ペ ー ジ)へ 戻 る

:ftp(filetransferprotoco1)の マ ニ ュアル

@FILE{http://vuw.d1.ulis.ac.jp/DLjourna1/No_2!morohashi.html

Update-Tirne{9}:823701346

Descripti。n{62}:情 報 検 索 シ ス テ ム に お け る 効 果 的 な ナ ビゲ ー シ ョ ン機 能 の 提 案

Last-Hodification-Time{9}:785925496

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer－ 日arne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}

Type{4}:

File-Size{5}:

HD5{32}:

address{504}:

宏,野 美 山 浩

:

HTHL

12252

2419200

604800

ULIS
コ ぼ

voyager・ulis・ac・JP

1.O

8alc1480896cf69423f501723f49223e

諸 橋 正 幸,堤 泰 治 郎,丸 山

T242

Te1:0462-73-4670,Fax:0462-73-7413,

E-Hail:moro@trlvm.vnet.ibrn.corn

HasayukiHOROHASHI,TaijiroTSUTSUnl,

NOHIYANA

HiroshiHARUYAHA,Hiroshi

IBHReseerch,TokyoResearchLaboratory

1623-14,

Shimotsuruma,Yamato,Kanagava242, Japan
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Phone=+81462-73-4670,

Fax:+81462-73-7413,E-Haile:moro@trlvrn.vnet.ibrn.com

body{1468}:

情 報 検 索 シ ス テ ム を 利 用 す る 際 に 用 い られ る 代 表 的 な 検 索 方 法 に は 、

シ ソ ー ラ ス の

よ うな 階 層 的 構 造 を 上 か ら辿 っ て い く方 法 と 、

体 系 化 さ れ て い な い キ ー ワ ー ド(プ

リー タ ー ム)と そ の 論 理 演 算 で 検 索 す る 方 法 の2櫨=△ 機=△ い 困 諸 両 射 腓 砲 癒=漏 れ を 生 ず る こ と な く適 切 な 数 に ま で 文 献 を

絞 り込 む 過 程 に か な りの ノ ウ ハ ウ を 必

要 と す る た め 、

素 人 に は な か な か 使 い こ な せ な い 。

本 線 討 任 蓮 △ 海 旅 覆 婚=澆 硫 當=任 箸 瘡 「 瘡 認 進 幻 ウ札 奪 箸 髪 気 海 兇 汁 粉 回 世=奪=概 観 す る ウ イ ン ド ウ を 提 供 す る こ とで 、

本 塩=僕 澆 靴 な 幻 ウ札 奪 箸 悦 温 海 い 討 い==ビ ゲ ー シ ョン 機 能 を試 作 し た 。

さ ら に 、

こ の 機 能 が 、「.

単 な る 特 定 の 情 報 を さ ぐ る た め の ナ ビグ ー シ ョ ン と し て の 役

割 ば か りで な く、

文 献DBの 中 に 埋 没 し て い る 事 を 発 見 す る 道 具 と し て も 役 立 つ

こ と を 紹 介 す る 。

情 報 検 索,

ナ ビゲ ー シ ョ ン,

情 報 の 輪 郭,

デ ー タ マ イ ニ ン グ

On

usinginformationretrievalsystems,oneoftheproblemswhichthe

users

facewithisthattheyhaveno冒ayofknouing-9hetherthe

sequence。fthe

conditions,9hic=htheusershavegiventothesystem,

isproperornot

beforetheylookthroughe▼erydocumentofthefinal

results.

Heproposedanavigationfunctionthatgivesinformation

outliningofthe

selecteddocumentseteveryafterinputingapieceof

retrievalconditions.

Theinformationoutlingalsohelpsyoutofinda

newaspectoftheselected

documentset,suchastherecenttopicsin

aspecificresearcharea・

InformationRetrieval,navigation,'

InforrnationOutlining,DataHining

headings{178}:情 報 検 索 シ ス テ ム に お け る 効 果 的 な ナ ビゲ ー シ ョン 機 能 の 提 案

概 要

キ ー ワ ー ド

ProposalofaneffectivenaVigationforinformationretrievalsystems

Abstract

Key冒ords

keywords{5}:blrn

title{62}:

}

情報検索 システムにおける効果的 なナビゲーシ ョン機能の提案

@FILE{http:/!9v9.ulis.ac.jp:9090!'/,7emaeda/thesis/node21.html

Update-Time{9}:823698192

Description{37}:バ ッ フ ァ サ イ ズ の 変 更 に よ る 効 果

Last-Hodification-Time{9}:799320707

Time'to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}=

Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{4}:2647

2419200

604800

ULIS
コ 　

voyager・u1■s・ac・JP

t.O
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ND5{32}:eb3b90d1609c475a414efbldb817627a

head{1104}・uithit・J・p・nized…8i。nJL・T・X2HTHL95(U・dMar11995)byH・sahir。

Kitagava(kitagaua@ee・e8・osaka-u.ac.jp),OsakaUniversity>

Next:

複 数 の コ ネ ク シ ョン で の 転 送Up:デ ー タ の 転 送 速 度 の 測 定

Previous:単 一 の コ ネ ク シ ョ ン で の 転 送

バ ッ フ ァ サ イズ の 変 更 に よ る 効 果

前 節 と 同 じ プ ロ グ ラ ム を 用 い て,

ソ ケ ッ トの 内 部 バ ッ フ ァサ イ ズ を 変 化 さ せ な が ら転 送 速 度 を 測 定 し た .

バ ッ フ ァ サ イ ズ の デ フ ォル ト値 はosに よ っ て 違 い が あ り,・

NEHS-OS4.2.1Rで は32768バ イ ト,

SunOS4.1.tで は24576バ イ トで あ る.

最 大 値 は ホ ス トの 物 理 メ モ リの に よ っ て 違 う よ うで あ る が,

65536バ イ ト以 上 は 設 定 で き な い よ うで あ っ た.

Solaris2.3で は ソ ケ ッ トの=,

=確 辰 討 い 複 燭ff=う 妊 俵=襯 斑 佑 鯖 世 機 海 箸 呂 任=覆=辰 拭=こ の 測 定 はFDDIに 直 接 楡 擢 続 さ れ て い るs。1お よ びm。 。n(Sun

SPARCstation10:(B128HB)の 間 で 行 っ た.

バ ッ フ ァサ イ ズ は8192バ イ トか ら 始 め て8192バ イ トつ つ 増 加 させ
,

65536バ イ トま で 測 定 し た.

結 果 を 図

に 示 す..

_single>

図:

バ ッ フ ァサ イ ズ と転 送 速 度 の 関 係HaedaAkira

HonApr2419:23:57

JST1995

images{269}:http:/!cb1.leeds.ac.uk!nikos/figs!/next _motif.gif

http://cb1.1eeds.ac.uk/nikos/figs/!up _motif.gif

http:!/cb1.leeds.ac.uk/nikos!figs//previous _motif.gif

http:!/cb1・1eeds・ac・uk!nikos/figsノ/contents _motif.gif

http://cb1,1eeds.ac.uk!nikos/figs//cross _ref_motif.gif'

img5・gif

keygords{35}:akira

'}PT

Jst

maeda'

mon

njq

single

title{37}:バ ッフ ァサ イズの 変 更に よ る効 果

url-references{68}:

node21.html#fig_8ingle

node21.html#fig_single

}

node21.html#fig_single

@FILE{http:!/uu冒.d1.ulis.ac.jp!DLjourna1!No _5/

Update-Time{9}:823697787

Descripti。n{32}:「 デ ィジ タ ル 図 書 館 」No.5

Last-Hodification-Time{9}:819063797

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer－ 日ame{4}':

Gatherer-Host{18}:

Gqtherer-Version{3}

Type{4}:

File-Size{4}:

MD5{32}:

address{28}:

body{902}:

:

HTHL

1639

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac.jp

1.0

4451966153e389377b1696936f932985

compiledbymaeda@ulis.ac.jp

「デ ィジ タル 図書館 」編 集 委 員会

「デ ィジ タル図 書館 」 ワー クシ ョップ 第5回

(図 書館 情報 大 学.1995年11月27日)

DigitalLibrariesへ の アプ ロー チ
ー米 国 を中 心 とす るみ事 例 に 基づ く考察
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…杉本橡斗=大 学におけるデ ィジタル図書館

一英国並びにオランダの大学図書館 での試み

パ イロット電子図書館 システム揮砲弔い=
…藤 原 達也

電 子 図書 館 とSGHLデ ー タベ ー ス
…大 山敬 三

GotoDLjournalHomepage

「デ ィジ タル 図 書 館 」No.5

発 行 日:

1995年11月27日

一 その理想 と現一

、

「デ ィ ジ タ ル 図 書 館 」 編 集 委 員 会

田 畑 孝 一

〒305茨 城 県 つ く ば 市 春 日1-2

図 書 館 情 報 大 学 内 ・

DigitalLibraries,No・5,Nov・1995

Prof.KoichiTABATA

UniversityofLibraryandInfomationScience

1-2,Kasuga,Tsukuba,

Ibaraki,305,JAPAN

ISS田1340-7287

headings{95}:

「デ ィ ジ タ ル 図 書 館 」

Eo.5

DigitalLibraries,田o・5

Eov.1995

目楴=発 表 論 文

keyvords{63}:digital

dljournal

hee

homepage

jsgrnl

libraries・

nbg

qjb

rcf

vnc

title{32}:「 デ ィジ タル 図 書館 」 ロo.5

url-references{93}:

nagata/nagata.html

fujiwara/fujiwara.html

oyama!oyama.html

/DLjournal/

}

8ugimoto!sugimoto・htm1

@FILE{http://www-student.ulis

Update-Time{9}:823703064

Last-Hodification-Time{9}:

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rat8{6}:

Gatherer-Name{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{4}:6092

MD5{32}:

head{5333}=

.ac.jp!htm1!HL/ロ 甘甘－virtdal-1ib/199409!19940901.htm1

823703063

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac・jp

1.0

7bO2d36428c2e9985a54e7f472881abO

Sender:HIHIRAYo8hiro(=?ISO-2022-JP?B?GyRCOzBKPOExTzobKEI=?=)

<8anpei@yy.c8.keio.ac.jp>

Po8ted:Thu,01Sep199418:55:36

+0900

Subject=[38:ロ 日日－vir-1ib]Re:Japane8egeographical!cultual

information...
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慶大の三平です。
「インターネ ットと大学図書館の役割」を読んでみま した。

感 じたことをい くつか。

1.

イン ターネ ットとは関係あ りませんが。

〉インターネ ット上の情報源をいかに効率よ く探 し出すかが、

これからの

〉図書館員に求め られ る技術だと言 えそ うであ る。

た しかに、

インターネ ット上の情報資源を検索するばあい 、

今現在、

図書館

員の方が技術をもってい られると、

情報を探 したい利用者側のひとは うれ し

いでのですが。
「これからの図書館員」は、

そんな技術 よりかは、

積極的に検索システムを

作る(検 索システム的にも、

またその検索情報てきに貢献する)ぐ らいお願い

したいですね.

いちいち図書館員に聞かないといけない世界なんてめん どうに思えて……

三 平 善郎HIHIRAYo8hiro

慶大 計算 機 科学 専 攻山本 研

Sender:

TakanoriHaya8hi〈tzhaya@cc・affrc.go.jp>

Po8ted:Thu,1Sep949:33:06

JST

Subject=[37:百 官●-vir-1ib]Re:eachsubjectshouldbemaintainedby

80mesite/pers。n...

林@農 林 水 産研 究情 報セ ン ター で す。

〉

中川@図 書 館情 報 大学 で す。

昨 日はデ モ ンス トレー シ ョンな どで 走 り回 って い た よ うで,

本 当にお 疲 れだ った と思い ます。

次回 も期 待 して い ます。

:一)

〉

林@農 林水 産 省 さんが 昨 日の懇 親 会で 生 物関 係(で した っけ?)の 分 野

〉

を担 当 して くだ さる とい うこ とだ った の です林 さん に お願 い す る こ とに

〉

しま した 。

これ につい て は,
・農 林水 産 省 内 で も続 々 とWWWサ ー バが 立 ち上 が りつつ あ り

,

今 秋 には 本格 的 に公 開 予定 。

(日 本農 業 新 聞 にそ う書 いて あ った 。

)
・省 内外 の ユ ーザ も農 林水 産 業関係 のサ ー ビス の情 報 を必 要 として い る

。

(の では な いか)

な どか ら情 報収 集 の必 要が 生 じて い るの で,

そ の結果 を 少 しで も還 元

出来 れ ば,

と思 って 提 案 しま した 。

(半 ば勢 い もあ ったが)

取 りあ えず農 林 水 産省 の研 究機 関 のサ ー バ の リス トを

http:!/apa・cc・affrc.go.jp!-tzhaya1ric/maffvvv.html

に作 って あ ります。

業務 と平 行 しての作 業 です の で どこ まで 出来 るか判 りませ ん が,

出来 るだ け の事 は した い と思 って い ます。

#今 日,

当所 のサ ー バ の8月 中 の ア クセ ス ログ を ま とめ てみ ま した 。
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#情 報 セ ン ター ホー ムベ ー ジ よ りOPACの ペ ー ジの ほ うの ア クセ スが

#段 違 い に多 いな ん て … … 。

#も う少 し提 供す る中身 を考 えな い とい け な い のか な 。

う一 ん 。
一一ー一一農林 水 産省

農 林 水 産 技術 会議 事 務 局 筑 波 事 務所 研 究情報 課
一一ーーー一 林 賢 紀(Takanori

Hayashi)
一ー一・一ー－tzhaya@c(= ・affrc・go・jp

(農 林 水 産研 究 情 報セ ン ター)

Sender:Nakagavaltaru

〈itaruQulis.ac.jp>

Po8ted:Thu,01Sep9408:51:40+0900

Subject:

[36:uuu-vir-lib]eachsubjectshouldbgmaintainedby80me

site/person…

中川@図 書 館情 報 大 学で す 。

昨 日本 学 で開催 され ま した 「デ ィジ タル 図 書館 ワー クシ ョップ 」 に ご参

加 くだ さった 方 ど うも あ りが と う ご ざい ま した 。

質 疑応 答 がほ とん どで きず 、

時 間的 に ち ょっ と物 足 りな か った気 も しま すが 、

当初 数 十人 の予 定 の とこ ろに300名 を越 える 方が 参加 して くだ さ り、

予 定 を大幅 に上 ま って しま ったた め で 、

な に とぞ ご容 赦 くだ さい 。

懇 親会 で このMLの メンバ ー の何 人 か の 方 とお 話 しす る機 会 が あ りま して

大 変 うれ し く思 い ます。

また残 念 な が ら折 角来 て くだ さっ たの に お話 し

を まっ た くで きな か った 方 もい る よ うで 、

残 念 で した 。

さて本 題 で す。

昨 日の懇 親 会 の と きに少 しお話 し した ので すが 、

こ の

vwg-virtual""lib

を構成 す るに あた って 、

や は りそれ ぞれ のサ イ トな り個 人 が 自分 たち の

興 味の あ る分 野 を担 当 して メン テナ ン ス して も らった ほ うが 全体 と して

お も しろ い ものが 出来 る と思い ます 。

ま た分 類や ドキ ュ メン トの 収集 能

力/メ ン テナ ン ス等 に関 して も こ ち らの 方が よい もの を 作 る こ とが 出来

る と思 い ます 。

林@農 林水 産 省

さんが 昨 日の 懇親 会 で 生物 関係(で した っけ?)の 分 野

を担 当 して くだ さる とい うこ とだ った の です 林 さんに お 願い す る こ とに

しま した 。

こ うい った得 意(?)分 野 を担 当 して くだ さる ところ が他 に あ

りま した ら皆 さん で調整 の上決 め たい と思 って い る ので す が 、

い かが で

しょ うか 。

この

wwg-virtua1-libに 関連 した ア クセ ス ログ(8/22-31ぶ ん)で す。

Requests

の多 い順 に ソー トして み ま した 。

でだ し として は まあ まあ な ので は な い で し ょ うか。

%Reqs

%ByteBytesSentRequestsArchiveSection

1

1.750.t72180371901

!html!virtual-library!

t.270.151902991381

/html!virtua1-library/subject.htm1

1.ooo.395049291091

/html/virtual-1ibrary1culture・html

O.850.25320234921
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/htrn1!HL!甘 甘冒－virtua1-1ib!甘 口冒－virtua1-1ib.htm1

0.8iO.11145717881

!htm1/virtua1-1ibrary!1ib_and_info_8ci.htm1

0.520.08100938571

!htm1!virtua1-1ibrary/ca11 _for_members.htm1

0.310.49632171341

!htm1/HL/百 日ローvirtua1-1ib/199408!19940824.htm1

0.180.12151024201

/htm1/HL/甘 甘甘－virtua1-1ib/199408/19940825.htm1

0.160.12151080171

/htm1/HL/甘 甘習合virtual-1ib/199408!19940826.htm1

0.060.01701471

/htm1!HL/冒 日日－virtua1-lib/199408/19940829.htm1

0.060.00126071

/htm1!virtual-1ibrary!8earch.htm1

0.070.00144081

/htm1/virtual-library/index.htm1

0.040.00544441

!htm1/HL/冒 甘甘－virtua1-1ib/

0.040.00291241

/html/・i・t岨1-1ibrary/Hat・ ・a1.S・i・nce/a・t・ 。m。ny.htm1

0.030.0060513

1/htm1/HL!甘 甘冒－virtua1-1ib!199408!19940830.html

O.020.00140621

/htm1/virtua1-1ibrary/Natural_Science/biology.html

O.020.00114221

!html/virtua1-1ibrary/Hatura1_Science/earth.htm1

0.020、00108621

!htm1〈rirtua1-1ibrary!Natural_Science/medica1_science.html

O.010.00

274411!htm1!HL/甘 口冒－virtua1-1ib!199408-month.html

へ へ

`く

`.寧;;図 書 館 情 報 大 学 学 部4年 次

つ!・ 中 川 格!NAKAGA-Altaru .

/(

)E-・mail:itaru@ulis.ac.jp

-!、 ＼_

http:/!ulispsn.ulis.ac.jp:8001!⇔itaru/homepage .html
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}

@FILE{http:/ノ 甘甘冒一8tudent.ulis.ac.jp!%7eitaru/ishizuka!

Update-Time{9}:823697578

Last-Nodification-Time{9}:823697577

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Hame{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{4}:1714

HD5{32}:

body{1248}=

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac=・jp

1.0

clc3f8a7347c63aO6759f7575ff3faad

LastHodified:Saturday,26-Nov-9418:54:57JST

こ のペ ー ジは

「文 献情 報 作成 論 」(担 当教 官:石 塚英 弘)の レポ ー トの ホー ムペ ー

ジ もか ねて い ま す。

この 授 業で

HTHL化 した 文献 は以 下 の3つ で す 。

国際 全 文デ ー タベ ー ス につ い て

(阪 口哲 夫)

全 文 デ ー タベ ー ス のた め の技術[そ の1](石 塚英 弘)

全 文 デー タベー ス のた めの 技術[そ の2](石 塚 英 弘)

レポー ト:.

(提 出 日:,94/12/10)

自分 な りに きれ い に して そ れぞれ の フ ァ イル に い け る よ うなペ ー ジ をつ くって、

い け る場所 には 工 夫 した こ とを 書 く。

工 夫 した こ と。

各 テ キス トに対 し 目次 を作 りそ の 目次 か ら本 文 中 の 該 当ペ ー ジへ の リン クを作成 した。

阪 口先 生 の 書い た 「国際 全 文...」 は 図表 を含 む もの で あ り、

これ を

extemalvieuerを とお して参 照 で き る よ うに した。

図表 のある場所が 「図1」 だけではわか りに くいのでその前に

のようなアイコンを付け加 えた。

「全 文デ ー タベ ー ス...」 で は各 セ クシ ョン の前 に小 さな ド ッ トの イ メー ジを は りつけ 新 しい セ クシ ョン の始 ま りが わ か りやす い

よ うに した。

各 ド ッ トは が セ クシ ョン,

が サ ブ セ ク シ ョン であ る 。

この 区別 に よ りセ ク シ ョン

の タ イ トル が 小 さ くて も読 者 に注 意 を 引か せ る こ とが で き る。

「全 文デ ー タベー ス...」 で は一 つ の 内 容 の もの が二 つ に わか れ てい る ので相 互 に行 き来 で きる よ うに した。

学 籍 番 号:91214

中 川 格/NAKAGAVAItaru.

E-mai1:

itaru@ulis.ac.jp

http:!!ulispsn.ulis.ac.jp:8001/-itaru!

images{64}:/icons/red・gif

/ic。ns!image.xbm

/icon8!green.gif

/icons!blue.gif
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keyvords{223}:LestHodified

Saturday,26-Nov-9418:54:57JST

国 際 全 文 デ ー タ ベ ー ス に つ い て(阪 口 哲 夫)

全 文 デ ー タ ベ ー ス の た め の 技 術[そ の1](石 塚 英 弘)

全 文 デ ー タ ベ ー ス の た め の 技 術[そ の2](石 塚 英 弘)

http://ulispsn.uli8.ac.jp:8001!～itaru!

title{22}:文 献 情 報 作 成 論 の ペ ー ジ

url-references{53}:./saka_DB.htm1

.!kanpoo1.htm1

./kanpoo2.html

!⇔itaru/

}

@FILE{http:ノ!uuu-8tudent.ulis.ac.jp!contrib/anzai!Sotsuken/8ubsection3_3_4.html

Update-Time{9}:823701896

Last-Hodification-Time{9}:823701895

Time■to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer－ 日ame{4}:

Gatherer-Ho8t{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{4}:2958

nD5{32}:

body{1557}:

田ext:_3_5.htm1>

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac・jp

1.0

86aseff41cc256aOgeac23588b973458

_3_5.htrn1>_3.html>_3_3.html>_1.htrn1>

nyaに よる漢 字書 名 デ ィス ク リプ タの抽 出

Up:_3.html>

JAPANIHARCの デ ー タ変 換

Previous:_3_3.htm1>

簡 易 フ ォー マ ッ トへ の書 き換 え

書名のアクセスポイン ト部 は、

書名記述を繰 り返 すよりも、

記述部の書名 タグを指定するこ とで アクセ スポイン トを提供 してい る#263>

　

次段 階で容 易 な処 理 が 可能 な よ うに 、

このよ うな タグ指 定 に つい て はそ の内容 をエ レメ ン トと して コ ピー しなお した。

ま た、

JIS漢 字 か らeUC漢 字 へ と順 に 変換 す る過 程で長 音 とハ イフ ンが 同 じ記 号 「一 」 に な って しま うた め 、

長音 とみ な され る カ タカ ナや ひ らが な につ い てい るハ イ フ ンは長 音 記 号 「一 」 に置 き換 えた 。

これ らは 、

す でに文 字 コー ドとい った 低 レベ ル で の処 理 が不 要 な こ とか ら 日本 語 に対応 して い るJPERLを 用 いた 。

プ ログ ラム は 付 録=#chapfilterperl>に 掲 載 す る。

これ らの 処理 で レコー ドは 以 下 の よ うにな る。

OIOA4^17-268005-4

020AJP

O20B93065055

100A199311171993HIJPN1312

251A地 域経 済 レポー ト

251D平 成5年

251F経 済企 画 庁調 査 局/著

270A東 京

270B大 蔵省 印刷 局

270D1993.

5

275A262p

275B21cm

350A平 成5年 の副 書名:地 域 経 済 の構 造 変化 と調 整 局 面

360B1800円

551Aチ イキ ケ イザ イ レポー ト

551XTiikikeizairepooto

551B地 域経 済****

551D1993

658Aニ ホ ン/ケ イザ イ
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'

658XNihon/Keizai

658B日 本/経 済.

677A332.

107

685ADC55

751Aケ イザ イ キ カ クチ ョウ チ ョウサ キ ョク

751XKeizaikikakutyootyoosakyoku

751B経 済企 画 庁調 査 局

905ADC55-E510

ENDXTHEEND

書 名 ア クセ ス ポ イン トで あ る タグ551Bの 「レポ ー ト」 とい う文 字列 が*で 伏せ 字 に な って い る理 由 につ いて は 、

-4..4.html#impnya>3.4で 説 明す る。

headings{37}:ア ク セ ス ポ イ ン ト部 の 置 換 と 長 音 の 変 換

irnages{488}:http:/!ulispsn.ulis.ac.jp:8001ノ"anzai/icons_tex2html!next_motif.gif

http:!/ulispsn.ulis.ac.jp:800t/⇔an.zai/icons._tex2htm1!up_motif.gif

http://ulispsn.ulis.ac.jp:8001/'anzai/icons_tex2htrn1!previous_rnotif.gif

http:/!ulispsn.ulis.ac.jp:8001!-anzai/icons_tex2htm1/contents-motif・gif

http://ulispsn.ulis.ac.jp:8001!-anzai/icons_tex2html/invis_anchor.xbm

http:ノ!ulispsn.ulis.ac.jp:8001!'an2「ai!icons_tex2html/foot-motif・gif

http:/!ulispsn.ulis.ac.jp:8001/'anzai!icons_tex2html/cross-ref-motif・gif'

keygords{894}:_3_5.html>

3.htm1>

33.html>

1.html>

Next:

-3-5.html>nyaに よ る 漢 字 書 名 デ ィス ク リ プ タ の 抽 出

Up:

-3.html>JAPAN/HARCの デ ー タ 変 換

Previous=

-3-3.htm1>簡 易 フ ォー マ ッ トへ の 書 き換 え.・

ア ク セ ス ポ イ ン ト部 の 置 換 と 長 音 の 変 換'

#263>

=#chapfilterperl>

010A4-17-268005-4

020AJP

O20B93065055

100A199311171993HIJPN1312

251A地 域 経 済 レ ポ ー ト

251D平 成5年

25tF経 済 企 画 庁 調 査 局/著

270A東 京

270B大 蔵 省 印 刷 局

270D1993.

5

275A262p

275B21cm

350A平 成5年 の 副 書 名:地 域 経 済 の 構 造 変 化 と調 整 局 面

360B1800円

55tAチ イ キ ケ イ ザ イ レ ポ ー ト

551XTiikikeizairepooto

551B地 域 経 済****

551D1993

658Aニ ホ ン/ケ イザ イ

658XNihon/Keizai

658B日 本/経 済

677A332.・

107

685ADC55

751Aケ イ ザ イ キ カ ク チ ョ ウ チ ョ ウ サ キ ョ ク

751XKeizaikikakut'yootyoosakyoku

751B経 済 企 画 庁 調 査 局

905ADC55-E510

ENDXTHEENI)
幽

_4_4.html#impnya>3・4
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title{37}:ア クセ スポ イン ト部 の置換 と長 音 の変 換

ur1-references{124}:

section3

subsection3

tableofcontents3

subsection3

8ection3

8ubsection3

subsection3

soturon.foot.html

subsection3

}

subsection3

OFILE{http:/ノ 百官巳－student.ulis.ac.jp!contrib/anzai!J閥arc3/exatnple3 .html

Updatθ －Time{9}:823702494

Description{25}:SearchexamplebySUBJECT

Last-Hodification-Time{9}:823702491

Time-to-Live{7}:

Refre8h-Rate{6}:

Gatherer－ 皿ame{4}:

Gatherer-Ho8t{18}:

Gatherer-Version{3}

Type{4}:

File-Size{4}:

HD5{32}:

address{t6}:

body{595}:

:

HTnL

1372

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis.ac.jp

1.0

732dbf6blc419d8046df45bea849dafa

anzai@ulis.ac.jp

件 名 か ら検索 で きます。

件 名検 索 は前 方 一致 で行 わ れ てお り、

件 名細 目は 「一(全 角マ イナ ス記 号)」 で接 続 され てい ま す。

ISB田 国際標 準 図書 番 号(ハ イフ ンは 必須)JPm全 国書 誌番 号Title

書名(キ ー ワー ド切 り出 しに よ る一致)CompleteTitle

完全 書名(前 方一 致)TitleV。rd書 名 中の 一単 語(完 全 一致)Auth。r

著者 名(姓 名 に よ る完 全 一致)Publisher出 版 社名(完 全 一致)Subject

件名(前 方 一致)Cla8s分 類番 号(前 方 一致)R。manCT

ロー マ字 書 名(半 角前 方 一致)RomanTUロ ーマ 字 書名 単語(半 角)Roman .A
ロー マ字 著者 名(半 角)

検 索す る 、

を ク リ ック して くだ さい。

次の例をみ る

ホー ムペ ー ジ に戻 る

headings{14}:件 名 検 索 の 実 例

images{32}:!icons!purple.gif

/ic。ns/red.gif

keyvords{48}:次 の例 を み る

ホ ー ム ペ ー ジ に 戻 る'

anzai@ulis・ac.jp

title{25}:SearchexamplebySUBJECT

url-references{53}:.!exarnple4 .html

.ノjapanese_home.html

・・!h・mepage.htm1

}

OFILE{http:!!口 口冒－student.uli8.ac.jp!html/event!94 _10_3.html

Update-Time{9}:823701984

La8t-Nodification-Time{9}:823701983

Time-to-Live{7}=2419200

Refre8h-Rate{6}:604800
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Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}

Type{4}:

File--Size{4}:

HD5{32}:

head{1317}:

ToniBearmanTue,

Tsukuba,JapanNewsgrou

tsukuba.events

講 演会 の お 知 らせ

米 国 の情 報 スー パ ーハ イ ウェ イ構想 と図 書館

Toni

Carbo

Bearrnan博 士

ピ ッ ツバー グ 大学 図 書館 情 報 学部 長

(通 訳 付 き)

米 国 ピッ ツバー グ 大学 図 書館 情 報 学部 長 で あ るT。ni

CarboBearman氏 は 米 国の 国家 情 報 ・

基 盤(NII:NationalInformation

Infrastructure)の 大統領 諮 問 委 員会 の メンバ ー と し

て も活 躍 してお られ ます 。

本 講 演で は 、

同氏 よ り国家 情 報 基盤 とそ の中 に おけ る図 書館

の役割 に関 して 述 べ てい た だ き、

情 報 スー パ ーハ イウ ェ イ時代 に お け る図 書館 像 等 を理

解 す る機 会 を設 け たい と思 いま す 。

日時:1994年10月3日(月)13:00～14=30

場 所:図 書館 情 報大 学 講 堂

っ くば市 春 日1-2te1.

0298-52-0511,fax.0298-52-4326

東京 駅 八 重洲 南 口よ り高 速バ ス つ くば セ ン ター行 きに て

っ くば セ ン ター 下車徒 歩10分

常磐 線 荒川 沖 も し くは 土 浦 よ り、

関東鉄 道 バ ス筑 波 大学 中 央行 きに て

吾 妻 小 学校 下 車徒 歩5分

参加 無料

事 前 の 申込 な どは 不用 で す。

当 日直接 本 学講 堂 にお 越 し くだ さい。

電 話 で の問 い合 わせ:図 書館情 報大 学 研 究事 務 室0298-52-0511

emai1で の 問い 合 わせ:sugim。to@ulis.ac.jp

keygords{24}:events

meet■ngs

tsukuba

ULIS
ロ コ

voyager・u1■s'ac・JP

:1.O

HTHL

1524

17390cbe606ascd4134dO2ef43acOe6a

sugimoto@ulis.ac.jp(SugimotoShigeo)TalkbyDr.ToniBearmanTalkbyDr.

13Sep199409:37:29GHTUniv.ofLib.庇Info.Sci.,
コ ト

ps:fJ・meet■ngs,

ur1-references{36}=

new8:tsukuba.events

}

news:fj・meetings

@FILE{http://甘 甘冒一8tudent.ulis.ac.jp/univ/1abs/2kou/manuals/prese皿 ・html

Update-Time{9}:823697594

Description{16}:Forpresentation

Key冒ords{17}:for
コ

presentat■on

Last-Hodification-Time{9}

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Narae{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}

Type{4}:

File-Size{4}:

HD5{32}:

body{5203}:

:

HTML

5382

:823697594

2419200

604800

ULIS

voyager:ulis・ac・jp

1.O

ad13fa9811434077d7829bf8a4cO41e3

Sep.29,1995H.
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Ha8ega冒a

研究発表の心構え

以前、

みなさんが言 っていたことを長谷川 が勝手に書き直 しま した。

押 しつけがま しくい う気はあ りませ んし、

教官のなかでもいろいろな意見が

あるので、

講座 として こうしなさい と決 めているわけでもあ りません。

最終的には指導教官とよく相談 して決めることにな るで しょうけど、
いろいろと 「悩んで」みて くだ さい。

ただし、
「練習をする」、

「時間を守る」などのよ うに議論 の余地の

ないものもあ ります。

下手なら下手な りに 「聴衆にわかるような発表」を

心がければ、

十分立派な発表になることで しょう。

は じめに
・発表 は、

自分がなぜ なんのために何 をどうや って{行 なった1行 な って

いる1行 なってい く}の か(要 するに、

5UIH)を まとめることです。

・内容が大事なのはもちろんですが、

発表の方法もまた大事です。
・発表は 「聴衆にわか ってもらうよう、

OHPな どの視聴覚機器を

駆使 して行 う」もので、
レジュメの朗読会ではありません。

・発表(の 準備)は 自分 のテーマについてよ り深 く理解する機会であ り
、

また聴 衆か ら自分が気付いていなかった問題点 を指摘 してもらえる機会

でもあ ります。
・発表 も質問もお互い手加減せずに全力投球 しましょう

。
(0)

準備
・どうするかを良 く考 えて くだ さい

。
工夫が大事か もしれません。

・発表では、
「うまくいったこと」、
「達成したこと」が主ですが、

ときには失敗 したことが重要な意味をもつ ことがあ ります。

だか ら

とい って、

余計なことを言う必要はあ りません。
・準備 とはレジュメの作成ではあ りません。

・時間を守 り、

内容を充実 させ るためには、

発表練習が重要です。

ビデオにとって見直すのも効果的です。
・練習は誰かに聞いてもらって質問を受け るとよいで しょう。
・出て きそうな質問を予測 して、

それ を発表に入れるな り、

質問を受けた

ときに的確に答 えられ るように してお こう。

(1)

時間
・発表は一人 あた り12分 です。

実際 、

11-13分 に収まるように、

準備 して ください。

大幅に超過 した場合、

司会者によって強制的に終了

させ られた り、
アンコールにな った りします。'

・定められた時間に合わせ て内容を取捨選択す るのも大事なことです。
(2)
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レ ジュ メ

・必 要 な ら レジ ュ メを補 助 的 に用 い て発 表 す る とい いで しょ う。

た だ 、

配 布 資料 に 頼 らず 発 表 す るべ きだ とい う考 え 方 も あ ります 。
・レジ ュメ は読 み上 げ れ る もの で は あ りませ ん 。
・レジ ュメ の記 述 は具 体 的か つ 簡潔 に と どめ 、

書 きす ぎ ない よ うに しよ う。
・A4版 を用 い 、

「題 目 ・氏 名 ・所 属 研 究室 ・日付 」 は 必ず 記 載 して くだ さい 。

大 きな 図表 は 、

A3版 で作 成 して折 り込む のが よい で し ょ うし、

両面 コ ピー を

活 用 す る の も一 つ の方 法で す 。
・色 もひ とつ の情 報 です 。

・書 き終 え た らレジ ュ メは 、

誤 字 脱 字 を チ ェッ クす るた め疑 って読 んで み る。
・過 去 の レジュ メは2講 共 同研 究室 に フ ァイル して あ りま す。

禁 帯 出で す。
・あ が る人 は 、

話 の最 初 の ところ だけ は配 布 資料 を その ま ま読 ん で も

い い で し よ う。
・ど う して も読 み 原稿 が必 要 とい うな ら、

別 に読 み 原稿 を作 る こ と。

(3)

「図 書館 情 報大 学 卒 業研 究論 文 執筆 の手 引 き」

・卒業 論 文 では 、

引 用文 献 の 形式 はSIST-02に 従 う こ とにな って

い ま す。

レ ジュ メ も同形 式 に ま とめ る練 習 を して お くとい い で し ょう

(形 式が 統 一 され い ない 過 去 の レジ ュメ を安 直 に真 似 しな い こ と)。
・引 用文 献 の書 き方 につ い ては 「図 書館 情 報 大学 卒 業研 究 論文 執筆 の手 引 き」

とい う文 書 が あ りま す。

レ ジュ メ作 りに も役 立つ こ とで し ょう。

・入 手方 法 は 、

2講 共 同研 究室 の 「2講 中 間報 告94」 とい うフ ァ イル を

参 照 して くだ さい 。

た だ し、

原 本 の フ ァ イル 自体 を持 ち歩い て は い け ませ ん 。

(4)

OHP
・OHPは 、

図 や 表 な どを示 す た め に補 助的 に用 い る もの で は あ りませ ん 。
・OHPに よ る提示 を うま く使 い ま し ょう。

一 瞬 で 次の シー トに 移 った り、

暗 い 部屋 に シー トの 載 って い な いOHPが ボー っ と光 る のは 考 え もので し ょう。
・「どこ の話 を して い る のか 」 が わ かる よ うに 、

ス ク リー ン を指 し棒 で

さ した り、

シー トの上 に ペ ンや 紙 を置 い た り、

レー ザ ポ イ ン タを使 っ た りす る 。

・印象 を深 め るた め に 、

そ の 場 でOHPに 書 き加 えて も 良い 。
・OHPの 文 字 は 大 き くす る(30ポ イ ン トくらい) 。

フ ォン トの使 い分 け も重 要 。

・文 字 が細 か くな った り、

図 が 複雑 にな っ た りす る と きは レジ ュ メを使 う とよい 。
・パ ソ コン のプ レゼ ン テー シ ョン ツール とか 、

模 型 を使 うの 効果 的 で す。
・色情 報 、

動 きの情 報(VTRと か)も 活 用 す る とい いで し ょう。

(5)

話 し方
・大 きな 声 で聞 こえ る よ うに話 す 。

速 さ、

明 瞭 さ に も注 意 しよ う。
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・できれば聴衆の反応 をみなが ら話すと良い
。

・質問者は発表者 を向いて質問をしましょう。
回答は(助 け船 を利用 したと

して も)発 表者 自身で しま しょう。
・自分の研究に関 しては、

自分がいちばん 良く知 ってるのだか ら、

自信を

もとう。

(6)

質問
・理解 を深めるためにも積極的に質問をしよう。
・発表者は 自分の忘れていた視点に気付 くかもしれ ない貴重 なチ ャンス

だから、

よく考 えて答えよう。
・全然考えてもいなかった ことを聞かれるか もしれ ないが、

そんな ときに

口からでまかせで答えず、

とりあえず 「わからない」と答えておき、

あとで じっ くり考えて報告するよ うに しよう。 、

(7)

余談
・「図書館情報大学卒業研究論文執筆 の手引き」は当時の4年 生に作 って

もらって、

すでに10年 が過ぎ去 って しまいました。
●

そ ろそ ろLaTeXで で も作 り直 して 、

HU日 でPS

ファ イル を見れ るよ うな

オ ン ライ ン化が で きな い も のか と考 えて い ます 。
■

Hosaic

で見 られ る よ うに なる と、

「熱 心な 人 は紙 で もつ 」が 、

「ち ょっ と見れ ばい い とい う人は

Mosaic

を使 う」 こ とで し ょう。
・だれ か 作 って くれ ませ ん か?

・最後 に 、

石塚 先 生 のお言 葉 「た だ し、

ツール ばか り作 って 、

肝 心の論 文

執 筆 がお ろそか に な って は本 末転 倒 です よね 。

」 はお忘 れ な く。

以上 。
コ メン ト歓 迎。

title{16}:Forpresentation

}

@FILE{http=//日 日冒－student.ulis.ac.jp/htm1!virtua1-1ibrary!Genera1 _Works!comp_s(=i.html

Update-Time{9}:823699821

De8cription{41}:

Last-Modification-Time{9}:

Time-to-Live{7}=

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Ver8ion{3}=

Type{4}:

File-Size{4}:

HD5{32}:

address{34}:

body{645}:

H日yVirtualLibraryinJAPAN:Comp.Sci.

823699820

2419200

604800

ULIS

voyager.ulis.ac.jp

1.0

HTHL

2251

b5e5a35cb3aelc97d763178ed178f3de

冒甘甘－virtua1-1ib@uli8hrm.ulis.ac・jp

Lastupdate:,94/11/08
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Contribution

は こ ち らへ

コン ピ ュー タ ・サ イエ ンス 関係 のい ろい ろ な情 報 を持 って い る と ころ

ネ ッ トニ ュースFAQア ー カ イブ
・

ネ ッ トニ ュー スFAQ検 索 シス テ ム

日本国内の計算機科学関係 テクニカル レポー ト

UnifiedComputer

ScienceTRIndexinJapan

コ ン ピュー タ ・サ イエ ンス 関連 書誌

(BibTeXFormat)

コ ン ピュー タ業 界 関連 の イベ ン ト

各分野の情報 を持っているところ

UNIXに 関 す るFAQリ ス ト(Ted

Timer,sUNI】 【FAq)

HacFAQ

日本 サ ン ・ユー ザ ・グル ー プ

(NSUG)

情報処理用語辞書

情報処理技術者試験 に関するもの

〈

href="http:!lggg.gl。belink.com!'瑛 ・仏 ・ 日本 語 に よ る ソ フ ト ウ ェ ア の 国 際 化

headings{43}:

VHVVirtualLibraryinJAPAN:Comp.Sci・

images{282}:/icons/Virtual_Library.gif

!icons/red.gif

/icons/red.gif

/icons/green・gif

/icons/blue.gif

/icons/blue.gif

!icons/blue.gif

/icons/blue.gif

!icons/blue.gif

/icons/blue.gif

!icons/green.gif

/icons/blue.gif

/icons!blue.gif

/icons!blue.gif

/ic。ns/blue.gif

/icons/blue.gif

/icons!blue.gif

keygords{414}:・

Lastupdate:,94/11!08

Contribution

ネ ッ トニ ュ ー スFAQア ー カ イ ブ

ネ ッ トニ ュ ー スFAQ検 索 シ ス テ ム

日本 国 内 の 計 算 機 科 学 関 係 テ ク ニ カ ル レ ポ ー ト

UnifiedComputerScienceTRIndexinJapan

コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 関 連 書 誌(BibTeXFormat)

コ ン ピ ュ ー タ業 界 関 連 の イ ベ ン ト
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UNIXに 関 す るFAqリ ス ト

HacFAQ

日本 サ ン ・ユ ー ザ ・グ ル ー プ(NSUG)

情 報 処 理 用 語 辞 書

情 報 処 理 技 術 者 試 験 に 関 す る も の

title{41}:U日HVirtualLibraryinJAPAE:Comp.Sci.

url-references{565}:!html/virtual-library/

!cgi-bin!VL!DACLOD!daclod?id=00071.dcl

gopher:!!gopher・hike.te.chiba-u.ac.jp!1/archive/

http:/!vvv.kek.jp!cgi-bin!FAqs.Pl

http:!!vgv・csl・sony・co.jp/techreport/techreport.japan.j.html

httP:!/vuu・csl・sony・co.jp/(=str!index.html

http=//v99.kddlabs.co.jp!bibliography!index.html

http://vvv・phys・s・u-tokyo.ac.jp/calendar!computer-event-j.html

http:/!vvv・phys・s・u-tokyo・ac.jp/loca1/other-faq!unix-faq/unix-faq-j.html

httP://vuw・csl・sony・co・jp/faq/ma(=-faq.j.html

http:!/vvu.nsug.or.jp

http:!!infoserv.sut.ac.jp/dic!

http:/!info8erv.8ut.ac.jp/j-siken/

}

@FILE{http:/!甘 甘冒一8tudent.ulis.ac.jp/contrib/anzai/Sot8uken!8ection8tar3 _8.html

Update-Timg{9}:823701962

La8t-Hodification-Time{9}:823701961

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Rarne{4}:

Gatherer-Ho8t{18}:

Gatherer-Version{3}

Type{4}:

File-Size{4}:

HD5{32}:

body{580}:

Next=

Up:

:

HTHL

1507

2419200.

604800

ULIS

voyager・ulis・ac・jp

1.0

2f46b4d9320713ddee146093fOO534c4

-9.html>_7_5.htm1>_1.html>

_9.html>References

ワー クステー ションによる書誌情報の提供

Previous:75.htm1>

システム構築か ら得 られた展望と経験

指導教官の山本毅雄先生には研究の着手か ら執筆 まで詳細にわた りご指導頂きました。

本研究が完成にこぎつけたのはひ とえに先生のご指導のおかげです。

本研究にあた り、

ソフトウェア ・エー ジーの古葉耕二様 にはADABASの システムの運用の疑問点などを丁寧に教えて頂きました。

お礼申し上げます。 ・
ぐ

本 研 究で用 い たhttpd,HOSAICの 本 学で の イ ンス トール と運 用 は中川

格 氏(uli8-clubinfo)に よる もの で す。

大 変感 謝致 します 。

本 当 にあ りが とう ござ いま した 。

headings{5}:謝 辞

image8{277}:http:/!ulispsn.ulis.ac.jp:8001!-anzai/icons _tex2html/next_motif.gif

http:!/ulispsn.ulis.ac.jp:8001!⇔anzai/icons_tex2html/up_motif.gif

http:!!ulispsn・ulis・ac・jp:8001/-anzai!icons_tex2htm1!previous _motif・gif

http://ulispsn・ulis・ac・jp:8001/⇔anzai!icons_tex2htm1/contents_motif.gif

keyuords{160}:_9.htm1>

_7_5.html>

1.htm1>

Next:

9.htrn1>References

Up:

ワー ク ス テ ー シ ョン に よ る 書 誌 情 報 の 提 供

Previous:

-7-5.html>シ ス テ ム 構 築 か ら得 られ た 展 望 と経 験

謝 辞

title{5}:謝 辞 ・'

url・ ・references{94}:bibliography3
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soturon.html

subsection3

tableofcontents3

bibliography3

soturon.html

subsection3

}

@FILE{http:!/uwv-student.ulis.ac.jp/X7ejunpei/chuukan.html

Update-Time{9}:823698109

Description{48}:卒 業 研 究 中 間 報 告:NEXTSTEP用 上 流CASEツ ー ル の 試 作

Last-Hodification-Time{9}:823698109'

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}l

File-Size{4}:

問D5{32}:

body{99}:

2419200

604800

ULIS

voyager・uli ,s・ac・jp

1.0

HTHL

5069

8882341bd62aa3alO6642739beO952cg

bgcolor=..oldlace"〉

動的モデルエデ ィタに必要な機能 の選定

動的モデルエデ ィタ実現 のための論理設計

headings{136}:以 下の 内容 は卒 業 研究 中 間報 告(1995年10月4日)の レジ ュメ を

も とに作 成 した も ので す。

中間 報 告 の概 要

1.

動 的 モ デル エ デ ィ タに 必 要 な機 能 の選 定

title{48}:卒 業研 究 中 間報 告:NEXTSTEP用 上 流CASEツ ール の試 作

}-

@FILE{http://wuw.ulis.ac.jp:9090!'/.7enoriko/94tx.html

Update-Time{9}:823698268
』L

ast-Hodification-Time{9}:818504350

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer-Narne{4}:

Gatherer-Host{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{5}:1tg14

HD5{32}:

body{8315}:

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac・jp

1.0

f4f8c56a24437e48ac2fO4ed3411e631

最 近 日本 で もSGHL方 式 に よる全 文 デ ー タベ ー ス(DB)の 重 要性 が認 識 され るよ うに な って き た。

しか し、

実際 にDBを 作成 す るに は未 だ 解 決 す べ き課題 が残 され て い る。

特 に 、

異 な る組織 に属 す る人 々の 間でDBを 構 築 す る場合 は 、

検 討 が 必 要 であ る 。

本 稿 で は 、

そ の例 と して学 会 へ の論 文 投稿 を採 り上げ 、

ワー プ ロソ フ トの ス タ イル シー ト機 能 を使 った電 子 投稿 とSGHL方 式 全文DBの 生成 の 実験 を紹 介 し、

そ の手 法 と有 効 性 を示 す 。

1,2,

3,

4,

5章

目次

欧 米 で はSGHL(StandardGeneralizedMarkupLanguage)1,2)

が全 文DB作 成 ・管 理 手 法 と して 様 々 な分 野 で広 く使 わ れ てい る。

SGHL方 式は 、

1)テ キ ス トだ け でな く、

図表 、
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数式 、

写真 等 々、

印刷 され る全 て のデ ー タを扱 える こ と、

2)章 、1

節 、

パ ラグ ラ フな どの階 層 構造 が 表現 で きる こ と、

3)図 表 参 照や 文献 参 照 な ど参照 関係(非 階層 構 造)も 表 現 で き る こと 、

な どの特長 を持 つ 。

その ため 、

特 に マニ ュ アルや 製 品 仕様 書 な ど技 術 文書 の作 成 ・保 守 ・情 報処 理 で よ く使 われ て い る。

中で も、

1988年 に始 ま ったCALSは 有 名 で あ る。

CALSは 当初 、

米 国 国防省 の 文書 電 子化 プ ロジ ェ ク ト、

Computer

aidedAcquisitionandLogi8tic8

Supportの 略 と して ス ター ト した が 、

93年 か らはContinuousAcquisitionand

Life-cycle

Supportの 略 に変 更 され 、

民生 用 、

即 ち 、
一般 官庁 や 民 間企 業 間の 取 引 に も適 用 され るよ うに な って きた

。

そ して 、

CALSはNII(情 報 ハ イ ウ ェイ)の 上 に 乗 り、

EC(電 子商 取 引)と も結 びつ こ うと して い る 。

こ うな る と、

製 品 仕様 書 、

各 種 技術 文 書 、

設 計 、

生 産 、

発 注 、

決裁 な どがSGHLと 結 びつ い て くる。
一 方

、

学術 雑 誌へ の適 用 例 を挙 げれ ば 、

米 国マ サチ ュ一一セ ッツ 医学 会 に よるAIDSの 教科 書"The

AIDSKnogledge

Base"(AIDS-KB)、

89年 にElsevierがSGHLの 採 用 を決 め た こ とな どが ある 。

日本 で も最近SGHLが 浸透 して きた 。

た と えば、

コン ピュー タや 通信 の業 界 で は富 士通 が マニ ュ アル 等 技 術文 書 へ のSG肌 導入 を進 め てお り、

他 の会社 も続 いて い る。

また 、

VLSIのDBのSGHL方 式 に よ る構 築が 半 官半 民 の組 織 で 始 ま った 。

特許 庁 の シス テム で も特 許情 報 のDBがSGNL方 式 に な った 。

厚生 省 は95年 度 か ら新薬 の登録 書 にSGHL方 式 を導 入 す る こと を決 めた 。

学術 雑誌 の例

8)を 挙げ れ ば 、

90年12月 の情 報知 識 学会 誌3)

のSGML方 式 電 子 出版 に始 ま り、

学術 情報 セ ン ター に よる91年3月 のrSGHL実 験 誌 」

4)等 々が あ り、

これ らを経 て 日本 化 学 会5)

は1gg3年1月 号か ら欧 文 論文 誌 のSGHL方 式全 文DBを 作 成 し、

印刷 して い る。
一方 、

CALSも 注 目 され る よ うに な り、

94年9月 の 晴海 の デー タシ ョウにCALS

Japan・94が 併 設 され た 。

SGMLが 浸透 して くれ ば 、

SGML方 式 シ ステ ム に提 出 す る時 のみSGHL方 式DBを 作 る よ りも 、

それ 以前 の段 階 か らSGHL方 式 に対 応 で きる よ う に した 方 が効 率 的 であ る。

製品 の仕 様 書や マ ニ ュ アル 、

特許 な ど個別 段 階 で作 るので はな く、
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研 究 開発 段 階 か ら対応 した方 が よ い。

論 文 や レポ ー トのSGNL対 応 も進 め る必 要 が あ ろ う。

電 子投 稿 に は 、

印刷 工程 の合 理 化 を狙 う もの と、

SGHL方 式 全文DBの 構築 へ の寄 与 を狙 う もの とが あ る。

後 者 で は 、

印刷 はDBか ら ソ フ トを使 って行 う。

前 者 の例 と して は、

88年 か らのTetrahedr。n

ComputerHethodology

(TCH誌 、

コン ピュー タ化 学 の論 文 誌)が あ り、
/

最 近 で は 日本 で も物理 ・数学 系 の学 会 でLaTeXで の 電子 投稿 を採 用 した所 が あ る。

後 者 の例 と して は、

前 述 のAIDS-KBや 情 報 知識 学 会誌 な どが ある 。

TCH誌 は 、

米 国

HolecularDesign

社 が 開発 した化 学 文書 作成 用 ワー プ ロソ フ ト:ChemTextを 使 って編集 ・印刷 を行 い 、

投 稿方 式 は フ ロ ッ ピー デ ィス ク に よる電 子 投稿 を基本 と した。

電 子投 稿 可能 な ファ イル形 式 は 、

ChemText,

ASCII,HS日ord(Hacintosh)で あ った 。

AIDS-KB、

情 報知 識 学会 誌 ともに 、

文 書 を構成 す る 要 素(た とえ ば、

タイ トル 、

章 、

章 の タ イ トル 、

節 、

節 の タ イ トル 等 々)を 区別 す るた め の簡 単 な記 号 を設 定 し、

そ の記 号 を 目印 と して ソ フ トでSGHL方 式DBを 生成 す る。

こ の方 式 は、

簡 単な エデ ィ タ ・ソ フ トで も文 書 を作 る ことが で き る点 が長所 であ る 。

しか し、

文 章 中 に タグ が混 在 して 若 干見 に く くな る とい う短 所 も あ る。

会 社 内 で実 施 され るマニ ュアル 作成 やCALSで は 、

特 定 の ソ フ トや フ ォーマ ッ トを 指定 す る こ とが で き るが 、

学 術論 文 の 場合 は難 しい 。

そ の理 由は 、

1)投 稿 者 は雑 誌 を選 択 で き るた め 、

ソ フ トや フ ォー マ ッ トを規 制す る雑 誌 は嫌 われ や す い こ と、

2)CALSや 特 許 と異な り、

利 益 と関係 ない 学 術論 文 で は投稿 に高価 な ソ フ トを使 うメ リ ッ トは ない こ と、

の2点 が 挙 げ られ る。

そ こで我 々 すな わ ち 日本 化学 会 の化 学論 文 電子 投 稿 検討 委 員会(伊 藤 卓 委 員長)は 、

ス タイル シ ー トを使 う方 法 を採 用 した 。

そ れ は 、

1)プ ログ ラ ムに よ りSGHL方 式 全文DBに 変 換 で き 、

2)広 く使 わ れ て い る ワープ ロソ フ ト(HSV。rd,VordPerfect,

PageHaker)で 使 用 で き、

3)文 書 作成 中 の 見た 目も良 い か らで あ る。

そ して 、

94年4月 か らモ ニ ター を募 ってBCSJの 電 子投 稿 の実 験 を 開始

6)し た。

1,2,

3,

4,

5章

目 次

SGHL方 式全 文DBは 、

そ の構 造 を 記述 した 部分(DTD)とDB(文 書)の デ ー タそ れ 自体 とか ら構成 され る。

41



DTD↓ まDocument

Type

Definitionの 略 で 、

DBの 構造 をSGNLの 構 文 を使 って 定義 ・記 述 した もので あ る。

文 書のデ ー タに は 、

DTDに 従 ってマ ー ク付 け され た テ キ ス ト(文 書 テキ ス ト)と 、

図 、

化学 構造 式 、

反応 式 、

写真 な どを ビ ットパ ター ン化 した フ ァ イル(外 部 エ ンテ ィテ ィ)が あ る。

外部 エ ンテ ィテ ィもDTDに 従 って お り、

本文 との参照 関係 は文 書 テ キス ト中に 書 き込 まれ て い る。

なお 、

表 、

数式 、

分子 式 な どは文 字 で書 け る ため 、

文 書 テキス トの 中 に書 くこ とが で き る。

以 前の電 算 写植 に よ る印刷 に変 わ って 、

日本 化 学会 の欧 文 誌(BCSJ)は 、

1gg3年1月 号か ら 「SGHL方 式全 文DBに 基 づ く電 子 出版 」 にな った

5)(図1

参 照)。

この方 式で は 、

まずSGHL方 式 の全 文DBを 作 り、

次 にそれ を基 に して 、

印刷 、

情 報検 索用CD-ROHの 作 成 、

オン ラ イン情報 検 索 シス テ ム用DBへ の変 換 な ど様 々な電 子 出版 を 行 う。

図2

に印刷例 を示 した 。

オン ライ ン情報 検 索 シス テ ムへ のDB提 供7)は 、

学術 情 報セ ン ター 向け は実 施 済 で 、

STN

Internati。nalへ は技 術 的検 討 は 済み 、

現在 は経 営 の観 点 か ら検 討 中で あ る。

ま た、

94年10月 末 か ら12月 末 ま で

vvvH。saic版 を試 験 公 開 して い る 。

DBの デ ー タ例 を 図3

に示 す。

タイ トル 、

著者名 、

抄録 、

セ クシ ョン の タイ トル な ど各 要 素 は、

開始 タグ(〈 要 素名 〉)と 終 了 タグ(〈/要 素 名 〉)で 挟 んで 表 現 され て い る。

また 、

上付 はSUPで 、

下付 は1服 で 、

イタ リ ックはITで 表現 す る 。

なお 、

要素 名 とそ の関係 はDTDで 定 義 す る。

なお 、

BCSJで は投 稿者 の 混 乱 を避 け るた め 、

g3年 時 点で は投 稿 は従 来 どお り紙 媒 体 に よる方 法 と した。

そ して 、

タグを示 す簡 単 な記 号 を設 定 し、

印刷 会社 の 専門 オペ レー タに よ っ て入 力 し、

そ の記号 を プ ログ ラム で正 規 の タグに 変換 して 、

全文DBを 作 ってい る 。

1,

2,3,

4,

5章

目次
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ス タイル シ ー ト機 能 とは 、

セ ン タ リ ングの 有 無 、

書 体 、

字 の 大 き さ等 々の 書 式機 能 を 、

タ イ トル 、

論 文 タ イ トル 、

セ クシ ョン ・タイ トル 、

本 文 な ど各 項 日ご と個別 に設定 で きる機 能 で 、

NS

Vord,UordPerfect,

PageHakerな どの ワー プ ロ ソフ トに用 意 され て い る 。

また 、

Nicrosoft社 は 、

ス タ イル シー ト機 能 だ け で な く、

上付 、

下付 も含 む書 式機 能付 きの文 書 フ ァイル を他 の ワー プ ロソ フ トとの間 で交 換で き る よ うに、

Rich

TextFormat(RTF)を 設 定 した 。

RTFは 他 社 に も受 け 入れ られ 、

HS

Vordだ けで な く、

VordPerfect、

PageHakerな どの ソ フ ト間で の 交換 が 可能 に な った 。

そ こで 演者 らは 、

1)SGML方 式 の 要 素 に対応 す るス タ イル シー トをRTF形 式 で作成 し、

そ の フ ロ ッ ピー デ ィス ク(FD)を 投 稿 者 に配 付 す る 、

2)投 稿 者 はHS

V。rdあ る いはWordPerfectかPageHakerに よ って論 文 を作 成 し(図4

参 照)、

RTF形 式 の原稿 をFDで 投 稿 す る 、

3)RTF形 式 の フ ァイル(図5

参 照)か ら変 換 プ ロ グ ラム に よ ってSGHL方 式全 文DB(図3

参 照)を 作成 す る 、

の手順 に よる 電子 投 稿 を 計画 した。

図4に 示 した例 は

Hacint。sh上 のHSV。rdで 作成 した もの で あ るが 、

Uindows上 のHS

Vordで も同 じ操 作 で 作 る こ とがで きる。

表1

にBCSJの 電子 投 稿 用 ス タ イル ・一ー一覧 を示 した ので 参 照 され た い。

表 中 のContent8

gith

Illu8trationsは 化 学構 造 式 、

反 応 式 な どの 図 を付 けた 目次 で 、

94年 か ら掲 載 す る こ とに な った も ので あ る。

なお 、

RTFで 記 述 で きな い 数式 、

表 は従 来 どお り紙 媒体 で 提 出願 うこ と と した 。

ま た、

化 学 構 造 式 、

反 応 式 は よ く使 わ れ てい るChemDrawで の 提 出を 期待 す るこ とに した 。

現 在 、

モニ ター を募 り実 験 中で あ る。

1,

2,

3,4,

5章

目次

この 方 法 を採 用 した理 由は 、

単 に入 力 、

校 正 の 手 間が 減 り、

出版 ま で の期 間 を 短縮 しうる こ とだけ で な く、

1)項 目が 区別 で き る ス タ イル シー ト機 能 とRTFを 使 用 した ため 、

プ ログ ラムでSGHL方 式 全文DBに 変換 で き る こと 、

2)化 学会 で ア ンケー ト調 査 を した ところ 、
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英文 ワー プ ロで はHS

V。rdやVordPerfectの 利 用者 が 多 か った こ と、

3)こ れ らワー プ ロソ フ トの機 能 を使 えば 、

上付 、

下付 、

イ タ リック、

ボール ドな どの指示 も容 易 に伝 わ る こ と、

な どがあ る。

94年10月 初 め現 在 、

モ ニ ター 数 は約50人 で ある 。

これ まで の ところ 、

前述 した 長所 は実現 し、

評価 され て い るが 、

彼 らか らは更 に 、

1)ギ リシ ャ文字 は

の形 式で はな く、

αと入 力 した い 、

2)文 章 中 に書け る よ うな簡 単 な 式 も書 い て はい け ない の か?、

3)表 が別 扱 いな の は不便 、

な どのコ メ ン トや質 問が あ った 。

1)に つ いて は 、

投 稿者 と編集 側 で フ ォン ト指 定 が 異 な る と変 換 ミスが 起 き るた め 、

ギ リシャ文 字 だけ で な く化 学 で よ く使 用 され る記 号 も含 め てBCSJ投 稿 用 フ ォン トを作 り、

投稿 者 に配付 する こ とを考 えて い る。

2)は 、

簡 単な式 は 書い て よい ことを ユ ーザ ・マニ ュアル に 明記 す る こ とに した。

3)に つい て は実現 法 を検 討 す る こ と と した 。

ま た 、

数式 を多 用す る物 理 化 学分 野 の投 稿 者 には 少数 で は あ るがLaTeXで の投 稿希 望者 が い る こ とか ら、

実現 す るよ う検 討す る こ と と した。

1,

2,

3,

4,5章

目次

今 後 もモ ニ ター の意 見 を取 り入 れ 、

さ らに改 良 を図 って い き たい 。

1,

2,

3,

4,

5章

目次

headings{170}:1.は じめ に

1.1.SGHL方 式 の浸 透

1.2.電 子 投稿

2.

日本 化 学会 欧文 誌 のSGHL方 式全 文DB

3.ス タ イル シー ト機能 ・RTF形 式 とSGHL方 式全 文DBへ の変 換

4.本 手 法 の評価 ・検討

5.お わ りに

kgygords{2804}:

最 近 日本 で もSGNL方 式 に よ る全 文デ ー タベ ー ス ⑱B)の 重 要性 が 認 識 され る よ うにな って きた 。

しか し、

実 際にDBを 作成 す るには 未 だ解 決 す べ き課題 が 残 され て い る。

特 に 、

異 な る組織 に属 す る人 々 の間 でDBを 構 築 す る場 合 は 、

検討 が必 要 であ る。

本稿 では 、

その 例 と して 学会 へ の論 文 投稿 を採 り上 げ 、

ワー プ ロソ フ トのス タイル シー ト機能 を使 った 電 子投 稿 とSGHL方 式全 文DBの 生成 の実験 を紹介 し、

その手 法 と有効 性 を示 す。

2,

3,

4,

44



5

目次

欧 米で はSGHL(StandardGeneralizedHarkupLanguage)

1,

2)

8)

3)

4)

5)

6)

2,

3,

4,

5

目次

5)

図1

この 方式 で は 、

まずSGML方 式 の全 文DBを 作 り、

次 に それ を基 に して 、

印 刷 、

情 報検 索 用CD-ROHの 作成 、

オン ラ イ ン情 報 検 索 シス テ ム用DBへ の変 換 な ど様 々な 電子 出版 を行 う。

図2

に 印刷 例 を示 した 。

オン ラ イ ン情 報 検 索 シス テ ムへ のDB提 供7)は 、

学 術情 報 セ ン ター 向け は 実施 済 で 、

ST皿

Internationalへ は技 術 的 検討 は 済 み 、

現 在 は経 営の 観 点 か ら検 討 中で あ る 。

ま た 、

94年10月 末 か ら12月 末 まで

冊UH。saic版 を試験 公 開 して い る。

図3

タイ トル 、

著者 名 、

抄 録 、

セ ク シ ョンの タ イ トル な ど各 要 素 は 、

開 始 タグ(〈 要 素名 〉)と 終 了 タグ(〈!要 素名 〉)で 挟 ん で表 現 され て い る 。

ま た 、

上付 はSUPで 、

下付 はINFで 、

イタ リ ックはITで 表現 す る。

な お 、

要 素名 とそ の 関係 はDTDで 定 義 す る 。

1,

3,

4,

5

目次

ス タ イル シー ト機 能 とは 、

セ ン タ リング の有 無 、

書体 、

字 の大 き さ等 々の 書 式機 能 を 、

タ イ トル 、

論 文 タイ トル 、

セ クシ ョン ・タ イ トル 、

本 文 な ど各 項 目 ご と個 別 に 設定 で きる機 能 で 、

HS

Vord,UordPerfect,

PageHakerな どの ワー プ ロ ソフ トに 用 意 され て い る 。

また 、

Microsoft社 は 、

ス タイル シー ト機 能 だ け で な く、

上付 、

45



下付 も含 む書 式機 能付 きの 文書 フ ァイル を他 の ワー プ ロソ フ トとの 間 で交換 で きる よ うに 、

Rich

TextF。mat(RTF)を 設 定 した 。

RTFは 他社 に も受け 入れ られ 、

HS

Vordだ けで な く、

UordPerfect、

PageHakerな どの ソ フ ト間 での交 換 が 可能 にな った 。

図4

RTF形 式の原 稿 をFDで 投 稿 す る、

3)RTF形 式 の フ ァイル(

図5

か ら変換 プ ログ ラム に よ ってSGHL方 式全 文DB(

図3

を作成 す る 、

の手 順に よ る電子 投稿 を計画 した 。

図4

示 した例 はnacint。sh上 のHS冨 。rdで 作 成 した も ので あ るが 、

Uindous上 のHS

Uordで も同 じ操 作 で作 る こ とが で きる。

表1

BCSJの 電 子投 稿 用 ス タ イル 一覧 を示 した の で参 照 され た い 。

表 中 のContents

vith

Illustrationsは 化 学構 造 式 、

反 応 式な どの 図 を付 け た 目次 で 、

94年 か ら掲 載 する こ とに な った も ので あ る。

なお 、

RTFで 記 述で きない 数式 、

表 は 従来 どお り紙 媒 体で提 出願 うこ と と した 。

また 、

化 学 構造式 、

反応 式は よ く使 わ れ てい るChemDragで の提 出 を期 待 す る こ とに した。

現 在 、

モ ニ ター を募 り実験 中で あ る。

1,

2,

4,

5

目次

こ の方法 を採 用 した理 由 は、

単 に入 力 、

校 正 の手間 が減 り、

出版 までの期 間を短 縮 し うる ことだ け でな く、

1)項 目が 区別 で き るス タ イル シー ト機 能 とRTFを 使 用 した た め 、

プ ロ グラム でSGHL方 式全 文DBに 変 換 で き るこ と、

2)化 学会 で ア ンケー ト調 査 を した ところ 、

英 文 ワープ ロ ではNS

VordやUordPerfectの 利 用 者 が多 か った こ と、

3)こ れ ら ワープ ロ ソフ トの機 能 を使 えば 、

上付 、

下付 、

イ タ リック、

ボ ール ドな どの指示 も容易 に伝 わる こ と、

な どが ある 。

1,

2,

3,

5

目次

今 後 もモ ニ ター の意 見 を取 り入れ 、

さ らに改 良 を図 って い きた い 。

1,

2,

3,
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@FILE{http://so1.ipc94 .ulis.ac.jp:2000!tsarnple13 .html

,Update-Time{9}:823698092
Last-Hodification-Titne{9}:819538085

Time-to-Live{7}:

Rgfre8h-Rate{6}:

Gatherer－ 日ame{4}:

Gather6r-Ho8t{18}:

Gatherer-Ver8ion{3}:

Type{4}:HTHL

File-Size{4}:4538

HD5{32}:

body{3418}:

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac.jp

1.0

321e2ab8b7ed6b270a21eO7adcc79328

(index(卒 業 研 究)へ)

(本 来の テ キス ト例 へ)

コメン ト 注)適 切 な段 落 を選 ん で 、

実行 を ク リ ック して くだ さい 。

TheThirdHave!

アル ビン ・トフ ラー がそ の 著書 「第三 の波 」を 著 わ して か ら十 数年 ,
図書館 の分

野 にい よい よ第 三 の 波が 押 し寄せ て きた.

コン ピュー タの小型 高性 能化,

光 プ アイ
バ 高速大容 量 通 信ネ ッ トワー ク,
マル チ メデ ィア,

ハ イパー テ キス ト,

CD-RO

M,

電 子図 書,

電子 出版 な どの技術 の進 展 に よ り,

われ われ を 取 り巻 く社 会情 勢 は

大 き く変化 し,

図書館 の分 野 を 直撃 しつつ あ る.

(Toffler,

A.

第 三の 波.

徳 山二

郎 ほか訳.

日本 放送 出版 協 会,

1980)

アル ビン ・トフラー の 第一 の 波 は数 千 年 にわ た って ゆ るや か に展 開 され た農 業 革

命を指 す.

それ になぞ らえ てみ る と,

図書館 の分 野 にお け る第 一 の 波 は,

や は りゆ

るや か に古代,

中世 に わた って 考 案 され て き た種 々 の分 類 法,

そ して1870年 代

に創 案 され た 十 進分 類 法(DDC)と い うこ とに な ろ う.

アル ビン ・トフラー の 第二 の 波 は産 業 革命 を指 すが,

図書館 の分 野 に おけ る第 二

の波 は1960年 代 後 半 に始 ま る コ ン ピュー タ革 命 とい うこ とに なる .

MARC

(機 械 可読 目録)の 出現 や,

オン ライ ン情報 検 索 シ ス テム な どが それ で あ る.

第 二

の波は第 一 の波 の 時代 の 古 い体 制 の抵 抗 に 会い な が ら,
ようや く一般 に 浸透 した と

言 えよ う.

到来 しつつある新 たな第三の波!

高速通信ネ ットワークで結ばれた電子図書館の ことを 「デ ィジタル図書館」 とい
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い,

米 国の 情 報 スー バハ イウエ イの一 つ の 目玉 とな って いる.

図書 館 情 報 大学 で 開

催 され る 「デ ィジ タル 図書 館 」 ワー クシ ョップ(第1回:1994年8月31日,

主催 者 代表:田 畑 孝 一)へ の参加 申 し込 み は,

8月30日 現 在,

313名 とな って

お り,

第 三 の波 の到 来 を 多 くの方 々 も感 じ取 って い る.

アル ビン ・トフラーの第 一の波の時代は,

生産 と消費が潭然一体 とした手仕事 の

時代であったが,

何 でも屋の個性的な人間の能力が尊 ばれた.

第二 の波の時代にな

る と,

生産 と消費の決定的な分離 とい うこ とか ら派生 して,

規格化,

分 業化,

同時

化,

集 中化,

極 大化,

中央集権化 とい うどちらか とい うと非人間的な原則 が人間を

支配す るよ うになった.

生産 と消費 がふたたび融合 されてゆ く第三の波の時代では,

人 々はこれ らの非人 間的な原則に挑戦 し,

それ を克服 してい くのだ という.

図書館の分野におけ る第 一の波の時代はそれぞれ の図書館でオール アラウンドで

かつ個性的な司書が尊ばれ たに違 いない.

第二の波の時代,

これは現在 も進行中で

あるが,

あま りにも商業的な出版活動によ って余儀 な くされ る著者と読者の隔離,

MARCや オンライン情報検索システムによる規格化,

分業化,

同時化,

集 中化,

極大化,

中央集権化 が行なわれてお り,

没人間的な環境 となっているかも しれな

い.

第三の波 の時代がや って来 ると,

電子出版 ・電子的流通によ り,

手作 りの,

個性

豊かな,

創造性に富んだ多形態な著述そのものが,

時間 と空間を超えて,

読む人に

直接 もた らされる.
つ ま り書 く人 と読む人の一体化,

融合化が行 なわれ,

分散化,

分権化が進む.

人間性あふれ る第一の波の時代へ の回帰 ともいえるのである.
「デ ィジタル図書館」は第二の波での束縛か ら人 々を解放する担い手であり,

エ

イブ ラ ハ ム ・リン カー ン のゲ テ ィズ バ ー グ の演説 に なぞ らえば,

そ れ は
`

Library

ofthepeoPle,bythepoeple,forth8
,

poeple

で あ る.

49



そ こで は,

だれ もが権威 や 資金 に とらわれ ず 自由 に出 版 で き,

ま ただれ も

がそ れ らの 中 か ら欲 す る もの を 自 ら探 し出 し無 料 を 原 則 に読 書 す る ことが で き る.

そ して,

数多 くのそれ らの 中か ら未 来 にわ た る価 値 を見 抜 き後 世 に伝 える もの を見 ・

い 出す には,1

未 だか つて経 験 した こ とが な い高 度 な

Librarianship

が要 求 され る

ので あ る.

1994月8.月30日'

編 集 委員 会 を代 表 して

田 畑 孝 一

こ の 出版 物 は 、

VorldVideVeb

(URL:httP:"ugu・d1・ulis・ac・jp/DLj。urnal!)で 提供 さ

れ る。

compiled

byitaru@ulis.ac.jp

headings{2}:序

keyvord8{60}:(index(卒 業 研 究)へ)

(本 来 の テキ ス ト例 へ)
コ メン ト

title{16}:て きす と#02・

url'-references{39}:jindex.html

t8ample11・html

8ample1・htm1

}

ノ

、

@FILE{http:!!99u-student.ulis.ac.jp/%7eitaru/ishi2uka/saka_DB.html

Update-Time{9}:823704192

Last-■odification-Time{9}:823704191

Time-to-Live{7}:2419200

R6fresh-Rate{6}:604800

Gatherer-Narne{4}:ULIS

Gatherer-Host{18}:voyager.ulis.ac.jp

Gatherer-Version{3}:1.0 コ
Type{4}:HTHL

File-Size{5}:17580

HD5{32}:e4632f88adfdb851492fda2f45d63979

address{9}:阪 ロ 哲 男

body{14438}:

1.は じ め に

2.VAIS:HideAreaInformationServers

2,t

概 要

2.2デ ー タベ ー ス と サ ー バ シ ス テ ム

2.3ク ラ イ ア ン ト シ ス テ ム

2.4directory-of-servers

3.V日 日:VorldVideWeb

3.1概 要

3.2HTMLテ キ ス ト とVUHサ ー バ

3.3UHUク ラ イア ン ト:田csANosaic

4.使 用 例

4.1甘AIS(x冒ais)

4.1.1テ キ ス トの 検 索

4.1.2

画 像 の検 索

4.2V冒U(Hosaic)

5.お わ りに

参 考文 献
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様 々な 国 のい くつ もの組織 が 、

各 々 の ロー カルエ リアネ ッ トワー ク(LAN)をT

CP!IPプ ロ トコル に基 づい て相 互 に 接続 して い る。

この相 互 に接 続 したネ ッ ト

ワー ク全 体 が イン ターネ ッ ト(The

Internet)と 呼 ばれ て い る。

イン ター ネ ッ ト

は、

初 め は米 国 を 中心 に広 が り、

主に遠 隔 ログ イ ンに よる 計算機 の相 互利 用 や

フ ァ イル 転 送 、

また は電 子 メー ル や電 子 ニ ュー ス の よ うな コ ミュ ニケ ー シ ョン

のた め の媒 体 として利 用 され て い た。

国際 接続 によ って 様 々な 国 がつ なが り、

利 用者 が増 え るに 従 って 、

その 自由度 の 高 さか ら様 々 な情 報 サー ビスが 考 案 ・

実験 され 、

実用 化 され て い る。

そ の よ うな イン ターネ ッ ト上の分 散型 全 文検 索

シ ステ ム としてUAIS(Hide

AreaInformation

Servers)が あ り、

分散 型 の ハ イ

パ ー テキ ス トシス テム と してVVU(WorldUide

Veb)が あ る。

本 稿 で は 、

このWAISとWVWの 概 要 とそ の利 用 にっ い て 、

実 際 の使 用例 を交 え

て 述べ る。 一

な お 、

例 で は総 合情 報 処理 セ ン ター のマ ル チ メデ ィアネ ッ トワー ク

シス テ ムのRISC

NEVSを 用 いて い る。

"AISはBreusterKahleが 考 案 し、

Dog

Jones、

ThinkingHachines、

APPleCo

mputerとKPHCPeat

Haruickの 共 同プ ロ ジ ェク トと して 改 良 が行 われ 、

現 在 で

は商 用化 も検 討 され てい る。

WAISは イン ターネ ットに接 続 され た 複数 の 計算 機

上 に 、

様 々な全 文 デ ー タベー ス を格 納 してい る。

VAISの 利 用者 は 、

イン ターネ

ットに接 続 され た 計算 機 で あれ ば ど こか らで も検 索 を行 い 、

その 結果 得 られ る

論 文 や記 事 な どを読む こ とが で き る。

UAISは イン ター ネ ッ トに 接続 され た複 数 の サ ーバ と クラ イア ン トか ら構 成 さ

れ る 。

サー バ は索 引付 け され た テ キス トのデ ー タベ ー ス を備 えて お り、

クラ イ

アン トか らの検 索 要 求に 応 じて デ ー タベ ース を検 索 し、

結 果 を返 す。

また 、

デ
ー タベ ー スに格 納 され て い る テキ ス トを要求 に 応 じて転 送 す る。

ク ラ イア ン ト

は利 用者 か ら指 定 され た 検索 条 件 を複 数 のサ ー バ に分 配 し、
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各 サ ーバ か ら返 さ

れ る検 索結 果 を統 合 して利 用者 に提 示 す る。

サ ーバ とク ラ イア ン トの間 の通 信

はANSI

Z39.50に 準拠 した プ ロ トコル に基 づ いて 行 われ る。

また 、

検索 結 果か

ら利 用者 が 選択 した テ キス トの 内容 を表示 す る こ と も可 能 であ る 。

デー タベー

ス に は、

付与 キ ー ワー ドな どで索 引付 け を行 って あれ ば 、

テ キス ト以 外 に も画

像 を格納 す る こ とがで きる。

数多 くのサ ーバ か ら利 用者 の 目的 に 合 っ たデ ー タ

ベー ス を備 えた サー バ を探 す た めに 、

特別 なデ ー タベ ー スdirectory-of-ser》e

r8が 準備 され てい る。

利 用者 は最初 にdirect。ry-of-serversを 検 索 し、

引 き続

き 目的に応 じた サー バ で検 索 を行 っ て 目的 の テキ ス トや 画 像 を得 る 。

ここで は 、

freeVAISと い う最 も一般 的 に用 い られ て い るUNIXワ ー クス テー シ

ョン上 のVAIS処 理 系 を例 に して シス テ ム の概 要 に つい て 述べ る 。

WAISの デ ー タベ ース に格 納 す るデ ー タは 、

索 引付 け され て いれ ば テキ ス トで

も画像 で も良 い(原 理 的 に は、

音 声や 動画 等 も格 納 可能 で あ るが 、

現存 す る シ

ステ ムで は未 対応 とな ってい る)。

索 引付 け にはuaisindexと い うコマ ン ドを

用い る。

vaisindexは 標 準的 に 対応 してい る形 式で 作成 され た(複 数 の)フ ァ

イル を読 み 込ん で 索引 に 用い る語 を抽 出 し、

検索 に 用い る索 引 フ ァ イル を 作成

す る。

現在 の シス テ ムで 対応 してい る形 式 は約30種 類 あ る。

こう して 索 引付 け

され た フ ァイル をUAISで はデ ー タベ ー ス と呼 ぶ 。

上記 の よ うに 構築 され たデー タベ ー ス を検索 す るた め に、

VAISで は二 通 りの

方法 が準備 され てい る 。
一方 は 、

利 用者 が使 用 す る アプ リケ ー シ ョン に よ って

直接検 索 す る方法 で あ り、

も う一 方 はネ ッ トワー クを通 じて 送 られ る 要求 に応

じて検 索 を行 うサ ー バ シス テム を 用い る方法 で あ る。

イン ターネ ッ ト上 で利 用

す る場合 は、

後者 の サー バ シス テ ムを 用い る方 法 を 用 い る。

freeVAISで はサ ー

バ シス テム を起 動 す るwaisserverと い うコマ ン ドが 準 備 され て い る。

uaisserv

erを 実行 す る際 、

デー タベ ー ス を登録 して い るデ ィレ ク ト リを指 定 す る こ とに

より、

その デー タベ ー ス を検索 す る サー バ シ ス テムが 起 動 され る 。

サー バ シス

テム はネ ッ トワー クを通 じて送 られ る要 求 に応 じて 、

デー タベ ー スの検 索 とテ

キス ト(ま たは画 像)デ ー タの 転 送 を行 う。

サ ーバ はVAISの プ ロ トコル を採 用 してい れ ば 、

そ の実 現 は どんな もので も良

い 。

こ の た め 、
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現 在 で はfreeVAISで 提 供 され るvaisserverを 用 いず に 、

ロ　工合　　

rverで は対 応 してい ない 機 能 を提 供 す るサ ー バ も稼 働 して い る。

ク ラ イア ン トシス テ ムは利 用 者 と対話 して 、

検 索 要求 を サー バ シス テ ム に送

り、

返 され た結果 を利 用者 に提 示 す る 。

freeWAISに おけ る標 準 クラ イ ア ン トシ

ス テ ム はX-Uindov上 で 用 い られ るxgaisと い うも ので あ る。

ク ライ アン トシス

テム はデ ー タベ ー ス を検 索 す る 際 、

デ ー タベ ー スが設 置 され て い る サー バ シ ス

テ ム のネ ッ トワー ク的 な所 在情 報が 必 要 とな る 。

VAIsで はそ の所 在情 報 を デー

タベ ース 毎 にデ ー タベー ス の概 略 説 明 等 と とも に記 述 した も のを ソー ス と呼び

へ

検 索 を行 うと きに ク ライ ア ン トシス テム に与 え るよ うに な って い る。

ソー ス に はデー タベー ス の名 称 、

版 、

サ ーバ の ホス ト名 また はホ ス トア ド レ

ス 、

ポー ト番 号 、

サー バ の使 用料 金 、

デ ー タベー ス の保 守者 の メール ア ド レス

へ

概 略 説 明な どが記 述 され る 。

ポー ト番 号 は あ る計算 機(ホ ス ト)が 複 数 のサ
ー ビス をネ ッ トワー ク上 で提 供 す る 際に

、

そ の サー ビス を識別 す る た めの番 号

で あ る 。

ク ラ イア ン トシス テ ムは 、

この ソー ス に記 述 され た情 報 を 基 に 、

サ ー

バ の ホス トと接続 し、

通信 を行 う。

従 って 、

WAISを 用 いて検 索 を行 う際 は 、

こ

の ソー ス を何 らか の手段 で 入手 して お く必 要 が ある 。

世 界 各地 に数多 く点在 して い るす べ ての サ ーバ に つ いて ソー ス を入 手 してお

くの は不 可能 で あ り、

ま た仮 に入 手 で きた と して も利 用 者 が その 中 か ら 自分 の

目的 に 合 った サー バ を探 す の は困 難 で あ る。

そ こで 、

利 用 者 の 目的 に合 ったサ
ー バ を探す た めに 、

directory-of-serversと 呼 ばれ るデ ー タベー ス を設 け 、

利

用 者 は まず このdirect。ry-of-8erversを 検索 す る こ とに よ り、

所 望 の デー タが

得 られ る と考 え られ るサ ーバ の ソ ー ス を入 手 す る こ とが で き る。
一 度入 手 した

ソー ス は利 用者 の使 用 した計 算機 上 の フ ァイル に格 納 してお くこ とが で き るの

で 、

次 に検 索 す る とき はdirect。ry-of-serversを 検 索 す る ステ ップ を略 して 直

接 目的 のサー バ に ア クセス す る こ とが で き る。

冨V9`まCERN(EuropeanParticlePhysics

Laboratory)で 開発 され た イン ター

ネ ッ トを また いだ リン クを 可能 と した分 散 型 のハ イパ ー テ キ ス トシ ステ ム であ

る。

日田 で は イ ン ター ネ ッ トに接 続 され た 複数 の 計算 機 上 に 、
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相 互 に リン ク さ

れ た テ キス トや 画像 、

音 声 が格納 され る。

VVVで は、

これ らの テ キス トな どを

その格 納 され て い る計算 機 を意 識 せ ず に リン クを た どって 読 む こ とが でき る。

VUUもVAISと 同様 に イン ター ネ ッ トに接 続 され た複 数 の サー バ とク ライ アン

トか ら構成 され る。

サーバ に は リ ンク付 け され た テキ ス トや 画像 、

音 声 が格納

され る。

クラ イア ン トは起 動 時 に指定 され た サー バ よ り最初 の テキ ス トを取 り

寄せ 、

利 用者 に提 示 す る。

提示 する際 、

そ の テキ ス ト中 に埋 め込 まれ た タグ に

従 って リン ク情報 を利 用者 に示 す 。

利 用者 は テ キス ト中 の興 味 を持 った りン ク

を指 定 して リン ク先 で あ るテ キス ト等 を取 り寄 せ る こ とが で き る。

テ キ ス ト中に は リンクの他 に文 字 の 大 き さや 字 体 の指 定 と、

画像 や音 声 の埋

め込 みが で き る。

これ らの指 定 を行 う タグの形 式 は 、

SG目Lに 基づ い て定 義 され

たHTHL(HyperText

Harkup

Language)に 従 って い る。

HTHLで 記 述 され た テ キス

トを サーバ と クラ イア ン トの 間で 転 送 す るた めに 、

HTTP(Hyperl『ext

Transfer

Protocol)を 用 い て いる 。

リン クを表 す タグに は 、

このHTTPで 接 続 す るサ ーバ

のホ ス ト名 と、

そ の ホス ト上 でユ ニ ー クな テ キス ト(ま たは 画像 や 音 声)の 名 前

が埋 め込 まれ てい る 。

リン クをた どる際 は 、

この ホス ト名 で示 され るサー バ と

接 続 し、

指 定 され た テキ ス トを転 送す る。

なお 、

タグ には転 送 に使 用 す るプ ロ

トコル も 同時 に指 定 で きる ので 、

HTTPだ け で は な くFTP(File

TransferProtoc

o1)な どの他 の プ ロ トコル を用 いた サ ーバ も利 用 で き る。

こ のW冊 の処理 系 に は様 々 な もの が あ るが 、

ここ ではそ の機 能 の 豊富 さか ら

よ く用 い られ るNCSA

Ho8aicを 例 に とる。

前 節 で述 べ た よ うに 、

VVVの サー バ はHTTPプ ロ トコル を使 用 す る もの が基 本

で あ り、

そ の他 のプ ロ トコル を使 用 した サ ーバ もVVWサ ー バ と して 利 用す るこ

とがで き る。

vvvサ ーバ の プ ログ ラ ムそ の も のはH。saicに は付 属 してお らず 、

C

ERNか ら提 供 され て い るyVVの パ ッケ ー ジに標 準 的 な も のが 含 まれ て い る。

賢日日

で は全 文検 索 の よ うな機 能 は提 供 され ない ので 、

VAISの よ うに あ らか じめ索 引

付 け する必 要 が ない 。

そ の代 わ りに サー バ 上に格 納 す るテ キ ス トをHTHLに 従 っ
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て記 述 してお く必 要 が あ る。

UUHサ ー バ はそ のHTHLテ キ ス トを ク ラ イア ン トか

らの要 求 に従 って 転 送 す る ことが 主 な機 能 で ある 。

HTTP以 外 のプ ロ トコル を用 い るサ ー バ の場 合 は 、

プ ロ トコル によ って サ ーバ

上 に格 納 す るデー タの形 式 な どが 異 な る。

例 え ばFTPサ ー バ の場 合 は 、

テキ ス

トや 画像 な どが 単 な る ファ イル と して格 納 して あ る。

また 、

各 種 のゲ ー トウェ

イを行 うサ ーバ も 準備 され てい る。

例 え ばVAISと のゲ ー トウ ェ イを行 うサー バ

で は 、

VVUか らVAISの 検 索 を 行 う こ とを可 能 と して い る。

VUVク ラ イア ン トに はCERNが 提 供 す る文 字端 末 向け の シス テム も ある が、

扱

い易 さ と機 能の 豊 富 さの 観 点か らNCSA

Mosaicが よ く用い られ る。

Hosaic}ま 田CS

A(NationalCenterfor

Supercomputing

Applications)で 開発 され た ツール

で 、

四 日だけ で はな く、

様 々な イン ター ネ ッ トのサ ー ビス に も ア クセ ス で き る

よ うに設 計 され て い る 。

Hosaicは マル チ ウ イン ドウ環境 を前 提 と してお り、

UN

IXのX-Windouシ ス テ ム上 で動 作 す る もの の他 にApple

NacintoshやNS-Vindogs

で動 作 す る もの も提 供 され てい る 。

Hosaicで は、

HTHLテ キス トに 埋 め込 まれ た タグ に従 って 文 字 の大 き さや 字 体

を変 えて表 示 した り、

リン ク付 け され て い る部 分 は ア ンダ ー ラ インや 縁 取 りが

施 され 、
一 目で わ か るよ うにな っ てい る。

そ の ア ンダー ラ イ ンの つい た語 や縁

取 りされ た部 分 をマ ウ ス で ク リ ックす る こ とに よ り、

リン クを た どる こ とが で

きる。

また過 去 の履歴 を保 持 してお り、
一度 た どっ た ことが あ る リンクに つ い

て は 、

そ の ア ンダー ライ ンが 異 な る色 の 破 線 とな る。

H。saicを 起 動 して か らの

た どった リン クにつ い て はた どった 順 序 を逆 に戻 る こ とがで き るほ か 、

履歴 ウ

ィン ド ウを表 示 して直接 それ まで に 読 ん だ テキ ス トの 一 つ を指 定 して戻 る こと

が で き る。

そ の ほか 、

テキ ス ト表示 ウ ィン ド ウの複数 化 や 利 用者 個人 の コ メン

トをつ け 加 え る機 能 も有 してい る。

Hosaicを 起動 した際 に は 、

ホ ー ムペ ー ジ と呼 ばれ る テ キス トが 表示 され る 。

ホ ー ムペ ー ジに はUVVや その 他 の サー ビスへ の リン ク情 報が 含 まれ て お り、

こ

の リン クを た どる こ とで各 種 のサ ー ビス の利 用 を 開始 す る 。

標 準 のホ ー ムペ ー

ジはNCSAで 準備 され てい る が 、

利 用者 が 独 自の ホー ム ペー ジを持 つ こ とも可 能

で あ る。

サ ー ビス の利 用 は基 本 的 にマ ウ スに よ る ク リ ッ クで 利 用者 が 各種 の指

示 を行 うが 、
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肌ISへ のアクセス時など文字列を指定する必要がある際は、

テキ
ス ト中に文字列指定用のフィール ドが現れ、

利用者が文字列を入力することが
できるようにな っている。

freeVAISで 提供 され るX-Vind。 口上で の クラ イ アン トシス テム はxvaisと い う

コマ ン ドで起 動 され る 。

xvaisを 起動 す る と

図1

の よ うな ウ ィン ド ウが表 示 さ

れ る。

この ウ ィン ドウ はdirect。ry-of-serversを 介 す る こ とな く入手 した ソー

スを入 力 、

編 集 した り、

検 索 ウ ィン ドウ を開 くこ とが で き る。

この ウ イン ドウ

の 「questions:」 の 「Nev]ボ タンを マ ウ スで ク リッ クす る と

図2の よ うに 検索 ウ ィン ドウ

が表 示 され る 。

「Tellme

about:」 のす ぐ 下に あ る フ ィー ル ドに検 索条件 とな

る語 を入 力 す る。

「ln

Sources:」 の 下に あ る フ ィール ドに は検 索 を行 う、サ ー

バ を表す ソース を指 定 す る。

ソー ス のデ フ ォル トはdirectory-of-servers.src

(ソ ース を格 納kた フ ァイル には 「.src」 とい う拡 張子 が つ け られ る)で あ る。

こ こで は例 と して雑誌C。 ㎜unicati。ns。fthe

ACHの 記 事 で 、

プ ログ ラ ミン

グ環 境に つい て書 かれ た もの を探 す こ とにす る 。

まず 、

雑 誌名 を指 定 して 、

di

rectory-of・-serversを 検 索す る(

図3

)。

この とき、

デー タベ ー ス 中に含 まれ

てい た語 は太 字 体 とな る。

検 索 結果 は 「Resulting

documents:」 の欄 に 表示 さ

れ るが、

その 際、

語 の含 まれ る度合 い に応 じて1000を 最 大 とす るス コ アが つ け

られ 、

そ の 大きい ものか ら順 に表 示 され る。

欄 の各 行 は左 か らス コ ア、

大 きさ

へ

日付 、

名 前 の順 とな って い る。

大 き さや 日付 、

名 前はデ ー タベ ー スに 格納 さ

れ てい る テキ ス トな どの形 式 に よ り様 々で あ る。

図3で は、

ソー ス が検 索結 果

で あ るため に 、

名 前 は ソー ス を格 納 す る フ ァイル の名 称 とな って い る。

ここで

はス コ アが1000と な って い るcacm.srcを 選 択 して 、

「View]を ク リッ クする 。

す る と、

cacm.srcをdirect。ry-。f-seTversか ら転送 して 、
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図4

の よ うに表 示 す

る 。

「Description:」 を 読む と、

こ のサ ーバ に はC。 ㎜unications

ofthe 、

ACH

の記 事 が格 納 され て い る こ とが わ か る。

「Save」 を ク リ ック して この ソ ース を

保 存 し、

次 にrAdd

S。urce」 で保 存 したcacm.srcを 選 択 す る(図5

)。

direct

ory・一。f-serversは も う検 索 す る必 要 が ない ので 、

「Delete

Source」 で 「InSo

urces:」 か ら削 除 してお く。

この状 態 で今 度 は 「progra㎜ingenvironment」 を指 定 して検 索 す る と 図6

の よ うに な る。

検 索結 果 に は記事 の タイ トルが 表 示 され て い る。

ここで 、

ス コ

ア1000の 記事 を選 択 す る と 、

図7

の よ うに記 事 の本 文 が転 送 され 、

表 示 され る

ロ

こ の時 、

検 索 に 用い た語 は 太字 体 で表 示 され 、

「Find

Key」 を ク リ ックす る

こ とに よ りその 語 が現 れ てい る部 分 を表 示 させ る こ とが で き る。

な お 、

基 本 的

にUAIsで は テ キス トと画像 が混 在 す る文 書 を扱 うこ とはで きな い ので 、

この記

事 も テキ ス トの部 分 のみ を読 む こ とがで きる 。

ま た 、

こ の よ うに取 り寄 せ た記

事 を フ ァイル に格 納 す る こ ともで き る。

画 像 を検 索 す る際 も テキ ス トの 時 と手 順 は 同 じで ある 。

画像 の 場合 は テ キス

ト・と異 な り、

画 像 を格 納 した フ ァイル名 や 付 与 キー ワー ドによ って のみ 索 引付

けが 行 われ る ので 、

再 現 率 が低 くな る傾 向が あ る。

こ こで はハ ッブ ル 宇宙 望遠

鏡 で 撮影 した木 星 の写 真 を取 り出 して み る。

まず 、

directory-of-serversで ハ

ッブル 宇 宙 望遠鏡 につ いて 検 索す る(

図8)。

ここ でス コ ア1000のsci.astro.

hubble.srcを 選 び(図9

)、

引 き続 い て木 星に 関 して検 索 を行 う(図10

)。

こ こで 、

ス コアtoooの ものは 「.gif」 とい う拡張 子 を持 つ ので 、

GIF形 式 の画

像 デ ー タで あ る こ とが わ か る。

そ こで これ を選 択 す る と、

デ ー タの転送 に しば

ら く時 間がか か っ た後 に
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図11

の よ うに木 星 の画 像 が表示 され る。

な お 、

国 際

回線 は常 に混雑 して お り画像 デー タは容 量 が大 きい ので 、

転送 に かな り時 間が

か か る こと もあ る。

x-Vind。 官版 のHosaicの 起動 はxm。saicと い うコマ ン ドで行 う。

Hosaicを 起 動

す る と最初 に ホー ムペ ー ジ を転送 す るので 、

少 し時 間が かか るが

図12

の よ う

な ウ ィン ド ウが 表 示 され る。

これ は 、

NCSAで 準備 して い るホ ームペ ー ジ であ る

リ

テ キス トで ア ン ダー ラ インが 引い て あ る とこ ろは リン クが 張 られ てお り、

こ

こをマ ウス で ク リ ックす る こ とに よ り リン ク先 の テ キス ト(場 合 に よ っては 画

像)を 表示 す る こ とがで き る。

例 えば 、

「Uorld

UideVeb」 の部分 を ク リック

す る と、

図13の ように 冊Hの テキ ス トfThe

VorldUideVebproject」 を表

示 す る。

ホ ー ムペー ジはNCSAが 、

「TheVorld

Vide冨eb

pr。ject」 はCERNが 提

供 してお り、

異 な る組織 にま たが って リン クされ てい る。

音 声や 画像 を含 む テ

キ ス トを表 示 した例 を

図14

に 示す 。

ス ピー カ の アイ コ ンとな っ てい る部 分 を

ク リ ックす る と音 声 が再 生 され る。

図14

は 口csAで 準備 してい るHosaicの 機能

を説 明 した デモ のテ キス トで あ る。

以上のようにインターネ ッ トでは様々なサー ビスが無料で提供 されている。

しか しなが ら、

その運用には多大な労力を必要とするので無料での提供に も限

界がある。

UAISで はその商用化が検討 されてお り、

既 に米国にVAIS
Inc.が 設

立 されてい る。

また、

現実の運用を通 して得 られた知見 を随時 システムに反映

させているので、

まだまだサー ビスの提供が安定 しているとは言い切れない と
い う問題点 もある。

しか しなが ら、

ここで紹介 したようなサービスは既に多 く

の研究者に利益 をもたらしてお り、

非常に有益な情報 ツール となっていると考

え られる。

Krol,Ed・TheVholeInternetCatalog&User,sGuide・

ISBNI-56592-025-2.0,Reilly食A8sociates,1992・
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LaQuey,Tracy;Ryer,

JeanneC.TheInternetCompanion:abeginner,sguidetoglobal

netvorking・

ISBNO-20t-62224-6.Addison－ 日esley,t992.

ラ ク ウ ェ イT.,

ラ イ アJ.C.著.鈴 木 摂 訳.Intem6tビ ギ ナ ー ズ ガ イ ド.

ISBN4-8tOl-8059-X.ト ッパ ン,1993.(TheInternetCorapanionの 訳 書

)
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body{17382}:

は じ め に 電 子 図 書 館 シ ス テ ム の 姿 に つ い て 概 観 し 、

次 い で フ ル キ ス ト ・デ ー タ

を 対 象 に 必 要 と考 え る検 索 機 能 に つ い て 考 察 を 行 い 、

筆 の 研 究 シ ス テ ム の 一 部

((1)に よ る 情 報 要 求 意 図 検 索 シ ス テ ム 、

(2)キ ー ワ ー ド 翻 訳 シ ス テ ム 、

(3)分

類 番 号 自 動 組 み 合 わ せ シ ス テ ム)を 紹 介 す る 。

前2件 の 研 究 シ ス テ ム は 、 ・

「関

西 文 化 学 術 研 究 都 市 を 中 核 と し たB-ISDロ 利 用 研 究 ・」(通 称:BBCC)内

の プ ロ ジ ェ ク トの 一 つ 「電 子 図 書 館 シ ス テ ム 」 に 組 み 込 ま れ 、

シ ス テ ム

と し て 既 に 稼 動 し て い る 。

そ こ で 、

最 後 に 当 シ ス テ ム を 通 し感 じた 電 子 図 書

館 シ ス テ ム の 運 用 に 係 わ り解 決 し な け ら ば な い と考 え る 問 題 点 を 提 起 す る 。

電 子 図 書 館 シ ス テ ム 、

検 索 イ ン タ ー フ ェ イ ス 、

フ ル テ キ ス ト ・デ ー タ検 索 、

情

報 要 求 意 図 検 索 シ ス テ ム 、

キ ー ワ ー ド 翻 訳 シ ス テ ム 、

分 類 番 号 自 動 組 み 合 わ せ シ

ス テ ム

First,generalfunctionsofdigitallibrarysystemarediscussed.

Second,necessaryfunctionsforinforrnationretrievalsystemto

fu11-textdataareinvestigated.Third,threee】 【perimentalsystems:a

合ystemforinformationretrievalbyquerysentences,asystemfor

keyvordstranslation,andasystemforautomaticcombination

classificationnumbersarepresenteduhicharedevglopedbythe

author.Thefirsttuosystemsarenouoperatedasdemonstrationsystems

intheBBCCprojectuhich・istheB-ISD厨BusinesschanceaCulture

CreationsprojectinJapan.Finally,someproblem8vhichmustbesolved

torealizeadigitallibrarysystemarepresented.

Digitallibrarysystem,Informationretrievalsystem,sinterface,

Full-textdatabase,Informationretrievalsysternbyquerysentences,
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Keyuordstranslationsystem,Classificationnumberautomatic

combinationsystem

Internetの 利 用に よ り、

多様 な情 報伝 達 ・情 報入 が 可能 に な って き た(1)。

この 結果 、

例 えば原稿 作 成 、

原 稿 投稿 、

編 集 ・出版 業 務(事 業)、

出版 物 の物流

(り 次 ぎ)事 業 、

図書 館サ ー ビス 業務 、

出版 物 の入(購 買)方 法お よび読 書

形態(情 報入=砲 廠 腓==僑 修靴 弔弔 △福=修 龍 僕療=併 余勢 人 嚴 疎展K

は 、

Texton・ ・DemandSystem(TDS)で あ る と言 え る 。

当機 能 を、

現在 、
一般 に電 子

図書 館 シス テム(DigitalLibrarySystem)、

さらに は仮 想 図 書館 シ ス テム(Virtual

LibrarySystem)と 呼 称 され て い るが 、

あ くまで もTDSで あ る と言 える 。

決 して

そ うは な らない と言 う考 え(2)が ある が 、

基本 橿=砲 亘穆 とか 雑 誌等 の物 理 的 な冊

子(テ キス ト)は 減 少 し、

そ の代替 物 として フル テ キス ト ・デ ー タベ ース を作 成 、

検索 、

利用 す る形 態 にな る もの と考 え られ る 。

しか し、

際 の運用 に 至 るま でに 多 くの課 題 解 決 が必 要に な る のは事 で ある 。

B-ISDNを ベ ー ス とす るNIIさ らに はGII整 備 問題 を 別 に して も、

解 決 しな けれ

ば な らな い 問題 点 と して 、

以下 の3点 に大別 で きる。

1)フ ル テキ ス ト ・デ ー タベ ース 作成 支援 、

検索 等に係 わ るシ ステ ム機 能 問題

2)情 報流 通 上 の標 準仕 様 、

著作 権 、

遡及 テキス トの フル テ キ ス ト ・デ ー タベ ー

ス化 等 に係 わ る運 用問題

3)利 用教 育 、

経費 等 に係 わ る=簑j

本 槙鴫 砲=い 董 △呂 犬砥 謀纏 匿 淵銭 噴轡 好 謄櫨 了健 砲 弔 い導 鬼倭 掘 ⊆,

い妊 俵k

キ ス ト ・デ ー タを対 象 に必 要 と考 える検 索機 能 につ い て 考察 を行 い 、

筆 の研究

シス テムの 一部((1)に よる情 報 要求 意図 検 索 シス テム 、

(2)キ ー ワ ー ド翻 訳

シス テム、

(3)分 類番 号 自動組 み合 わ せ シス テ ム)を 紹介 す る。

前2件 の研 究 シ

ス テ ムは 、

「関西文 化 学術 研 究都 市 を中 核 と したB-ISD田 利 用 研 究 ・」

(通 称:BBCC)内 のプ ロ ジ ェク トの一 つ 「電 子 図書 館 シ ス テムSに 組 み 込 まれ 、

シス テム と して既 に稼 動 して い る。

そ こで、

最 後 に当 シス テム を通 し

感 じた電 子 図 書館 シス テ ム の運 用 に係 わ り解 決 しな け らば な い と考 える 問題 点 を

提 起 する。

現 行 の技 術 を基 に シス テ ム機能 お よびそ の使 い勝 を 、

また 、

我 々情報 要 求=

の情 報理 解 お よび情 報 利 用行 動 か ら考 える と、

電子 図書 館 シ ステ ムの 姿 を 、
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概念

的には以下のように描け る。
t)一 義的な姿 として 、

従来の図書、

論文、

文書等テキス トをB-ISD日(際 には

Internet)を 介 し、

個人の叩で検索 ・見る(読 む)こ とができる仕組み。
2)発 展系の姿として、

テキス ト以外に、

映像お よび音楽等音情報を検索 ・見聞

きできる仕組み。

しか し、
"鑑 賞"と いう行動を別にすると

、

我 々情報要求の理想とする情報

要求は、

決 して1)の ような姿ではない。

我 々の情報入は、

必要な時 に、

即

時 、

最適な"解"(情 報そのもの)を 期待する。
この場合 、

テキス トを読み(解

読 し)、

必要な情報をテキス ト内容か ら発見するプロセス(行 為)は 、

非常に繁

雑 であ り、
=任 呂覆い海警砲 石橋8醜 圓凌洲饅瞭髪 表颪=鼓 告鰯汗緋穆的

に資料(テ キス ト)を 利用する"場"と 理解 していることに対 して、

情報入 を

目橿=帽 佑■疹射精U簑 侠==旦=魎 兇犬種ね=海 蓮△海療世砲△機襲里塙佑rk

(勿論 、

利用 したいテキス トが多 くの場合、

無い、

と言 うこともある)。

そ こで、

上記t)の 機能に対 し、

情報入 を 目橿=箸 垢詞纏鹿淵 淺噴轡好謄櫨悦隆=圓 蓮"

理想的な姿として下記の3番 目櫻了懐 里葱 △砲覆跨A8

3)理 想的な姿 として、

知 りたいことのみ を検索,

機海箸=任=詳 伝箸漂#

(この ことのためには、

テキス ト内容か ら知識情報 を抽 出 し、

知識情報データベース

として提供す る必要がある(但 し、

筆 は、
テキス ト内容の真偽の"定 か さ"

の問題か ら、

素材知識情報 と読んでいる(3)))。

現行の フル テキス ト ・データ検索システムは、

検索指示語に対 し、

記述文内の

記述語 とのに形態照合 によって検索す る方式のみ となっている。

しかも、

検索

語は情報要求が情報要求内容をキーワードにて表現 し、

にキーボ婚擢描犠酒K

よって指示する方式に限られている。

図書、

雑誌論文 ・記事等のフル テキス トが記 述文および図表、

真筆によって

構成されていることを考 えると、

図表および真 の、
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特 に その 内容 を対 象 に検 索

する機 能が 必 要に な る 。

また 、

検 索指示 を=垢 襯 う鴎 拭 擢儀 刀 う控'修 箸靴 董"

特 に非健 常 を も考慮 す る必要 が あ り、

キ ーボ椿 梱 匹=瘡 了側==阿 妨 造猶 此"

音声 指示 を=垢 覧'修==厨 砲 覆補=汗 拭 噂 江鍾 爵 ざ庇 蓮 ⊂鍾 爵 －e疇晴F

を文 脈 にて想 起 してい る こ と を考 え る と、

検索 指示 を=垢 覧'修 箸靴 董 ▲=]

ワー ド=妨 造 瘡 此 △衛 す る機 能 が必 要 に な る。

以 上 、

フル テ キス ト ・デ ー タを対 象 とす る検 索機 能 に 限 って も 、

その ため の研

究課題 は多 々あ る(表1

)。

以 下で 、

フル テキ ス ト ・デ ー タを対 象 とす る筆 の研 究 シ ステ ム の一部((1)=

問文 に よる情 報 要求 意 図検 索 シ ス テム 、

(2)キ ー ワー ド翻 訳 シ ステ ム 、

(3)分 類 番 号

自動組 み合 わ せ シス テ ム)を 紹介 す る 。

但 し、

当研 究 システ ム につ い ては 、

それ

ぞれ 既 に発 表 してい る ので(下 記 文献)、

本槙 賠任 呂縫 轡 好謄 櫨 量 櫻 的 とそ の機

能概 要 を示 す。
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1)に よ る情報 要 求 意図 検 索 シス テ ムの 研 究 開発

情 報検 索要 求 に は、

例 え ば 「Aに つ いて 知 りた い 」 と言 う情 報 要求 に対 して 、

検 索結 果 に対 す る期 待 と して 次 の2櫨=△ 纏綾 里 塙佑 ■ 掃0諸 弔 蓮 〆='ta

事 項 「A」 に"関 連 す る情 報"の 検 索結 果 を期 待 す る場 合 と、

も う一 つ は、

例 え

ばrAを 購 入 した い ので 」 と言 った"隠 された 願 望+温=匹 函 崔 △掘 ■舛01,000

円以欧噺 世辰 拭 噺 〆=鮎 錨 匹妨=腓 Ω 〆=顛 末 魎=圓 垢 言ト射 腓=△ 橋A阿r

関連 情報 検 索 と呼 び 、

後 を知識 情 報検 索 と呼 ぶ ことが で き る。

知 識情 報検 索 に つい て は 、

例 えば 「購入 した い」 と言 う"隠 され た願 望+橿=1

に対 し、

「既 に販 売 され て い る」 こ との検 索結 果 で なけれ ば意 味 を な さない し、
「A」 が 「1,000円 以 欧 慮 〆=歳 末 任 覆 韻語 野 撒=髪 覇 気覆 あ#

この こ とに対 して、
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現行のキー ワード指示型検索システムでは、
この区別は出

来ず、
「全てのA」 に関するテキス トを検索結果 とし、

後 は検索の判断に任せ

る方式にな ってい る。

そ こで、
"隠 された願望+橿=匹 函噺〆=肪 錨匹脆鍾爵ざ登媛汗箸箸猶－v

情報検索意図はにて表現す る以外にないことか ら、

を=轡 俵襯F

キス ト・デー タに対 し検索する情報要求意図検索システムの開発研究を行ってい

る(図1

、
2

、
3

、

4

)(上 記文献(1))。

2)キ ーワー ド翻訳システムの研究開発

Internetを 介 レ々のデータベースを検索するこ とが可能になったが、

また現

行 の情報検索 システムにおいても同様であるが、

日英それぞれのデ ータベースに

対 し、

日英同義の検索語指示を行 う場合 、

日英それぞれの検索語を独立に指示 し

なければ検索できない し、

また専門用語に代表 される複合語の一括検索 は習で

はないことか ら、

絞 り込み検索を行が要があ り、

検索指示は依然繁雑 さを極 め

ている。

そ こで、

日英独 立の検索語 の二重指示回避お よび複合語一括検索を可能にする

ことを 目橿=法 く9膳 貌言=残==r餐 蔓梱垢箸垢管9賭 貌言=残=轡 好謄`

の開発研究を行っている(図5

)(上 記文献(2))。

当複合語生成一訳規則を収

集するために、

情報処理分野の 日英 ・薬 日対訳用語集(総 語数8,144語)を 基に

複合語の構造分析 を行い、

現在までに、

日英 ・英 日複合語生成一訳規則2,268

規則を収集 し、

2,281語 基対訳辞書を構築 している。

上記2件 の研究 システムについて 、

「新世代通信網」(略称:BBCC)内 の

プ ロジェク トの一つ 「電子図書館 システム」(Ariadne)に 組み込 まれ 、

験 システム として既に稼動 してい る(図6

)(上 記文献(3))。

3)分 類番号 自動組み合わせ システムの研究開発

Internet上 に提供 され ているデ ータは、

日英記 述のみのデー タとは限 らず、

多

言語に及ぶ。

しか し、

日英以外の他(多)言 語デ ータに対する検索は、

検索語 で
はまず不可能 である。

このことに対 し、

従来から、

universalな 検索語の1と

してUDC(分 類番号、
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正式には標数と呼称)が 利用 されて きた。

そ こで、
Internet

上に提供 され るデータに必ずUDCに よる標数が付与されれば、

日英以外の他(多

)言 語デー タに対 し、

キー ワードと同レベルでの検索が可能になる。

しか し、

UDC

について、

さらにはその利用(特 に、

分類番号の組み合わせ)の 仕方となると、
一般の人は知る由がない。

そ こで、

母国語の索引語あるいは検索指示語に対 し、

UDCの 標数を検索 し、

必

要な分類番号を自動的に組み合わせる分類番号自動組 み合わせ システムの開発研

究を行っている(図7

)(上 記文献(4))。

筆は、

現在進行中の 「新世代通信網」(略称:BBCC)内 の 「電子図書館

シス テム」プロジェク トに研究参画 してきた。

当経験か ら、

技術的課題 もさるこ

とながら、

下記2点 の問題解決 の必要性を痛感 させ られた。

益 々盛んにな ってきたIntemetの 利便性に関する解説 および電子図書館 システ
ムの構想は、

現時点において作成 され、

流通 している電子化 テキス トのみ を対象

に、

その夢を語 っているに過ぎない。

電子図書館 システムが現行の図書館サービ
スの代替になり、

その有効性 を誰 しもが認 め、

利用するよ うになるには、

最新の

テキス ト流通 と合 わせ遡及 テキス トの提供が必要になる。

情報入に しろ、

読書

お よび鑑賞にしろ、

テキス トを対象にす る場合 、

その対象 として遡及 テキス トは

必須櫻箸覆福=垢 覆綴織 ∩無縫謄=好 箸=俵 襯謄=好 函E如 擢燭箸靴督鵡,

気諸J

い限 り、

システム機能が技術的に確立 して も、

電子図書館 システム自身は、

いつ

しか机上の空論 と化することになる。

●現時点において、

特にわが国においては、

上記2.

で示 した1)の レベル での=

現が検討されているが、

運用に至るには、

下記 問題点の解決が必要になると考え

る(4)。

1)遡 及 テキス トのフルテキス ト・デー タベ ース ①B)化 問題

各テキス トに対す る知的所有権(著 作権)問 題か ら、

フル テキス トDB化 は

所蔵 図書館では行 えない。

例え行えたとしても、

全国規模、

66



あるは世界規模で考

えて重複入力回避管理が必要にな る。
このことに対 して、

どうしても、

版 元(例

えば、

出版)に よるDB化 が必要になる。

しかし、

現行入力技術(ス キャ

ナ→OCRソ フト利用。

但 し、

活字以前の書き文字文書には対応 できない)か ら

考え、

そのは大変なことにな り、

フルテキス トDBを 有償で提供するに して

も、

営業政策か ら、

相 当落ちこぼ横謀僻sDB化 テキス ト)が 出ることが想像できる

り

そ こで、

非DB化 テキス トのDB化 をどうしてい くか、

と言い=犬 犬橋8

2)新 規作成 テキス トのDB化

現在、

既 に著の段階でVP,DTP等 により著作あるいは文書作成が行われてお
り、

また版元あるいは印刷会において 、

ほとん どのテキス トはDB化 されてい る

ことか ら、

新規作成 テキス ト対応の運用は促進する。

しかし、

課金方式の確立、

著作権保護の制度化問題 の解決が必要になる。

3)非DB化 テキス トを含む著作権除外テキス トのDB化 問題

所蔵図書館による宗,
==厨 砲覆禰=靴=掘 額癩△△捷い論 こΦ=0

での重複入力回避 管理体制の確 立が必要になるし、

何よ りも経費問題 が生 じる。

以上 、

遡及 テキス トのDB化 問題 は、

(1)経 費問題 、

(2)重 複入力回避体制の確立問

題、

(3)課 金方式の確立、

(4)著 作権保護 の制度化 、

(5)書 き文字テキス ト対応OCR

ソフト開発等の問題解決が必要になる。

● 「デ ータ入力工場」の機 能概 要

電子図書館 システムの成立可否 問題 、

すなわち遡及 テキス トの フルテキス トDB

化問題以前に、

酸性紙問題からテキス ト保 存上、

何等かの媒体変換を急 ぐ必要が

あ り、

その一例 として フルテキス トDB化 が考 えられ るだけに、

産業育成策を 目温*

に電子図書館 システム ・プロジェクトを推進するだけでな く、

文化保存に視点 を

当てた国家 レベルでの遡及テキス トDB化 対応策を推進する必要があると考える。

以下、
このことを 「テキス ト ・データ入 力工場(設 置構想)」 と称 し、

簡単にそ

の機能 を考察す る。

1)「 テキス ト・デ ータ入力工場」の位置付け

各機関(例:出 版、
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図書館、

公文書館 、

企業、

大学等)の 遡及テキス トを入

力 ・DB化 する全国規模 の法人。

但 し、

機密保護の観点か ら一の公=N"X
とする。

各地域に支所工場を置き、

B-ISDNで 結び、

運用する。

2)「 テキス ト ・データ入力工場」の運用

各機関の、

電子図書館 システムに供 しうる所蔵遡及 テキス トをDB化 し、

DB

を各機関に任垢橋C△ 掘 ∩換鼓=呂 任僚妬F=牢 浜=餌 圓A3撞'q免ODBを 原

則 として電子図書館システム上に供するものとす る。

経費は各機関において工面

する。

但 し、

(1)わ が国においては、

倍楡=裁 砲鼓愉 ⊇胸琶=蝋 驚=館 韻淵餓瞭鉾埜5

が倍櫻垢 覧遡海観瘡辰計い機海箸=尊 埜気胞=いFDB化 を放棄 した出版物(著

作権放棄テキス トと位置付ける)を 国立国会図書館 において、

国の予算 においてDB

化を施機垢楴#

(2)書 き文字テキス ト等、

現行技術 にてDB化 できないテキス ト等は、

現行書誌

データベ ースに少 な くとも目櫻離如擢燭=鼓 喀鑑 ▲如擢燭観婚辰掘 嫡,

9

る。
このことか ら、

対象となる現物テキス トは、

既図書館 において管理 ・閲案=R

供する。

以上の 「テキス ト ・データ入力工場」を設置 し、

運用すれ ば、

上記5.1.で 述べ

た少な くとも遡及 テキス トの入力 ・BD化 に関する中心的問題点(経 費問題および

重複回避問題)は 多少な りとも解決で き、

電子図書館システムの運用は促進 され

るものと考える。

また、
「テキス ト・データ入力工場」の設置を全国規模で考 え

るな らば、

時限立法的存続になることが想像 できるが(し か し、

短期ではないあ

る期間存続する)こ とか ら、

特にOCR変 換結果修正等人材の必要性を考 えると、

高齢枢擁_颪==犬 掘 楼董萱=重=利 点にも結び付 くもの と考える。

尚、

当フルテキス ト ・データベース化問題 に関 して 、

アメリカ議会図書館(LC)

の全米図書館蔵書のフルテキス トDB化 を 目槁犬砲=い 拭峻纏踊渕飽曄弾汁[(5)に

ついて、

今後注 目櫻靴討い==厨=△ 機塙佑「橋#

現行の図書館サービスが、

その理念か ら無償で行われていることに対 して 、

電

子図書館 システムにとって代 わるようになると、

現行のデ ータベース検索システ
ムが有料であるように、

その利用、

すなわちテキス トDBの 検索,
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詫=舛 砲J

り、

利用におけ る経済格差が、

情報人差 に直結 して くる可能性 がある、

と

い う新たな問題 点に気付 くのである。

エンゲル係数は食費に対 しているが 、

現代

において、

新たな問題点と して教育費係数(俗 称:エ ンジェル係数)が 進学

問題に対 しているの と同様に、

情報 アクセス経費が、

経済格差に直結す る可能性
があ る。

情報アクセス権 までが経済格差に よって左右されることになると、

過去

の幾つかの事例が示すように、

将来の恐ろ しさを感 じるである。
このこ

とは、

既に メデ ィアの多様化に よって始ま っている。
このことの是正に、

以下の

ような問題解決が必要になると考 える。.

t)テ キス ト・デ ータ単価は、

現行 のメデ ィア単価 と同様 、

個別 に設定 されるの

は当然である。

この結果、

検索 覆い綴罐 詰表顕 卜繕襲賄=魁 ⊇杜明=砲J

る。

そこで、

回線利用料金 リスク回避の問題 を含 め、

まず、

テキス トの要約(抄

録)を 見て、

フルテキス トを利用できる様 、

要約データの提供を義務付ける必要

がある、

と考える。

現行において、

我 々は、

例えば出版案内(一 の広告)を 見

て、

あるいは書店にて"立 ち読み"を して購入判断を している。

出版案内は版元

の 自によるが、

電子図書館 システムへのフルテキス ト ・デー タの提供に当

たっては、

まず、

要約データの提供 を義務付ける必要がある と考える。

2)既 に、

検討が開始 され ている と聞 くが、

回線使 用料については、

重量性でな

く定料性導入が どうしても必要 にな ると考 える。

以上見てきた ように、

電子図書館シス テムの成立には、

まず、

遡及 テキス トのDB

化およびその提供が必須榎任△襯0既=⊃ 卦=謄=好 函E如 擢燭砲弔い討蓮"lnternet
の利用によ り、

個人においてテキス トを信可能 となった。

しか も、

そのテキ
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ス ト形 態 は 、

従 来 の静 的な 文字 型 テ キス トだ け でな く、'

動 的 な映像 ・音@
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3.SGHL

の 基本概 念

3.1標 準汎 用 マー ク付 け言 語

3.2文 書構 造 の表 現

3.3

以 降 つづ き

全 文デ ー タベ ー ス の作 成 ・保 守 ・交換 の た めの 技術 と して 、

また電 子 出版 の 基

礎 技術 と して 、

SGHL

(StandardGeneralizedMarkupLanguage)が 注 目され て

い る。

SGHL↓ ま1986

年 にISOの 規 格8879

に な り、

欧米 で は広 く使 わ れ て い

る 。

ま た 日本 で も、

92年 に はJIS規 格

X-4t51

とな り、

最近 特 に注 目 され る

よ うに な って き た 。

そ こで 本稿 で は 、

SGHL

の 効用 と適 用 事例 、

SGHL

の 基本 概

念 と機 能 な どを簡 単 に解 説 す る こ とに した い。

SGHL

は全文 デ ー タベ ー ス(DB)を 作成 ・保 守す るた めの 技術 で あ る。

また 、

SGHL

方 式 で作 成 され た 全文DB

は別 のハ ー ド ・ソ フ ト上 に移植 しや すい か ら、

全 文DB

の交換 に も適 して い る 。

そ して 、

テ キス ト(文 字)

だけ で な く、

図表 ・

写真 な ども含 めて 扱 え る 。

そ の点 、

従 来の テ キス トのみ の

DBで は な く、

正 し

く全 文DBの た め の技 術 と言 え るだ ろ う。

SGHL

の 基本概 念 の所 で述 べ る よ うに 、

SGHL

は 文書 を構 造化 して観 る 。

そ のた

め 、

SGHL方 式の 全 文DB

で は文 書 の構造 が 明示 され 、

CD-ROH

や検 索 システ ム

に 載せ る 場合 も変 換 処 理 は容 易 で あ る。

また 、

文 書構 造 に対 す る

SGHL
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の見方

はハ イパー テ キ ス トとも近 い か ら 、 』

ハ イパ ー テキ ス ト形 式 に も容易 に 変換 で き

る。

これ らの特 徴か ら

SGHLは 電 子 出版 の 基礎 技術 に もな って い る。

SGHL

の適 用対 象 は現 時 点で も、

1)マ ニ ュアル ほ か の技 術 文 書 、

2)

政府機 関

作成 の文 書 、

3)古 典 テ キ ス トの全 文DB、

4)

学術 書 ・学会 誌 な ど多 岐 に亙 る。

分 野 は問 わず 、

文 書 一般 と言 え よ う。

紙 面 の都 合 上 、

適 用例 を挙 げ る余 裕 は無 い が 、

図書館 関連 で言 えば 、

Oxford

English

Dictionary,Elsevier

の出版物 、

日本 化学 会 欧文 誌 な どが あ る。

学

術情 報セ ン ター もSGHL

実験 誌な ど多 くの研 究開発 プ ロジ ェ ク トを実施 して い

る 。

また 、

変わ った ところ で は 、

Internet

上で 動

くハ イパー テキ ス ト ・シス テ ムHosaicが あ る 。

Hosaic

は、

デ ー タ入 力 の仕 様 にSGNL方 式 を採 用 して い る。

な お 、

SGHL

の適 用例 と して有名 なCALS(米 国の 電子 文 書化 のプ ロジ ェ ク ト)

が昨 年 、

民生 化 され た。

これ に よ り、

SGHL

は商 取引 の分 野 で も広 く使 わ れそ

うに な って きた 。

SGHL

とは 、

全 文DBの 構造 を明示 的 に 表現 す るた め の言 語 で あ る。

デ ー タベー

スの用語 で 似 た もの を挙 げれ ば、

デ ー タベ ー ス の構 造 を定 義 す る

DDLが あ る 。

た だ し、

SGNL

は 出版印刷 の分 野 か ら出 て きた 技術 で あ るた め 、

そ の分野 の用

語 、

た とえば 、

markup

が使 われ てい る。
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そのため、

デー タベース と出版印刷

の両面か ら理解 する必要がある。

まず、

SGHLと いう言葉から説 明する。

実は、

SGHL

は、

出版 印刷の分野か ら出

発 し、

文字 の大きさ ・レイアウ トなど印刷 に関わる細かな事柄から脱却 して、

全文

DBの 構造表現 に至ったのだが、

その道 を説明す ることになる。

次に、

SGHL

による全文DBの 構造表現の考え方 を説明す る。

SGHL(Standard

GeneralizedHarkupLanguage)

を直 訳 すれ ば 「標 準汎 用 マ ー

ク付 け言 語 」 とな る が 、

これ で は よ く分 か らない で あ ろ う。

実 は 、

IBH

社 で社

内 文 書 の作成 に使 われ て い たGHL(GeneralizedHarkupLanguage)

が あ り、

このGHLを 概 念 的 ・機 能 的 に拡 張 して 、

ISOの 標 準(standard)

と した ので

あ る 。

markupは 辞 書 に な い言 葉 でttmarkup,,

か ら作 った 造語 であ る 。
``mark

up,,

とは編 集 者 や 印刷 デ ザ イナ ー が 、

見 出 し、

テキ ス トお よびそ の 他 の部 分

につ い て書 体や サ イズ な ど体裁 に関 す る指 定 を原 稿 上 に手 書 きで 書 き込 む こ と

で あ る 。

そ こで 、

同様 の 指示 を 手 書 きで はな く、

電 子 的 に与 え る こ とを
ttmarkup"(マ ー ク付 け)と 一 語 で言 うことに した そ うで あ る。

そ して
``generalized,,で あ る が 、

これ はmarkupに は固有 と汎 用

(gene士alized)

の 二種 が あ り、

後者 の 方だ か らであ る 。

ここ で 、

「固 有 」の

markup

は 、

文 書 の 体裁 を記 述 す る ため の コマ ン ド(命 令)

で あ り、

使 用 す る

印刷 機 器 や そ の ソ フ トウ ェア 専用 で あ る。

そ の た め 、

固 有 と言 われ る 。
一 方 、
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「汎 用」 の方 は 文書 の体 裁 で はな く、

構 造 を記述 す る

markup

で 、

見出 し、

注、

引用 テキス トな ど文 書 を構成 す る 要素 の 始 点 と終 点 をマ ー クする 。

ソ フ トウェ

アは 、

そ の マー クを判 定 して 、

要 素 ご とに 書 体 、

サ イズ、

体 裁 を指定 し、

印刷

する 。

こ うすれば 、

markup

は機 器に依 らな くな るか ら汎 用 とな る。

最 後 に"1anguage"

につ いて であ る が 、

汎用 マー ク付 け の仕 方 は 、

それ を判

定す る ソフ トウ ェ アが誤 り無 く判 定 で きる よ うに 、

厳 密 な必要 が あ る。

コ ン ヒ。ユー

タ科 学的 に厳密 な枠組 み と して は 、

文 法

(syntax)を 持 った"language・,

と

する のが普 通 で あ り、

この 場合 もそれ を採 用 した ため 、

1anguage

とな ったわ

け で ある。

GHLの 意 味 は以 上 の とお りで あ るが 、

GHL

とい う文 字 自体は 、

そ の 開発 者

CharlesGoldfarb,EdvardHosh6r,Raymond

Lorieの3人 の姓 の 頭文 字 を並

べ た ものに もな って いる 。

JISで は

SGHLの こ とを 「文書 記 述言 語SGHL」 と言 う。

これ は 、

SGHLが 文 書

(document)を そ の構 造 に基 づ い て 記述 す る か らで あ る。

SGHL

で は 、

テ キ ス ト

だ けでな く、

図表 や写真 な ど全 て を含む 物 を 「文 書 」 とい う。

なお 、

SGML

で

言 う文書 とは本 稿 で言 う全 文DBと 同 じ意 味 にな る。

文 書には 、

章 、

節 、

段 落な どの 階層 構造 と、

注 、

文献 参照 、
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図表の参照などの

非階層構造

(参照関係構造)と がある。

そ こでSGHLで は、

この2

種類の構

造 を表現で きるように している。

そ して、

文書を記述するには 、

その構造を記

述 した部分

(DTD)と 文書のデー タそれ自体 とが必要 と考える。

DTDはD。CUInentType

Definitionの 略 で 、

JISで は文 書型 定 義 と訳 して い る 。

DTDは 文 書構造 を

SGHL

の構 文 を使 って 定義 ・記 述 し、

そ の文 書 の場 合 の マ ー

ク付 けの 仕 方 を記 述 した もの であ る 。

文 書 は 、

単 行本 、

論 文 、

レポ ー トな ど文

書 の 種類 に よって 、

そ の 構造 が 異 な るか ら、

種 類 ごと に

DTDは 異 な る。

DTD

を 自分 で書 くに はSGHL

の構 文 を知 る必要 が あ るが 、

種 類 に よ って はDTD

が

既 に用 意 され て い る こ とが ある 。

そ の場合 は 、

それ を使 え ばよ く、

自分 で 書 く

必 要 はな い 。

SGHL

は文 書 構 造 に関 す る 国際 規格 と聞 い て 、

全 て の文 書 に適 用 す る規格 を決

め る のか と誤 解 す る人 が少 な くな い 。

しか し、

SGHL

で は文 書 の種 類 に よ って

構 造 は異 な る と考 え てい る 。

そ して 、

そ の 文書 の 関係 者 が 必要 に応 じて

DTD

を決 め る こ とと し、

DTDを 書 くた め の文 法 をSGHL

と して規 格化 した の であ る。

そ こで 、

個 々のDTDはSGHL

の ア プ リケ ー シ ョン と言 える。

また 、

マ ー ク付

け の仕 方 を書い たDTD

を文 書構 造 記述 言 語 と観 れ ば 、

SGHLは メ タ言 語 と言 え

る。

文 書 のデ ー タと して は 、

DTDに 従 って マ ー ク付 け され た テ キ ス ト

(文 書 テ キ ス
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'

ト)と 、

図や 写真 を ビ ッ トパ ター ン化 した フ ァ イル

(外 部 エ ン テ ィテ ィ)が

あ る。

外 部 エ ンテ ィテ ィもDTD

に従 って お り、

本 文 か らの参 照 関係 は 文書 テ

キス ト中 に書 き込 まれ て い る。

なお 、

表 や 数式 は文 字 で書 け るた め 、

文 書 テキ

ス トの中 に書 くこ とが で きる 。

(以 下 、

次 号 に続 く)

用語 集:

Internet:

NetvorkofHetvork

で表 現 され る よ うに世 界 を カバ ー す るC。mputernetv。rkで す。

詳 し くは、

イン ター ネ ッ トに つい て の情 報 あ るい は

イン ターネ ッ トとは なに か(F。rYourInf。rmation)を 参照 して 下 さい 。

Hosaic:

HorldVide日ebの ビ ュ ー ア の 一 つ で 、

H。tifで 書 か れ て い る 。

VorldVideVebFrequentAskedQuestionを 参 照 して 下 さ い 。

headings{144}:全 文 デ ー タ ベu・一ス の た め の 技 術:SGHL

1.は じめ に

2.SGHLの 効 用 と適 用 事 例

3.SGNLの 基 本 概 念

3.1標 準 汎 用 マ ー ク 付 け 言 語

3.2文 書 構 造 の 表 現

images{82}=/icons!green・9if'

!icons1green.gif

/ic。ns/green.gif

/icon8/blue.gif

!icons/blue.gif

keyuords{391}:1.は じめ に

2.SGNLの 効 用 と適 用 事 例

3.SGHLの 基 本 概 念

3.1標 準 汎 用 マ ー ク付 け 言 語

3.2文 書 構 造 の 表 現

3.3以 降 つ づ き

1.は じめ に

2.SGHLの 効 用 と適 用 事 例

Internet

Hosaic

3.SGHLの 基 本 概 念

3.1標 準 汎 用 マ ー ク 付 け 言 語

3.2文 書 構 造 の 表 現

以 下 、

次 号 に 続 く

Internet

イ ン ター ネ ッ トに つ い て の 情 報

イ ン ター ネ ッ ト と は な に か(ForYourInformation)

Hosaic:

VorldVideWebFrequentAskedQuestion

title{35}:Technologiesforfulltextdatabase

url-references{222}:#1

#2

#3
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#3.1

83.2

.!kanpoo2.htm1

81nternet

#Hosaic

./kanp。 ・2.html

http:!/wwu・tokai-ic・or.jp!lnternet/inde】 【-jp.html

http:!/9甘 甘.tokai-ic.or・jp/Internet/FYI/index-jp・html

http:!/icsj6/tj.chiba-u.ac.jp/FAQ/HH日/甘 甘日_faq_jp.htm1

}

@FILE{http://百 官冒.d1.ulis.ac.jp/ISDL95/CFPJ.html

Update-Time{9}:823695503

Last-Hodification-Time{9}:808659585

Time-to-Live{7}:

Refresh-Rate{6}:

Gatherer－ 日ame{4}:

Gatherer-H。st{18}:

Gatherer-Version{3}:

Type{4}=HTHL

File-Size{4}:4114

HD5{32}:

head{3305}:

2419200

604800

ULIS

voyager・uli8・ac・jp

1.0

615913c4c4721ef40a5180e180dOdleO

8月9日 以 降 の変 更情 報 は こ ち らです!!毎 日ご覧 くだ さい!!

ISDL,95CallforParticipationlSDL,95:InternationalSymposiumon

DigitalLibrariest995

デ ィジ タル 図書 館 国 際 シ ンポ ジ ウム

1995催:図 書館 情 報 大学

茨城 県 つ くば市

期 間:1995年8月22日 ～25日(*)

場所:図 書館 情 報 大学

シン ポ ジウ ム委 員長:田 畑 孝 一(図 書館 情 報 大学)

企 画委 員長:山 本 糊M此 平 潤飾 柾 鍾 鴛膳 惰K

プ ログ ラム委 員 長:杉 本 橡 斗 此平 測饅 柾 鍾 驚鱈 惰K

here

ア メ リカ合 衆 国 に おけ る国家 情 報 基盤(NII)整 備 計画 に 代表 され る広域 ・国際

ネ ッ トワー クを 利 用 した 情 報基 盤 の整 備 の重 要性 が広 く認 め られ てい ま す。

我 が 国

に おい て も情 報 基盤 整 備 の 重要 性 は 広 く認識 され てお り,

ま た 国際 的 な広 が りを持

つ情 報 基盤(GII)の 重 要 性 も広 く認 め られ てい ま す。

こ う した情 報 基盤 を成 功 させ る

に は,

ハ ー ド ウェ ア面 で の整 備 は も と よ り,

情 報基盤 をい か に 利 用す る か,

情 報 を

い か に流通 させ る か が重 要 な課題 で す。

こ うした情 報 基盤 の応 用 分 野 と して デ ィジ

タル 図 書館(Digital

Library)が 重 要 視 され て お り,

世界 各 国 で大 き な プ ロ ジ ェク ト

が進 め られ て い ま す。

$B!f?《=q4[>pJsBg3X$G$OJ81t>J$+$i$N=u@.$K$h$j!$ZG7.#Z8X?'/,k?^=q4[$K4X$9$kgq:]X7

ン ポ ジウ ム を開催 い た しま す。

デ ィジ タル 図 書館 を修 垢 機砲 浪 宍=里 鼓 △紡 人H

な対 象領 域 の 研 究 を進 め る必 要 が あ りま す。

高速 ・広 域 ネ ッ トワー クを利 用 したデ ィジ タル 図 書館 ネ ッ トワー ク

多様 か っ大 容 量 マル チ メデ ィアデ ー タの 蓄積,

通 信,

提 供 の方 式

人 文 ・・自然 の 諸分 野 にお け る 図 書資 料 の 電子 化 とデ ー タベー ス化 の方 式

多 人倫 淵 泪 磯 船食 妊=∋ 駕 舛 虜郷=濱 懐 噺 〆=の 方 式

多 様 な情 報 の 可視 化(visualizati。n)と 利 用 イン タフェ ー スの方 式

図書 ・資 料 な らび に情 報 の コ レク シ ョン と して のデ ィジ タル 図 書館 が持 つ べ き機 能

知 的 活動 の 支援 環 境 と しての デ ィジ タル 図書 館 が持 つ べ き機 能

=減 澆 箸 靴 討離 妊=献 織 詑 洲 飽瞭=未 燭 垢 識=魍 ヂ 叛=8
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$B!!>e$N$h$&$J8禽5fNNOh$K2C$($F!$XGX#X8V,?%k?^=q4[$K$0!$B?HH$JJ82=!$B?HH$J8@81!$

多様 な分 野,『

多様 な利 用環 境 な ど多 方 面か らの アプ ロー チが 必要 で あ ります 。

その

.た め,

本椒 轡鴎 橿献E燈 任 遊げ な 討 肇 ▲献 △=猶 慮 Φ韻 鏡靴=箸 箸 稜 法 す==席8

を募 集 してデ ィジタル 図書館 を構 成 す るた めの 々の 技術 的 課題 やデ ィジ タル 図 書

館へ の り組 み 等 に関 す る議論 を進 めた い と考 えて い ま す。'

(■

8月22日 に は 第4回 デ ィジ タル 図書 館 ワー ク シ ョップ を予 定 してお りま す。

)

基調 講演

長 尾 真(京 都 大学 図書 館長)プ ログ ラム 噛

invited-speakers.htmV招 待 講演=

醒 透間 幅鱒 悶簾 鉗=閨=狸 シンポ ジウム組織

registration.htrn1>es加 申 込方 法

locati。n-transp。rtati。n.html>シ ン ポジ ウム 会場 へ の 交 通

hote1.html>宿 泊の 案 内

:!/gopher.DL.ulis.ac.jp/1/ISDL95!>Gopher$B$G$b>pJs$NDs6!$rgT$C$F$*$j$^$9!#$B$sLd$$9g$o$;$02〈5-$X$1$a$〉!8email

:

IsDL95-info@DL.ulis.ac.jp,

(本 槙 犬 忘 元 佑 託GJapane8eと お 書 き くだ さ い 。

)

郵便:

Fax:

〒305茨 城 県 つ くば市春 日1-2

図 書館 情報 大 学

ISDL・95事 務 局

0298-52-4326(も し くは0298-52-0384)

図 書館 情報 大 学

ISDL,95事 務 局'

registrati。n-f。rm.html>シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 登 録 申 込 書h。tel-reservati。n.htmD宿 泊 予 約 申 込 書
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url-references{t18}:

PROGRAH.html

CFPJ.components
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CFPJ・components

}
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@FILE{http:!!冒 冒冒一8tudent.ulis.ac.jp!contrib!anzai/Sotsuken/subsection3_2_3.html

Update-Time{9}:823701876

Last-Hodification-Time{9}:823701876
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分 散 環 境 と イ ン ター ネ ッ ト

これ らの背景を考慮 して、

本研究では次のよ うな課題 を克服す るシステムを構築す る。

{}良好 な利用者 インタフェース(GUI)XX

[マ ー クのダ ウ ンサ イジ ング]

成 立 した 時期 や 環境 か ら、

JAPAN/HARCは 大型 計 算機 の環 境 に あ った フ ォー マ ッ トで作 成 され てい る 。

これ を 文字 コー ドの レベル か ら変 換 し、

ワー クス テー シ ョン上 に ダ ウン サ イ ジン グ され たADABASで デ ー タベ 一一ス と して 運用 す る 。

[良 好 な利 用者 イン タフ ェ一一ス(GUI)]

従 来の コマ ン ド入 力方 式や メニ ュー 方 式 の イン タフ ェー スに 代 わ り、

現在 で は よ り直 感 的 に理 解 しや すい マ ウ ス とキ ー ボー ドを併 用 したグ ラ フ ィカル な イ ン タ フェー ス が 作成 で きる土 壌 が整 って い

る。

[ネ ッ トワー クか らの利 用]

シス テム の置 か れ てい るマ シン や ロー カル ネ ッ トワー クに制 約 され る こ とな く、

遠 隔地 か ら自由 に ア クセ ス が可 能 で あ る ことが 求 め られ る。

具 体的 に は イ ン ターネ ッ トを経 由 した ア クセス を実 現 す る 。

[漢 字 での 検 索]

これ まで は ロー マ 字や カ タカナ で の検 索 が 主で あ った が 、

日本 語 の 情報 シス テ ムに 漢字 で ア クセ ス で きな い のは き わ めて 不 自然 であ る。

カ タカ ナ や ロー マ 字へ の 置 き換 え は 、

利 用者 に 訓令 式 とヘ ボ ン式 や読 み と表 記 な ど無 用 の疑 問 を抱 かせ る。

シス テム 全体 の イ メー ジ図 を 、

次 ペー ジに掲 載 す る 。

シス テ ム全 体図
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目温*デ ー タの転 送速 度 の 評価

ネ ッ トワー クの性 能 評価 の際 に用 い られ る評 価 基 準 と して は,

、 転 送速 度,

遅延 時 間,

安 定性,

信頼 性 な どが あげ られ る.

この うち遅 延時 間 は本debeNLAN上 で は通 常1ミ リ秒 以 下か ら多 くて数 十 ミ リ秒 で あ り,

通 常の利 用 で はほ とん ど無視 で きる程 度 の もので あ ろ う.

LANに おい て 最 も重 要な 性 能評 価 の 基準 は転 送速 度 で あ る と思わ れ る.

ワー クステ ー シ ョン の利 用 では,

フ ァイル の 操作 は フ ァ イル サー バ に格納 され てい る もの を ア クセ ス す る場合 が ほ とん どで あ り,

この場合 転 送速 度 に よ って シス テ ム の応 答 時 間が 大 き く左右 され る か らで あ る.

ま た,

際 のネ ッ トワー ク上 で は,

複 数 の ホス トが 同時 に 転送 を開 始 しよ うと した場 合パ ケ ッ トの衝 突,

再 転 送な どが起 こ り,

理 論値 とに は差 が 出て くる.

この ため,

際 に測 定 して得 られ た値 がLANの 性 能 を測 る上 で 重 要な もので あ る とい え る.

これ ちの理 由か ら,

さ まざま な状 況 での デー タの 転送 速 度 を際 に測 定 す る こ とに よ り,.

物 理ネ ッ トワー クが 持つ 帯 域 幅が 有 効に使 われ て い るか ど うか を検 証 す る必 要 があ る と思 われ る.
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まず はNATURALと い うADABASの アプ リケー シ ョン開発 環 境 に よるデ ー タベー ス 作成 運 用 のた めの イン タ フェー ス 。

NATURALは 検 索 画 面(HAP)や デ ー タ定 義(VIEV)、

検 索処 理 、

結 果表 示 な どを統 一 した 環境 で 作成 す る ことが で き る。

つ ぎにC言 語 を ホス トに直 接ADABASを コール す る検 索 イン タフ ェース 。

最 後 に 、.

HTHL(Hyper

TextNarkupLanguage)とCGI(Co㎜ 。nGategay

Interface)を 用 い た 、

HOSAICな どVVV(UorldUide
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TheThird

Vave1

アル ビン ・トフラーがその著書 「第三の波」を著 わしてか ら十数年,

図書館の分

野にいよいよ第三の波が押 し寄せて きた.
コンピュー タの小型高性能化,

光プアイ
バ高速大容量通信ネ ットワー ク,

マル チメデ ィア,

ハイパーテキス ト,

CD-RO

M,

電子 図書,

電子 出版な どの技術の進展により,
われ われ をり巻 く雲=0

大き く変化 し,

図書館の分野を直撃 しつつある.

(Toffler,

A.

第三の波、

徳山二

郎ほか訳.

日本槙==桐 廼 卜願 い隠坑牽亜K
アルビン ・トフラーの第一の波は数千年にわた ってゆるやかに展開 された農業革

命 を指す.

それになぞ らえてみ ると,

図書館の分野における第一の波は,

や はりゆ

るやかに古代,

中世にわた って考案 されて きた々の分類法,

そ して1870年 代

に創案された十進分類法(DDC)と い うことになろう.

アルビン ・トフラーの第二の波は産業革命を指すが,

図書館の分野における第二

の波は1960年 代後半に始まるコンピュータ革命 とい うことになる.

MARC

(機械可読 目槁拭砲僚毫修筐 う=鴎 遭 う鶴鍾鶴〆=轡 好謄櫨覆匹=修 認任△福ヂ萎s
の波は第一の波の時代の古い体制の抵抗に会いなが ら,

ようや く一般に浸透 した と

言えよう.

到来しつつある新たな第三の波!

高速通信ネ ットワー クで結ばれた電子図書館の ことを 「デ ィジ タル図書館」とい
い,

米国の情報スーバハイウエ イの一つの 目轍未箸覆辰 討い福 タ淵飽柾鍾鴛膳慨然+

催 される 「デ ィジタル図書館」 ワー クシ ョップ(第1回:1994年8月31日,

催宗=槌=0課 砲悦了臆耽修傾=澆 蓮い厳邊検案=什 漂 い械隠殻召箸覆辰F

お り,

第三の波の到来を多 くの方々も感 じってい る.
アル ビン ・トフラーの第 一の波の時代は,

生産と消費が潭然一体 とした仕事の

時代であったが,

何でも屋 の個性的な人間の能力が尊ばれた.
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第二の波の時代にな

ると,

生産と消費の決定的な分離 とい うことか ら派生 して,

規格化,

分業化,

同時

化,

集中化,

極大化,

中央集権化 とい うどちらか というと非人間的な原則が人間を

支配するようにな った.

生産 と消費がふたたび融合 されてゆ く第三の波の時代では,

人 々はこれ らの非人間的 な原則 に挑戦 し,

それを克服 してい くのだとい う.

図書館 の分野 における第一の波の時代はそれぞれの図書館でオールアラウンドで

かつ個性的な司書が尊ばれたに違いない.

第二の波の時代,
これは現在 も進行中で

あるが,

あまりにも商業的な出版活動によって余儀な くされ る著 と読の隔離,

MARCや オンライン情報検索システムによる規格化,

分業化,

.同時化,

集 中化,

極 大化,

中央集権化が行 なわれてお り,

没人間的な環境 となっているかも しれな

い.

第三の波の時代がやって来る と,

電子出版 く的流通 により,

作 りの,

個性

豊 かな,

創造性に富んだ多形態な著述そのものが,

時間と空間を超 えて,

読む人に

直接櫻襲燭瘡気諸揺 イ弔汗緋颪=佑 汎匹秋佑琉摸硫宗ね珊胴修=圓 覆綴諌な=恐 宗$

分権化が進む.

人 間性あふれる第一の波の時代への回帰 ともいえるのである.
「デ ィジタル 図書館」は第二の波での束縛か ら人々を解放する担いであ り,

エ

イブ ラハ ム ・リン カー ン の ゲテ ィズバ ー グ の演 説 に なぞ らえば,

それ は
`

Library

ofthepeople,bythepoeple,forthe
,

poeple
で あ る.

そ こで は,

だれ もが権 威 や 資金 に と らわれ ず 自由に 出版 で き,

ま ただ れ も

がそ れ らの 中か ら欲 す る ものを 自 ら探 し出 し無 料 を原 則 に読 書 す るこ とが で きる.

そ して,

数 多 くの それ らの 中か ら未 来に わ た る価 値 を見 抜 き後 世 に伝 える もの を見

い 出す に は,

未 だか つて経験 した こ とが ない 高度 な

Librarianship

が 要 求 され る

ので あ る.

1994月8月30日

編 集 委 員 会 を代 表 して

田畑 孝 一

この 出版 物 は、

VorldVideVeb

(URL:http:〃uuw.dl.uli8.ac.jp/DLjournalノ)で 提 供 さ

れ る。
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は 、

教 育 学 で あ り 、

図 書 館 学 で も な け れ ば 、

情 報 学 で も あ りま せ ん 。

図 書 館 学 で も 、

情 報 学 で も な い 者 が 、

ど う し て 、

2419200

604800

ULIS

voyager・ulis・ac・
.jp
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decO9143cd7cld26ba92e31dld8cfa78

世 界規 模 に変 わ る社 会 教 育世 界 規模 に変 わ る社 会教 育 イ ン ター ネ ッ トの 教育 へ の 利 用 関 口礼 子 私の 研 究領 域

こんな台 の上 に上 が らされ た のか とい うい きさつ か ら始 め る こ とに よって 、

私 の領域 で ある教 育 とデ ジ タル 図 書館 との かか わ り合 い を 、

お話 し、

かつ 、

教育 学の視 点 か らデ ジ タル ラ イブ ラ リー の 問題 を 見 る と どの よ うに な るか をお話 しよ う と思 い ます 。

直接 の きっか けに な った の は 、

セ ンター長 で あ る田畑 氏 の と ころ に 、

「Roadmap

Lessons

の全 テキス トが入 手 で きたの だ けれ ど、

も し必 要が あれ ば 、

そ ちらに転 送 しま す」 と連 絡 した こ とに始 ま ります 。

Roadmap

Lessonsと い うの は 、

初 心者 にInternetの 使 い方 を教 え る た めの 、

Internet

を通 じて行 われ てい る講習 会 で す。

「InformationHighway

で 、

迷子 にな らず に 、

旅 行 す るた めの道 しる べ」 とい う意 味 で 、

Roadmap

と名付 け られ た ので 、

現在(1995年)2月 か ら3月 に か けて 行 われ て い るの は 、

第4回 目の講 習会 で すが 、

第3回 目まで に 、

77カ 国か ら62,000人 が 受 講 し、

第4回 目で80,000人 が受 講 登録 を し、

どうにもな らず 、

受 講制 限 を した とい う、

大 成功 の講 習会 で す。

セ ン ター長 は 、

図 書館情 報 大学 で の教 育に 考 え る立 場 に あ るの で 、
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そ の シ ラバ ス作 りに役 立 つ 面 もあ ろ うか と、

日頃 、

私 は コ ン ピュー タは しろ う とで す の で 、

あれ がわ か らな い これ が わ か らな い と聞 き まわ ってお 世話 にな って い るの で 、

こち らか ら少 しで も役 にた つ情 報 を提 供 で きた ら と、

も し必 要 で あれ ば 転送 しま す、

と連絡 を した ので した。

私 は 、

この大 学 で 、

教 育学 の うちで も、

社 会教 育 とか生 涯 学習 とか を担 当 してい ま す。

社 会教 育 の施 設 の うちに 、

図 書館 、

博物 館 、

植 物 園 、

そ の他 が あ ります が 、

そ の 中で も 、

と くに、

行 政が 関 与 して い る社 会 教 育施設 の 中核 を な してい る ものに 公民 館 があ ります。

公 民館 は 、

利 用 した こ との あ る人 も相 当お い で にな る と思 い ます 炉 、

あ そ こで 開か れ て い る学 級 とか 講座 と呼 ばれ て い る もの には 、

2種 類 あ ります 。
一 つ は、

社会 教 育 主事 や 公 民館 公 民館 主事 等 が企 画 し、

計 画 をた てて 実 施 して い る講 座 ・学 級 で あ り、

他 の一 つ は 、

住 民が 中 心 にな って企 画 し運 営 す る もの で 、

公 民館や 行 政 側 は活 動 の場 所 を提 供 す る だ け とい った類 の もので す。

す なわ ち 、

第 一は 、

専 門家 の企 画 に よ る教 育 、

第 二 は 、

住 民 同 士 の相 互 教育 に よ る もの です 。

私 は、

Internet

は 、

教 育 の領 域 で 、

今 まで の教 育 に対 す る考 え方 を覆 す よ うな大 き な影 響力 を持つ と考 えて い るので す が 、

ち ょうど 、

こ の公 民館 で 行 われ て い る よ うな2種 の方 法 が 、

イ ン ター ネ ッ トの上 で も展 開 され て きてい るよ うに 思 い ます。

も ちろん 、

公 民館 は、

地 域 の住 民 の 規模 で 行 われ ますが 、

Internet

の場 合 は、

先 に 紹介 した 講習 会 を世 界 の77カ 国 の人 が 受講 した こ とで もわ か るよ うに 、

世 界 規模 で 行 われ ます。

このRoadmap

Lessons

は、

この2種 類 の 、

教 育 のあ り方 の う ち、

だ れ か然 るべ き人 が企 画 し、

カ リキュ ラ ム を組 ん で実 施 す る種 類 の もの で す。

この

RoadmapLessonsは 、

PatrickCrispen

とい う人 が企 画 した もの で 、

ア ラバ マ大 学 の コ ン ピュ ー タか ら配 布 され てお り、

6週 間 の 間 、

毎 日、
一 つず っ フ ァ イル が 受 講者 に送 られ て きて 、

受講 者 は 、
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そ れ を読 ん で勉 強 する仕 組 みで す 。

E-mailか ら始 ま って 、

Li8t86rv8,

Hajordomo,Listproc,Usenet,telnet,FTP,Archie,Gopher,Veronica,

AddressSearches,VUV

とい った よ うな 内容 か らな って お り、

最新 の設備 を持 たず 、

e-tuailで しかaccess

で き ない 環境 の人 か ら、

直接 、

冒日冨

を利 用 で き る人 ま でを 対象 に 、

しか も 、

■nternet

に つい て は初 心者 で あ る人 の レベル か ら学習 で き る よ うに 、

企 画 され てい ま す。

ま た 、

これ は 、

non-(=redit

の コー ス 、

す なわ ち、

受 講 して も 自分 の勉 強 にな るだ け で大 学 の 単位 に な らな い一 す な わ ち、

日本 流 に言 えば 、

社 会教 育 の領 域 に分 類 され る一 そ して、

テ ス トも、

自己採 点 の コー ス の例で す が、

そ の他 に も 、

イン ターネ ッ トに よる

credit-course
－ 日本 流 に言 え ば 、

学校 教 育 の領 域 の もの一 も行 わ れ始 ま ってい ま す。

これ は 、

私 も受 講 した経 験 が ない の で よ くはわ か りませ ん が 、

たぶ ん 、

フ ァイル が 定期 的 に 送 られ て くる か 、

あ るい は 自分 でretrie▼e

して 、

そ の フ ァイル の 内容 を読 ん で勉 強 し、

as8■gnment

を送 り返 して 、

採 点を して も らい 、

試 験 に合 格 すれ ば 、

単位 が も ら える よ うにな っ てい る もの と思 われ ま す。

そ して 、

所 定 の 単位 ををそ ろえ る と、

大学 の 卒業 証 書が も らえる こ とに な る と思 われ ま す。

私 は、

カ ナダ と ドイ ツが 専 門な の です が 、

地理 的 に広 い カ ナダ では 、

通 信 教 育

distanteducation

が さか んで 、

かつ て は 、

郵 便 が その 主 た る手段 で 、

教 材 が 来て 、

a88■gnment

を送 り返 し、

採 点 が返 って て くる まで 、

時 間 が かか ったの で すが 、

最 近 で は 、

電 話 で の質 問 な どを行 え る よ うな シス テ ムに な って きて い ます 。

そ う した

distanceeducetionの 素 地が あ る だけ に 、

Netvork

の設 備が 整 うに した が って 、
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そ の方 向に移 行 す るの は容 易 で あ ろ う と思 わ れ ます。

ちな み に、

今 年 の1月 に公 表 され た の世論 調 査 で は 、
コ ン ピュー タを家 に持 ってい るカ ナ ダ人 は 、

39パ ーセ ン トで す。

(Chidley,

1995,p.31)イ ン ター ネ ッ トを 見 てい る と 、

イ ン ターネ ッ トを 用 いてdegree

の とれ る大 学 を知 らない か 、

とい った質 問 がな がれ 、

自分 の 大学 で は 、

「何 々 と、

何 々の コー ス を 開設 してい ま す」 とい った 回答 が 流れ る こ とが あ ります の で、

す で に、

credit

　　ロピ　　

を 実施 してい る とこ ろがい くつか あ るよ うで 、

日本 にい な が ら、

ア メ リカ の 大学 の 単位 を と って 、

ア メ リカ の 大学 を卒 業 す る こ とが 、

専 攻 は まだ 限 られ てい る よ うで すが 、

可 能 にな っ て きた よ うで す。

今 までお 話 して きた のは 、

先 に 述べ た2つ の社 会 教 育 の方 法 の うち、

第 一 の 、

専門 家 の企 画 に よる もの で すが 、

先 に 挙げ た 、

第 二 の方 法 、

す なわ ち 、

住 民 同 士 の相 互教 育 の方 法 を採 用 す る 、

イン ターネ ッ ト上 の 方法 で は 、

Listserv

プ ログ ラ ム を用い た 例が あ ります 。

これ は 、

ご承知 の人 も多 い と思 い ます が 、

だれ か が テー マ を設 定 して 、

新 しい グル ー プ を開 設 す る。

ここ にお られ る か な りの方 が 参加 して お られ る

DL-net

もそ の類似 の もの の一例 です 。

そ の テー マ に関 心 のあ る人 は、

自由 にそ こ に

subscribe

(登 録)で きま す。

わ か らな くて教 え て ほ しい 問題 が あ り、

質 問 す る と、

す で に解 決 の方 法 を見 い だ して い る人 が あれ ば 、

解 決 方法 を伝 授 す る 、

とい う方 法 です 。

私 のsubscribe

して い るの は 、

Internetに 関 す る もの で すが 、

これ は 、

Temple

大 学 の 主催 す る もの です 。

た とえ ば 、

先 に 「lnternetを 用い てdegree

を とれ る大 学 を知 らない か 」 とい う質 問が 流れ 、

そ れ に関 す る情 報 が 流れ て 、

な るほ ど 、

そ うい うこ とも始 ま って い るのか 、

と私 が知 った の も、

実 は 、

この グル ー プ に所 属 す る こ とに よ って です 。

設 置 され て い るグ ル ー プの 数 は 、
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一覧表 を 出力 して み ま した ら
、

かな り小 さな字 で 出力 して 、

A4版 に して 、

実 に99一 ジ もあ りま したの で 、

あ りとあ らゆ るい ろい ろ な テー マ につ い て設置 され て い るのが わか ります 。

もち ろん 、

これ らの 中 に は、

相 互教育 とは ほ ど遠 い 内容 の も の もた くさん あ るで し ょうが 、

天 文学に 関 す るグル ー プ、

生物 学に 関 す るグル ー プ、

とい った も のか ら、

喘 息を も った こ どもの親 の グル ー プ、

絵葉 書集 め の趣 味 を持 った人 の グ ル ープ、

VordPerfect

に関 する質 問交換 のグル ー プ、

なん とか い う車種 の 自動 車 に関 す る グル ー プな ど、

にい たる まで 、

あ らゆる もの が あ るよ うで す。

これ ら二つ の、

社 会教 育 で古 くか ら用い られ て い る方 法 が 、

公民館等 に 出か けて 行 って 、

顔 をあわせ て 行 われ る地 域的 な 規模 の もの に代 わ って 、

■nternet

を通 じて世 界 的 な規 模で 行 われ 始 ま って い る とい え ます。

両者 には 、

公 民館 で行 われ て い る よ うな方 法 と同 じよ うに 、

それぞれ の 、

長 所 、

短 所が あ りま す。

レクチ ャー 形式 の は 、

必 要な知 識 を 、

体 系的に 、

しかも、

能率 的に 、

伝達 する こ どが で きます 。

しか し、

受講者 の レベ ル に合 わな くて も、

その まま続 け られ ます。

また 、

per80na1な 人 間関 係 が 、

学習 のモ テ ィベー シ ョン を引 き起 こす 面 もあ る とす るな らば 、

と くに、

困難 にぶ つ か った ときに 、
一 方通行 的 講習 会 形式 の もの は

、

学 習継続 の 動機 づ けが な くて 、

そ の面で は 、

期待 で きませ ん。

これ は、

図 書館か ら本 を借 りて 読む の と同様 に 、

FTPや

G。pherや

冒日日を用 い て 、

資料 を取 り寄 せ て 、

読む ・見 る ・聴 く場 合 も同様 な こ とです。

相互教育の方法の場合には、

顔 を合わせな くて も、

自分の投稿に反応がかえって くるということで、

persona1
な感 じを保つ ことができます。

また、

わからない ことがあって行 き詰まった とき教えてもらえるので、

その困難を克服 して学習を継続する動機付けを与えるのに有効です。

しかし一方、
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メ ンバ ー の関 心 の ある もの に内 容 が集 中 し、

体 系 的 な知 識 を得 るに は不 向 きで す 。

また 、

回 答 者 が必 ず しも専 門家 で ない の で 一 もち ろん 専 門 家 も加入 してい るけれ ど、

回 答 を す る義務 を追 っ ては いな い 一 、

学 習 で き る こ とは 、

メ ンバー の 知識 や 力 量 の レベル を越 えた ものに は な りに くい とい う面が あ ります。

また 、

私 の所 属 す る リス トサー ブ グル ー プ で も、

グ ル ー プの テ ーマ と関係 な い質 問や 情 報 が流 され て 、

そ の 交通 整 理や 、

質 を保 つ の に 、

listo冒ner

が相 当の 精 力 を使 ってい る のが み て とれ ます 。

不 断 に 出た り入 った りす る メンバ ー を抱 えて 、

リス トサ ー ブグ ル ー プで 交換 され る情 報 の質 を保 つ には 、
一部 の メン バー や

1istowner

の 大 きな 陰 の努 力 が ある こ とがみ て とれ ます 。

有効 な情 報 が交 換 され な けれ ば 、

ま じめな会 員 は 、

脱 会 して しまい ま すか ら。

それ は 、

地 域 的 な社 会 教 育 の場 で行 われ て い るの と、

ま った く同 じこ とです。

vv日

に よ って 、

ひ じょ うに 便 利 に 、

遠 くに あ る情 報 を取 り寄せ るこ とが で き る よ うに な りま した 。

私 の 端末 は 、

カ ラー はダ メ、

音 声 は ダ メ とい うもの です が 、

そ れ で も、

WWWの 威 力 は驚 嘆 に価 します 。

しか し、

や は り、

情 報 が入 手 で き る とい うだ けで は 、

じ ゅ うぶ ん で はな い よ うな気 が しま す。

それ を利 用 しよ う とす るモ テ ィベー シ ョン を起 こ させ るよ うな もの が必 要な よ うに思 わ れ ます 。

行 き詰 ま っ た ま った と きに 、

それ を乗 りこ る便 宜 を与 え て くれ る手 段 が必 要 だ と思 われ ます。

それ は、

人 間的 要素 で す。

しか し、

今 、

例 に挙 げた よ うな二 つ の方 法 を うま く組み 合 わせ る こ とに よって 、

Internet

は 、

今 まで にな い人 々の 学 習 を引 き起 こす こ とは 、

そ れ を本 人 が 「学 習 」 と意 識 して い る 、

い な い に関 わ らず 、

ま ちが いな い と思 われ ます 。

従 来 の社 会 教育 で よ く使 われ て い る言 葉 で は 、
「住 民 の意識 を変 え る」 とい う こ とに な るの です が 、

Internet

が普 及 した と きに は 、

もはや 地域 社 会 の 「住 民 」 で も、

国 の文 部省 指 導 の も とに 学校 教 育で 行 われ る 「国 民」 で な く、

「人 々」「人 間 」 とい うこ とに な る ので し ょ う。

「世 界 規模 で 、

人 々の 学習 を 引 き起 こ し、

人 間 の 意識 を変 え る」 こ とに な るの で は ない で し ょうか。

引用 文 献Chidley,

Joe.1995.Abravenevvorld,HhatCanadian88ayabouteverythingfrom

theirfinancestotheirlovelives,,January2,1995.
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入手 して、

ご自分のためにお読み くだ さるのは、

まった く自由です。

ご自分の論文な どで引用され た場合は、

その論文が公開 された時 、

抜 き刷 り又はコピーをお送 りくだ さるか(印 刷の場合)、

または、

入手可能なURLと タイ トル をお知 らせ くだ さい(非 印刷資料の場合)。

事前の了承は不必要です。

郵 便 宛先:305

つ くば市 春 日1-2図 書館 情 報 大 学 関 口礼 子

メー ル:sekiguch@uli8.ac.jp

複 製 して配布 す る よ うな場合 は 、

事 前 に ご連絡 くだ さい 。

関 口礼子 の ホー ムペ ー ジReiko

Sekiguchi,8homepage・

references{9}:Haclean,8

}
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Next:
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_7_1.html>

漢字書名による中間一致検索の評価

Up:

ワー クステーシ ョンによる書誌情報の提供

P「evious=,6-5.html>

論理積による検索例

本研 究ではJAPAN/HARCを 頒布 されているHTの 段階か らADABASで デー タベース化 し、

VUUとnOSAICを 用いた利用者環境を作成 した。

この研究で作成 したデー タベース と利用者環境には、

現状 でまだた くさんの改善を要求されている。

デー タベースで改善が要求される点

分類番号が全角文字 のまま収録 されている(半 角文字でなん ら問題 はない)。

外国人姓名では原綴 りのみがデ ィスクリプタとして収録 されてお り、

カ タカナの読みが収録 され ていない。

JAPAN!HARCの タグつき完全デー タが復元で きない。

収録 レコー ド数と種類が開発 テス ト段階のままである(少 ない)。

出版年がデ ィスクリプタに採用 されていない。

検索 インタフェースで改善が要求 され る点

論理和による検索が実装 されていない。

完全書名での検索が実装 され ていない。

入力 した書名検索語が、

nyaに よってどのように分かち書 きされたのか利用者に分か らない。

著者名の姓名の区切 りが分からないと検索できない。
ISBNで の検索にハイフンが必要である。

完全な書誌情報すべて(TAGっ きJ!HARCの オリジナル を含む)の 出力が実装 されていない。

複数の出力形式が実装され ていない。

複雑な検索が可能な完全 コマンド型利用者 インタフェースが用意 され ていない。

これ らはすべてシステム作成 におけるスケジュール 管理 と事前の仕様設計の甘 さか ら生 じた、

単なる未実装の事柄 である。

上に挙げた欠点を克服 し、

それ らを実装 し、
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結 果 を評 価 す る こ とに よ って 、

本 研 究 は さ らに深 くすす め て ゆ くこ とがで きる。

この 章 では 、

本 研 究 にお け る シス テ ムに 特有 で あ る以下 の 事柄 につ い て順 に 考察 して ゆ く。
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